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千葉大学環境報告書とは
千葉大学の環境に関する方針・目標や実施
状況等を取りまとめ、2004 年度から毎年
公表しているものです。構成・執筆・編集
等を環境ＩＳＯ学生委員会が行っていま
す。

報告対象者
・本学学生・教職員
・地域住民
・高校生
・他大学
・企業・行政機関
・ISO14001、50001 に興味がある方

本報告書作成方針
・環境への配慮
・簡潔な文章化
・前年度版以上の環境データの視覚化
・前年度版以上の情報の充実化

参考ガイドライン
環境省「環境報告ガイドライン 2012 年版」

報告対象範囲
活動：千葉大学主要４キャンパス（西千葉・
松戸・柏の葉・亥鼻）における教育・研究・
診療・社会貢献活動、及び千葉大学が業務
を委託した業者のキャンパス内における事
業活動
期間：2016 年 4 月 1 日～ 2017 年 3 月 31 日　
※対象期間を超えて報告する場合はその旨
を明記
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国立大学法人千葉大学

1949 年 5月 31 日　※国立大学法人千葉大学は 2004 年 4 月 1 日に発足

千葉県千葉市稲毛区弥生町 1-33（西千葉キャンパス）

徳久　剛史　（2014 年 4 月 1 日～）

学部学生数　10,670 名	 大学院学生数　3,444 名

園芸別科学生　11名	 研究生等　520 名	 	 合計 14,645 名 

3,461 名

1,265,003 ㎡

561,628 ㎡

大学名

大学概要

〒 263-8522 千葉県千葉市稲毛区弥生町 1-33
本部、国際教養学部、文学部、法政経学部、教

育学部、理学部、工学部、人文公共学府、専門法
務研究科（法科大学院）、教育学研究科、融合理工学

府、理学研究院、工学研究院、附属図書館、教育学部附属
幼稚園・小学校・中学校、各センター

〒 271-8510 千葉県松戸市松戸 648

園芸学部、園芸学研究科、

園芸別科、附属図書館（松戸分館）

〒 260-0856 千葉県千葉市中央区亥鼻 1-8-1

医学部、薬学部、看護学部、医学薬学府、

看護学研究科、真菌医学研究センター、

医学研究院、薬学研究院、医学部附属病院、

各センター、附属図書館（亥鼻分館）

〒 277-0882 千葉県柏市柏の葉 6-2-1

環境健康フィールド科学センター

（平成 29 年 5 月 1 日現在）

松戸キャンパス

柏の葉キャンパス

西千葉キャンパス

亥鼻キャンパス

設立年月日

本部所在地

学長

在籍学生数

役員・教職員数

土地

建物（総面積）



　千葉大学では、「つねに、より高きものをめざして」という理念を念頭に置きながら、地域、日本、さらには
世界に貢献できる大学を目指して努力を重ねています。

千葉大学の理念

千葉大学の目標

2005 年 10 月 11 日制定

私たちは、学生が個々の能力を発揮して「学ぶ喜び」を見いだし、鋭い知性と豊かな人間性を育んでいく自
律成長を支援するために、最高の教育プログラムと環境を提供します。千葉大学は、学生と私たちがともに
学ぶ喜びを生きがいと感じ、ともに成長していく知的共同体です。

私たちは、学生とともに、社会で生じるさまざまな問題の本質を、事実を踏まえて深く考察し、公正かつ誠
実な問題解決に資する成果を速やかに提供して、社会と文化ならびに科学と技術の発展に貢献します。

私たちは、総合大学としての多様性と学際性を生かし、国内外の地域社会・民間・行政・教育研究諸機関と
連携して、領域横断的研究と社会貢献を積極的に推進します。

私たちは、各人の個性・能力・意欲および自主性が継続的に最大限発揮され、意欲ある人材が積極的に登用
される仕組みと環境を構築し、時代の変化に応じて柔軟に大学を経営します。

つねに、より高きものをめざして 　千葉大学は、世界を先導する創造的な教育・研究活動を通
しての社会貢献を使命とし、生命のいっそうの輝きをめざす
未来志向型大学として、たゆみない挑戦を続けます。

1.

2.

4.

3.

　私たち役員と教職員は、上記の理念のもと、自由・自立の精神を堅持して、地球規模的な視点から常に社会と
かかわりあいを持ち、普遍的な教養（真善美）、専門的な知識・技術・技能および高い問題解決能力をそなえた
人材の育成、ならびに現代的課題に応える創造的、独創的研究の展開によって、人類の平和と福祉ならびに自然
との共生に貢献します。

地方公共団体をはじめとする地域の機関と連携し、生涯学習の支援、小・中・高校生対象の教育プログラム、各種研
修会や公開講座、地域連携プロジェクト等を企画・実施して、保健・医療・福祉サービス、環境・エネルギー・防災
等の様々な分野や、地域の医療機関や教育機関への心理教育相談や認知行動療法プログラムの提供、性暴力・性犯罪
被害者支援教育において地域社会に貢献するとともに、学外機関による研究施設・設備の有効活用を促進する。

地球環境に配慮した良好なキャンパス環境の整備を推進し、教育研究施設、附属病院、附属図書館、学生寮において、
教育研究、医療環境及び学生生活の充実のため、新たな施設整備計画を策定し、国の財政措置の状況を踏まえ、必要
な施設設備の整備・改修等を計画的に実施する。

西千葉、松戸、柏の葉、亥鼻キャンパスにおける環境マネジメントシステム規格（ISO14001）及び環境エネルギー
マネジメント規格（ISO50001）の内部監査等を含むシステムを確実に運用して、質の高い環境教育・研究の推進及
びキャンパス全体の環境負荷削減と環境美化を実施する。併せて地域との連携による環境改善活動を推進する。

　千葉大学は、「千葉大学憲章」に掲げ
た理念に基づき、その使命を達成するた
め、基本的な中期目標・中期計画・年度
計画を定めています。その中で環境に関
係する中期計画の項目は右記のとおりで
す。
中期計画（第３期：2016 年度～ 2021
年度）

◆

◆

◆
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▲構内に掲げられたフラッグ

　千葉大学では、2003 年 10 月より環
境マネジメントシステムの運用を開始
し、2005 年１月に西千葉キャンパスで
ISO14001 を取得。その後、他キャン
パスに適用範囲を拡大し、2007 年に全
学で ISO14001 を取得しました。また、
2013 年６月からは全学でエネルギーマ
ネジメントシステムを統合して運用し、
2013 年 12 月 に 全 国 の 大 学 で 初 め て、

文系と理系の知恵を集積し、また附属学校と連携し、総合大学としての特長を活かした環境教育と研究の実
践を進めます。

　わたしたち人類は、産業革命以来、大量の資源エネルギーを用いてその活動を発展させてきました。
　その結果、地球の温暖化、化学物質汚染、生物多様性の減少など、さまざまな環境問題に直面しています。ま
さに、人間活動からの環境への負荷によって人類の存続の基盤となる環境がおびやかされています。また、福島
第一原子力発電所の事故に伴い、安全で持続可能なエネルギー源の確保が急務となっています。われわれは、こ
うした現状に対して何をすべきか考え、英知を結集させるべきです。

　千葉大学は、総合的な教育・研究機関として、この英知の形成と集積と実践に寄与していく責務があります。
このため、とくに次の事項を推進していきます。

2004 年４月１日
2008 年４月１日
2013 年７月 24 日

　千葉大学では、この環境・エネルギー方針に基づき目標を設定し、その実現に向けて行動するとともに、行動
の状況を監査して環境・エネルギーマネジメントシステムを見直します。これにより、継続的にシステムの改善
を図ります。
　また、この環境・エネルギー方針は文書化し、千葉大学の教職員、学生、常駐する関連業者などの関係者に周
知するとともに、文書やウェブサイトを用いて一般の人に公開します。

省エネルギー・省資源、資源の循環利用、グリーン購入を推進し、構内の緑を保全します。また、化学物質
の安全管理を徹底し、汚染を予防します。これらにより環境負荷の少ない緑豊かなキャンパスを実現します。
とくに、環境・エネルギーに関連する法規制や千葉大学が同意する環境に関する要求事項を理解し、遵守し
ます。

環境・エネルギーマネジメントシステムの構築と運用は学生の主体的な参加によって実施します。また、学
生による自主的な環境活動を推奨し、多様な環境プログラムが実施されるキャンパスを目指します。

環境・エネルギーマネジメントシステムを、地域の意見を反映させながら、地域社会に開かれた形で実施し
ていきます。

国立大学の中で全国トップ水準のエネルギー効率を維持し、継続的に改善していきます。また、エネルギー
パフォーマンス改善に繋がる製品やサービスの調達 、施設の設計を支援します。

1.

2.

3.

4.

5.

制定
改訂
改訂

千葉大学長　徳久 剛史

ISO50001 を取得しました。千葉大学
では、環境・エネルギー方針を定め、環
境への取り組みを進めています。

4
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　　　千葉大学が長年取り組んできた学生主体の環境マネジメ
ントシステムが ISCN Awards 2017 の Excellence in Student 
Leadership 部門を受賞したこと（詳細 p. ６）について、どの
ように受け止めていらっしゃいますか。

学生主体で始めたこのシステムが、いよいよ世界レベルに
なってきたのだと思います。しかし、賞は結果であり、これま
でやってきたことが世界的にも評価されたということでしかあ
りません。環境 ISO 学生委員会には、次のステップ、すなわち、
世界に向けて新しい発信をするとともに、世界の様々な情報を
仕入れて世界の最先端の進み方を千葉大にも取り入れて、日本
方式として実践していくといった新たな展開を期待します。こ
の受賞がその第一歩だと思います。

　　　国際プログラム Future Earth 日本事務局コンソーシア
ムに千葉大学の加盟が承認されました（詳細 p.10）。大学とし
てどのように取り組んでいくべきとお考えでしょうか。

本学の研究者がこれまでに行ってきたさまざまな環境に関す
る研究をどう Future Earth で展開し、その流れの中で千葉大
として環境問題をどのように解決していくかということが重要
になってくると思います。そのために学部横断的な組織を作り、
“食と健康、そして環境” をテーマに千葉大独自のものを生み

学長からのメッセージ

千葉大学は、2017 年で ISO14001 取得後 13 年目に突入し、昨年度は初めて ISO50001 を更
新しました。本学の先進的な環境への取り組みに対する国内外における評価と、大学をあげて
の環境研究の推進などについて、14 代目の環境ＩＳＯ学生委員会委員長である日隈壮一郎が、
徳久剛史千葉大学長にインタビューを行いました。

千葉大学長　徳久剛史 千葉大学環境 ISO学生委員会委員長　日隈壮一郎

出し、Future Earth に貢献するとともに、我々の教育研究に
役に立たせていきたいと思います。

　　　国内においても本学は、「サステイナブルキャンパス評
価システム (ASSC)」においてゴールド認定を受けました（詳
細 p.28）が、このことについてはどのようにお考えになりま
すか。
　素晴らしい成果ではありますが、我々にはまだ改善できる余
地があると考えているので、より高い評価であるプラチナ認定
を受けた大学との相違を見ながらより良いキャンパス整備を実
現していきたいです。

　　　千葉大学で行われている環境研究について、注目してい
るものをお教えください。
　千葉大学では新規性・独創性を備えた発展性のある研究群を
持続的に創出し、育成するシステムとして、2016 年 4 月 1 日
に「グローバルプロミネント研究基幹」を設置し、推進してい
く 15 の研究プロジェクトを同年 9 月に選定しました。環境研
究についてはその中の１つである、工学部の星永宏教授の「脱
化石燃料を指向した高効率エネルギー変換システムの研究開
発」（詳細 p.13）に注目しています。これは太陽光を使って自
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インタビュアー : 日隈壮一郎 （工学部 3 年）

ISCN Awards 2017 を受賞

　サステイナブルキャンパス構築を目指す世界的な大学ネットワークであ
る ISCN（International Sustainable Campus Network） が 行 っ て い る「 
Sustainable Campus Excellence Awards」は、リーダーシップ、創造性、有効
性、優れたパフォーマンスが認められる持続可能なキャンパスプロジェクトを表
彰する制度です。2017 年、環境ＩＳＯ学生委員会を中心とする、千葉大学の学
生主体の環境マネジメントシステムのプロジェクトが、持続可能なキャンパス
づくりに貢献した優れた学生プロジェクトに与えられる「Excellence in Student 
Leadership 部門」を受賞しました。ISCN Awards を受賞するのは日本の大学で初
めての快挙です。

ら水素を取り出す水素エンジンの研究です。環境問題に対して
は、将来の地球のために根本的なエネルギーの仕組みそのもの
を変える必要があります。そういう観点から、触媒で一挙に解
決しようという星先生の研究は画期的なアイデアであると思っ
ています。

　　　千葉大学のエネルギー消費量は、ISO 取得前と比較する
と約 10％減少しているものの、2016 年度は 2015 年度と比べ
ると大幅に増大してしまいました（詳細 p.26）。また、下水排
除基準違反もなかなかなくなりません。こうした状況について
どのようにお考えになりますか。
　それぞれに理由はあるものの、対策が後追いになってしまっ
ていることがあります。現状の問題をしっかりと分析して、改
善できるところはすぐに取り組むとともに、根本的な改善に向
けた仕組みの開発研究を、教職員が率先して行っていくほかな
いと思います。

　　　園芸学部の学生と教員が 2011 年より毎年、東日本大震
災の被災地に赴いて、彼らのスキルを活かしたコミュニティ
ガーデンづくりを行っています（詳細 p.48）。このような活動
を学長はどう見ていますか。

　素晴らしいことだと思います。本学としてもボランティア活
動をこれからも重視しようと思っています。ボランティアはア
ルバイトと違ってお金をもらいませんが、その代わりに別のも
のを得ていると私は思います。さらにボランティア活動では社
会の仕組みを知ることができたり、つながりを作ったりするこ
ともできます。学生には在学中に勉強以外のことをたくさん経
験してもらって、大学の外の人々と関わることで倫理観や思い
やりを育んでもらいたいです。

　　　最後に、学生や教職員、地域の方々へのメッセージをお
願いします。
　大学としては星教授のように将来を見越して根本的に環境問
題を解決しようと研究している人たちを積極的にサポートして
いきたいと考えています。そのきっかけとなるのが先ほどの
Future Earth です。また、地域の方と一緒になって取り組ん
でいくことはとても重要だと思っています。大学としての自発
性を発揮して、社会のさまざまな人々に千葉大がこんな知識を
持っていて、こんなこともできるということを示していきたい
と思います。そして、千葉県域だけではなく日本全国や世界の
人々と一緒になって発展していきたいと思っています。
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　千葉大学ではキャンパス全体で様々な環境活動を行っています。
下記のマップは主に本報告書記載の環境活動マップです。

西千葉キャンパス

附属図書館

法政経学部

法政経学部

教育学部

工学部

理学部

環境リモートセンシング研究センター

事務局

正門 南門

松韻会館 附属幼稚園

理学部

教育学部

工学部

文学部・法政経学部

けやき会館
附属小学校

附属中学校

総合校舎

北門

　　　 10kw
　　　 20kw

太陽光パネル（出力）設置位置

　　　 5.5kw

学生主体の取り組み

施設名 ページ番号 記事名

 　　シェアサイクル COGOO の駐輪ポート（p.33）

千葉大学環境マップ

附属中学校の取り組み
P.24　

家電 ・家具のリユース
P.31　

省エネ・省資源イベントの実施
P.28　

レジ袋有料化・「レジ袋基金」
P.32　

構内事業者の取り組み
P.39　

構内事業者の取り組み
P.39　

構内事業者の取り組み
P.39　

附属中学校の取り組み
P.24　

生協食堂

生協ライフセンター

ショップ大和屋 生協ブックセンター

構内事業者の取り組み
P.39　

構内事業者の取り組み
P.39　

Environment Festival 
P.47　
イングリッシュハウス

レストランコルザ

環境 ISO 事務局・環境 ISO 学生委員会
P.42　

緑のカーテン
P.36　

落ち葉の堆肥化ピット
P.25　

ちーあいふれあいの庭
P.49　

環境関連科目紹介「地球生理学」
P.20　

内部監査における良好事例の紹介
P.59　理学研究院　

環境関連科目の紹介「環境法」
P.20　

環境関連科目の紹介「環境法」
P.20　

部局長に聞く！
P.21　

こどもまつり
P.50　

中庭花壇
P.35　

古本市
P.30　

環境関連書籍の充実
P.18　

学長からのメッセージ
P.3　

最先端の環境研究・教育の紹介
P.13　工学研究院

図書リユース
P.31　

学長によるフィードバック
P.69　

附属幼稚園の取り組み
P.23　

部局長に聞く！
P.21　

部局長に聞く！
P.22　

古本募金回収ポスト
P.31　

P.49　
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加工実習棟

温室

正門

南門

植物工場

植物工場

化学物質過敏症対応モデルハウス

環境健康フィールド科学センター

最先端の環境研究
P.16　

内部監査における良好事例の紹介
P.59　

編集担当：浅輪光（文学部２年）

松戸キャンパス

柏の葉キャンパス

亥鼻キャンパス

記念講堂
看護学部

医学部

薬学部

園芸学部

医学部附属病院

附属図書館亥鼻分館

薬学部

バイオメディカル研究センター

予防医学センター

園芸学研究科

附属図書館松戸分館

環境関連書籍の充実
P.18　

環境 ISO 事務局・環境 ISO 学生委員会
P.42　

環境 ISO 事務局・環境 ISO 学生委員会
P.42　

生協の取り組み
P.32,P.39　

生協の取り組み
P.32,P.39　

看芸ガーデン
P.36　

内部監査における良好事例の紹介
P.59　

部局長に聞く！
P.22　

最先端の環境研究
P.15　

最先端の環境研究
P.17　

環境関連書籍の充実
P.18　

附属病院外来診療棟の改修
P.27　

図書リユース
P.31　

戸定みんなの庭
P.49　

おひさまガーデン
P.35　

流しそうめんイベント
P.50　

環境関連科目紹介「森林管理学」
P.20　
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経営協議会

副学長

教育研究評議会

監査室

運営・教育研究組織

役員

分子キラリティー研究センター

環境リモートセンシング研究センター

銚子実験場

本館

薬学研究院

附属クリスタル・スキルズ・センター

医学研究院

附属看護実践研究指導センター

看護学研究科

附属薬用資源教育研究センター

附属次世代モビリティパワーソース研究センター

附属ハドロン宇宙国際研究センター

人文科学研究院

薬学部

柏の葉診療所

附属病院

園芸学部

附属創造工学センター

理学部

附属幼稚園

附属教員養成開発センター

国際教養学部

管理企画課

国際教養学部事務部

事務局長

国際戦略本部

広報戦略室

広報戦略本部

未来医療教育研究戦略室

総合安全衛生管理機構

学術研究推進戦略室

学術研究推進機構

高等教育研究戦略室

高等教育研究機構

運営基盤機構

国際未来教育基幹

研究部門

グローバルプロミネント研究基幹

国際戦略室

大阪大学大学院大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達学研究科

附属図書館

社会科学研究院

人文公共学府

園芸学部園芸別科

理学研究院

工学研究院運営基盤戦略室

国際未来教育基幹キャビネット

全学教育センター

役員会

監事

学長
理事（企画・人事）

フィールドセンター事務部

総務課

医学部附属病院事務部

利用支援企画課

附属図書館事務部

施設企画課

施設環境部

教育企画課

学務部

研究推進課

研究推進部

財務課

財務部

総務課

企画総務部

運営組織 教育研究組織

フロンティア医工学センター

環境健康フィールド科学センター

バイオメディカル研究センター

社会精神保健教育研究センター

予防医学センター

未来医療教育研究センター

再生治療学研究センター

子どものこころの発達教育研究センター

ベンチャービジネスラボラトリー

アイソトープ実験施設

千葉大学・上海交通大学国際共同研究センター

真菌医学研究センター

アカデミック・リンク・センター

共用機器センター

統合情報センター

先進科学センター

グローバル関係融合研究センター

海洋バイオシステム研究センター

東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科

附属法医学教育研究センター

附属超高齢社会研究センター

附属国際粘膜免疫・アレルギー治療学研究センター

附属動物実験施設

附属専門職連携教育研究センター

専門法務研究科

教育学研究科

融合理工学府

園芸学研究科

医学薬学府

看護学部

医学部

工学部

文学部

法政経学部

教育学部

経営企画課

管理課

医事課

医療サービス課

医療安全課

医学部事務部

薬学部事務部

看護学部事務部

人文社会科学系事務部

教育学部事務部

理学部事務部

工学系事務センター

園芸学部事務部

未来医療系事務部

学術コンテンツ課

建築環境課

設備環境課

亥鼻分室

学生支援課

就職支援課

入試課

留学生課

スーパーグローバル大学事業推進事務室

産学連携課

情報企画課

企画政策課

人事課

職員課

渉外企画課

経理課

契約課

人文社会科学系教育研究機構

自然科学系教育研究機構

未来医療教育研究機構

研究推進部門

若手研究者育成部門

学術資料部門

学術研究 IR 部門

研究活動適正推進部門

産業連携研究推進ステーション

研究推進人材ステーション

コミュニティ・イノベーションオフィス

教育総合推進部門

ICT 推進部門

学生支援部門

アドミッション部門

高大連携・地域貢献部門

FD 推進部門

危機管理部門

大学評価部門

IR 部門

男女共同参画推進部門

地域連携推進部門

アラムナイ部門

情報環境部門

キャンパス整備企画部門

入試センター

国際教育センター

学生支援センター

キャリアセンター

（アカデミック・リンク・センター）

育成部門

次世代研究インキュベータ

運営部門

理事（教育・国際）
理事（研究）
理事（広報・情報）
理事（総務）
理事（法務）

附属小学校 附属特別支援学校附属中学校

亥鼻分館

松戸分館

附属幼稚園
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千葉大学は 2016 年８月に、国際プログラムである Future Earth の
日本事務局コンソーシアムに加盟したことをうけ、

2017 年 3 月 2 日に千葉大学 Future Earth に関するキックオフワークショップを開催しました。

Future Earth は “学界を越えて社会
と繋がる” ことの必要性から始まった社
会と科学技術を繋ぐ新しい国際的な協働
研究プログラムです。「人類が持続可能
で公平な地球社会で繁栄する」というビ
ジョンの実現に向け、環境と人間活動が
相互に影響し合う複雑でダイナミックな
地球の理解、地球規模の持続可能な発展、
持続可能な社会への転換という 3 つの大
きなテーマのもと、2015 年から 10 年
計画で正式に活動を開始しました。日本
では日本学術会議を中心として複数の大
学や研究機関が参加し活動しています。

千葉大学は 1971 年に環境科学研究機
構を発足させ、1974 年には園芸学部に
環境緑地学科（のちの緑地環境学科）を
設置するなど、環境の問題にわが国でも
いち早く取り組んできた伝統がありま
す。現在は、工学部都市環境システムコー
ス、園芸学部緑地環境学科、環境リモー
トセンシング研究センター、環境健康
フィールド科学センター等を有し、また、
全 学 で ISO14001、ISO50001 を 取 得 し
て環境配慮に取り組むなど、環境に対す
る意識の高い大学として、自他ともに認
められています。千葉大学が行ってきた
環境への取り組みの特徴の一つは、環境
の分析に終止するのではなく、私たちが
形作る対象として環境を扱ってきたとこ
ろにあります。千葉大学 Future Earth
では園芸学研究科長の小林達明教授を代
表として、「食と健康、そして環境」、す
なわち「生活」と直結した学として考え
ていきます。

国際連携プログラム
「Future Earth」とは

「千葉大学 Future Earth」とは

千葉大学 Future Earth キックオフワークショップ
～環境・健康・食をキーワードに千葉大学 Future Earth の在り方を考える～

2017 年３月２日、西千葉キャンパス
において「千葉大学 Future Earth」の
キックオフワークショップが開催されま
した。まずは、基調講演として、春日文
子先生（フューチャー・アース国際本部
事務局日本ハブ事務局長）より「Future 
Earth と日本の役割」、谷口真人先生（総
合地球環境学研究所副所長・教授）より

「Future Earth：日本が取り組むべき国
際的優先テーマの抽出」、蟹江憲史先生

TOPICS

千葉大学が Future Earthコンソーシアムに加盟

はじめに　TOPICS 　

（慶應大学大学院政策・メディア研究科
教 授 ） よ り「SDGsと Future Earth の
超学際研究」というテーマで講演をして
いただきました。その後、千葉大学の教
員を交えたパネルディスカッションでは

「食」、「健康」、「環境」をキーワードと
した研究の紹介をしたのち、千葉大学に
おいて Future Earth 研究をどう具体化
するかについて活発な議論が交わされま
した。

TOPICS

▲オープニングで挨拶する徳久剛史学長

▼パネルディスカッションの様子▼ポスターセッションの様子
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国内外の学術機関等への情報発信と交流

2016 年～2017年に実施した視察対応・講義・発表

環境ＩＳＯ学生委員会および環境ＩＳＯ事務局は、国内外の大学からの視察対応や、他大学に
おける講義や研修、様々なイベントや国際会議での発表を通じて、千葉大学における学生主体の
環境マネジメントシステムの取り組みについて、国内外に積極的に情報発信を行っています。

千葉工業大学大学院 ｢ 戦略的プ
ロジェクトマネジメント特論 ｣ に
て講義

NPO 法人環境ネット総会にて特別講演

法政大学「エネルギー自治実践論」にて講義
環境ＩＳＯ学生委員会が「千葉大学でのエネルギーへの取り組み」
と題して講義を行いました。

「第 11 回　若者と市民の環境会議」にて発表

千葉商科大学政策情報学部政策情報学科の
講義「ゼミナール 2」にて発表

IWGM2016 での発表
2016 年 4 月、インドネシアのジャカルタにおいて「ＩＷＧＭ

2016」（International Workshop on UI GreenMetric 2016） が 開
催され、世界 15 カ国から環境に関する研究者 70 名以上が集まり
ました。千葉大学からは環境ＩＳＯ事務局の岡山咲子が出席して、
“Water, Education and Research” のセクションで大学の取り組み
と環境ＩＳＯ学生委員会の活動について発表しました。

京都大学「環境・サステイナビリティ
先端事例視察・交流研修」にて教職員
4 名、学生 8 名が来訪。

お互いの大学の環境活動について発
表した後、今後の活動の課題などにつ
いて意見交換を行いました。

2016 年1 月28日 2016 年 5月13日

2016 年 5月16日

2016 年7月18日

2016 年7月26日2016 年 4月21日

2016 年 3月7日 2016 年 8月30日
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編集担当：藤代杏澄 （園芸学部２年）、柿原啓人 （法政経学部３年）、佐渡広一 （法政経学部４年）

芝浦工業大学にて教職員向けの
EMS に関する研修講師を担当

日本工業大学「学
生環境推進委員会」
の学生 4 名が来訪。
ISO14001 取得大学
として学生同士で
交流を深めました。

千葉大学 Future Earth キックオフ
ワークショップ（詳細 p.10）にてポ
スターセッションに参加。

NUSとの交流
2017 年 1 月、イギリスの 600 以

上の学生連盟が加盟している NUS
（National Union of Students） と

ドイツを中心としたヨーロッパで持
続可能な社会創りに取り組んでい
る RootAbility、両団体の代表者が、
千葉大学を訪れました。環境ＩＳＯ
学生委員会はキャンパス内の環境に
関する施設を案内した後に、千葉大
学の学生主体の環境への取り組みに
ついて英語で発表を行い、高い評価
を受けました。NUS と RootAbility
からの、各々の活動に関する発表も
あり、今後の環境活動に活かしてい
くことができる有意義な交流となり
ました。

AASHE2016 での発表
2016 年 10 月、 ア メ リ カ・ ボ

ル チ モ ア で 開 催 さ れ た サ ス テ イ ナ
ブ ル キ ャ ン パ ス に 関 す る 国 際 会 議

「AASHE2016」（The Association for 
the advancement of Sustainability in 
Higher Education ）において、環境
ＩＳＯ学生委員会の五十嵐双葉（国際
教養学部１年）・藤代杏澄（園芸学部
１年）の２名が千葉大学の環境ＩＳＯ
の取り組みと成果について発表したほ
か、海外の大学の方々とも交流しまし
た。千葉県主催の「千葉県３Ｒ推進シンポジウム」

にて発表。「大学生が取り組む３Ｒ活動」をテー
マに環境 ISO 学生委員会が環境に対する取り
組みを紹介しました。

韓国からのグリーンキャンパス視察
2016 年 8 月、韓国・京畿道グリーンキャンパス協

議会から教職員と学生あわせて約 20 名の視察団が千
葉大学を訪れました。環境ＩＳＯ学生委員会が大学に
おける環境マネジメントの仕組みや活動内容について
発表しました。視察団からは活動の単位化やレジ袋の
有料化の仕組みなどについて質問が多く寄せられ、活
発な議論が交わされました。日韓の環境面での協力に
繋がるイベントとなりました。

2017年 2 月24日2016 年 9月15日

2017年 3月2日

2017年1 月26日

2016 年10月10日

2016 年 9月22日
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ゼロエミッションエネルギー変換システムとは

火力発電は化石燃料を燃焼させて電力を得るエネルギー変換システムですが、

温室効果ガスの二酸化炭素が発生します。水素は燃焼しても水しか生成しない

究極のクリーンエネルギーです。水素をエネルギーとした水素社会の構築が日

本の将来目標となっています。しかし、現在の水素の原料は化石燃料であり、

製造過程で二酸化炭素が排出されます。

　ゼロエミッションエネルギー変換システムとは、温室効果ガスなどの環境に

有害な物質を排出しないエネルギー変換システムです。自然エネルギーを使用

しますが、その中でも太陽光のエネルギーは膨大で、地球に降り注ぐ太陽光の

2％のエネルギーで人類の全エネルギー消費量をまかなうことができます。太陽

光を使った太陽電池と水の分解による水素製造を高効率化して、世界最高水準

のゼロエミッション高効率エネルギー変換システムをめざしています ( 図 1)。

太陽光発電の高効率化　

　太陽電池の安価な基板である二酸化チタンの表面原子配列を制御して太陽光

を捕集する色素分子の向きをコントロールし、最もエネルギー変換効率の高い

色素分子と基板の表面構造の組み合わせを中村将志准教授とともに探求します

( 図 2)。GP 専任の矢貝史樹准教授がこの研究に必要な独創的な色素を供給しま

す。また、理学研究院の泉康雄准教授と工学研究院の小島隆准教授は二酸化チ

タンと金属ナノ微粒子 ( サイズが (1 ～ 100) × 10-9 m の粒子 ) を組み合わせて水

を燃料として発電する光燃料電池の開発を進めています。

水素を使った太陽光エネルギーの貯蔵

　余剰な太陽光エネルギーを水素の形で貯蔵し燃料電池や水素ガスタービン発電

の燃料として利用する目的で、太陽光を使って水を分解し水素を高効率で製造す

る研究を進めています。水の分解は二酸化チタン上に担持した白金のナノ微粒子

上で進行します。二酸化チタンの表面原子配列を制御し色素分子の光捕集能を向

上させ、さらに白金ナノ微粒子の表面原子配列もコントロールして水素発生反応

の効率を飛躍的に向上させます。

今後の展望

　エネルギー変換システムを高効率化する基礎的な知見が得られたら、企業との

共同研究に移行し社会実装をめざします。

最先端の環境研究・教育の紹介

環境教育・研究への取り組み　TOPICS 　

温室効果ガスや環境汚染物質を排出しない
世界最高水準のゼロエミッション高効率エネルギー変換システム

千葉大学大学院工学研究院　星永宏教授

▲図１. 現状のエネルギー変換システム ( 左 ) とゼロエミッションエネ
ルギー変換システム ( 右 ) の概略図

▲ 図２. 色 素 分 子 の向きと基 板 へ の電 子 移 動ルート。 右 図 のルート
が変換効率を向上させる。
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分子の集まり方をコントロールして低コストの太陽電池を実現する
千葉大学大学院工学研究院　矢貝史樹准教授

自己組織化現象とは

私たちのカラダは、DNA やたんぱく質などの有機分子が水素結合などの
弱い力によって集合し、秩序ある大きな構造体を階層的に作り上げることで
出来上がっています。このような現象は自己組織化と呼ばれます。一方、私
たちの身の回りにも有機分子を利用した製品がたくさん存在します。例えば、
液晶ディスプレイや有機 EL（エレクトロ・ルミネッセンス）などがそれに
あたります。しかし、有機分子が自己組織化することで機能を発揮する製品
はまだ実現されていません。フラスコの中では有機分子の自己組織化をうま
く制御できても、製品の前段階となる「デバイス」というレベルでは、他の
ものと混ぜたり、あるいは異なった環境で扱うために、有機分子の自己組織
化を制御することがとても難しくなってくるからです。したがって、あらゆ
る環境でも狙った構造に自己組織化できる分子を設計することは、研究者に
とって大きなチャレンジとなります（図１）。

有機分子を用いた太陽電池

　私たちは、自己組織化を用いて様々な「デバイス」を作る研究に取り組ん
でいます。デバイスとしてまず狙いを定めたのは、安価かつ高い性能を持つ
ものの開発が求められている、太陽電池です。現在出回っている太陽電池は
高価なシリコンからできていますが、有機分子を用いることで、より安価な
太陽電池を作ることができます。しかし、有機分子を用いた太陽電池はまだ
まだ性能が低く、実用化には至っていません。私たちは、有機分子を自己組
織化させれば、光をより多く集めたり、集めた光を効率よく電子に変換でき
ようになるのではないかと考えました。

水素結合で有機分子の自己組織化をコントロールする

　そこでDNAが遺伝情報の伝達に用いている多点水素結合と呼ばれる弱い
力を利用し、有機分子の自己組織化に取り組みました。その過程で、ある有
機分子が、様々な条件下において高い精度で同一構造へと自己組織化するこ
とを発見しました（図２）。さらに、その自己組織化構造は、太陽電池の
性能を30倍にも押し上げる潜在能力を持っていることを明らかにしました
（大阪大学・中山健一教授との共同研究）。今後、同様の自己組織化を様々
な有機分子に適用することで、世界最高性能を持つ有機太陽電池の開発が可
能になるかもしれません。

今後の展望

　有機分子を用いた光学デバイスや電子デバイスは、コストやフレキシビリ
ティの点で無機物を用いたデバイスよりも優れており、今後発展が期待され
る研究開発分野です。この分野に自己組織化という概念を導入することで、
常識を超えた性能を有する有機デバイスが生まれるものと期待しています。

▲図１. 小さな有機分子が筒状に自己組織化する様子

▲ 図２. 棒 状の分 子 が花 形 に自 己 組 織 化した様 子を特 殊 な顕 微 鏡で捉え

た画像 （産業総合研究所・吉川佳広博士との共同研究）

最先端の環境研究・研究の紹介



15

近隣の植生環境と健康影響の関係を見る

少子・高齢化問題

　現在日本では低出生率に伴い、総人口が減少する一方、高齢化率は上昇し続けてい
ます。この「少子・高齢化」は日本が世界に先駆けて直面する問題と言え、率先し
て解決すべき重要課題となっています。推計人口は2050年には1億人を切り、高齢化
率は40％に達すると言われております。内閣府の「高齢社会白書」発表によると、
1950年では約12.1人の生産年齢人口で1人の高齢者を支えていたところ、2015年時点
では約2.3人、2060年の予想人口比率では約1.3人で1人の高齢者を支える事になりま
す。これらの解決に向けた将来ビジョンとは，都市を軸とした新たな社会経済システ
ムの実現、すなわち〈地域社会の活性化〉が重要な取り組みと言えます。

千葉大学予防医学センター　鈴木規道特任准教授

▲生産年齢人口と高齢者の割合

▲都市・地域構造と健康の関係

▲ NDVI の概念図

▲近隣と緑の健康

環境と健康/健康な街づくりとは？

　近年、住んでいる地域の環境が人の健康に影響しているという研究報告が多くなさ
れています。2050年には人口の7割が都市に居住すると言われており、都市化が進む
ことにより、人々の健康が改善される優れた機会が期待できる一方、複合的な課題に
も直面する事となります。これからの新しい都市像として、医療施設や新鮮な食材ま
での高いアクセスや、社会参加、多世代交流を促進しやすい街づくりを考える必要が
あります。

研究事例の紹介/近隣の緑量と健康

　欧米の事例において衛星画像とGIS:geographic information system（地理情報シ
ステム）を用い,近隣の緑の多さ（以下：ＮＤＶＩ）を抽出し,健康影響との関係を示
した報告がみられます。工学と医学の複合領域の研究です。
・家の近くの緑地が多いほど肥満でなかった。
・都市内の公園緑地密度と活動的なライフスタイルは関連があり心臓関係の疾患を減
らす効果がある。
・緑地へのアクセス性がよいとうつ病の発生率が抑えられる。
・緑地、自然環境の存在は良好なコミュニティー形成と健康維持に効果。などの報告
が見られます。

今後の展望

　日本では近隣の緑量と健康影響の関係を見た研究はまだなく、現在、予防医学セン
ターでは解析を進めています。これまで疫学や公衆衛生の分野では，医学系研究者を
中心として健康と集団について多様な研究がなされてきました。現在，社会疫学や健
康地理学など，医学と社会学，経済学，地理学，都市学など分野を横断した試みが始
まっています。このような領域横断型研究を通し，健康をキーワードにした街づくり
にアプローチしていく予定です。

最先端の環境研究・研究の紹介
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森林セラピーが人体に及ぼす生理的影響の解明

森林セラピーとは？

　森林等の自然由来の刺激が生理的リラックス状態をもたら
し、低下している免疫機能を改善し、病気になりにくい体を
作るという予防医学的効果に基づいた概念です。森林セラ
ピーは、当研究室の宮崎教授が2003年に提案した造語で、
現代のストレス社会において、国民の健康増進に寄与すると
期待されています。

高血圧者にもたらす生理的リラックス効果

　中年男性高血圧者を対象として、10時から15時まで森
林内で活動する森林セラピープログラムを実施したとこ
ろ、最高血圧は140.1mmHgから123.9mmHg、最低血圧は
84.4mmHgから76.6mmHgに低下しました。さらに、スト
レス時に高まる尿中アドレナリン濃度と血中コルチゾール濃
度も低下しました1)。以上より、森林セラピーは、高血圧者
に対して生理的リラックス効果をもたらすことが明らかにな
りました。

生体調整効果

　森林セラピーの効果には個人差が存在します。例えば、血
圧は森林歩行によって都市歩行に比べ、平均的には低下しま
すが、上昇する人もいます。そこで、その人が元々持ってい
る値との関係を調べてみました。その結果、血圧の高い人は
低下し、低い人は上昇し、適正値に近づくことがわかりまし
た。都市においては、その効果はありませんでした。つま
り、森林は生体を適正な状態に近づけるという生体調整効果
を持つことが明らかになりました2)。

今後の展望

様々な未病状態の方々を対象として、森林セラピーがもた
らす生理的リラックス効果および生体調整効果に関するデー
タを蓄積し、森林セラピーが持っている予防医学的効果を明
らかにしていきます。

引用文献 

1) Ochiai H, Ikei H, Song C et al. 2015. Int J Environ Res 
Public Health 12:2532–2542

2) Song C, Ikei H, Miyazaki Y. 2015. Int J Environ Res 
Public Health 12:4247–4255 

▲森林セラピー実験風景

▲森林セラピー実験測定風景

▲森林セラピーの生体調整効果

千葉大学環境健康フィールド科学センター　宋チョロン特任助教

最先端の環境研究・研究の紹介



▲南インドの水田に設置した微気象学的観測装置（気象学研究グループ間野正美助教）

▲調査対象の南インドの水田

▲水田表面からのガスを捕集
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南インド水田における温室効果ガスの動態とその影響因子
千葉大学大学院園芸学研究科　土壌学研究グループ　犬伏和之教授

温室効果ガスとは？

   大気中に微量存在する二酸化炭素、メタンなど、太陽からの
熱を宇宙に逃がす作用を妨げる働きをする気体を温室効果ガス
と呼びます。現代社会では化石燃料の使用や森林の減少によっ
て、地球上で二酸化炭素の濃度が増加し続けているので、温暖
化や気候変動が進行していると心配されています。メタンは二
酸化炭素に次いで地球温暖化に大きな影響を及ぼしますが、水
田や湿地、牛など反芻動物からも放出されています。人口増加
に伴い、水田面積や家畜頭数の増加などが、大気メタン濃度の
上昇につながっていると疑われています。

南インドで調査を開始した理由

　千葉大学では、園芸学部や環境リモートセンシング研究セン
ターなどが温室効果ガスの動きや発生原因の究明、放出を抑
える研究を国内外と共同で進めてきました。特に水田からの
メタンについては稲作が熱帯アジアで盛んであるため、これま
で千葉大と交流の盛んな東南アジア各国の大学などに加え、
1998年からインドでも共同研究を始め、2015年から南インド
のTamil Nadu州の農業大学および稲研究所と協定を結び、調
査を始めました。
南インドは年間を通して、高温で雨も比較的多いため2期作が
進んでおり、学生も参加して活発な共同研究が進んでいます。
水田表面や稲の体内を通過するガスを採取し、千葉大でメタン
など温室効果ガス濃度を分析しています。また現地に設置した
微気象学的観測装置でも連続測定を開始しています。

これまでに分かったこと

　まずメタンが水田土壌の中で出来る速さは、土壌中の性質、
特にメタンを作る微生物のエサとなる有機物の量や、その微生
物の生育条件を左右する鉄の量で大きく変化することが確かめ
られました。またメタン放出速度は季節によっても大きく変化
し、その最大レベルは国内の水田での測定例より大きいことも
見出だされました。さらに水田の水管理も大きな影響を及ぼし
ていることが確認されました。

今後の展望

現在、JAXA が打ち上げた地球観測衛星 GOSAT( いぶき ) か
ら得られたメタン観測データと比較し、地球全体での位置づけ
を進めています。また水田からのメタンを削減する研究も進め
ていきます。

最先端の環境研究・研究の紹介
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学部・大学院での環境教育

環境関連科目の開講

千葉大学で 2017 年度の環境関連科目の開講は合計 838 科目です。

図書館での環境関連書籍の充実

西千葉キャンパス計 357 科目
普遍教育 76　   国際教養学部 3　文学部 12　法政経学部 39　教育学部 26　理学部 30　工学部 94
大学院人文公共学府 23　大学院教育学研究科４　大学院融合理工学府 50 

亥鼻キャンパス計 20科目
医学部２　薬学部８　看護学部３　大学院医学薬学府７

松戸キャンパス計 461 科目
園芸学部 277　大学院園芸学研究科 184

　千葉大学では、文系と理系双方の学部・大学院・センター等を有する総合大学という
特長を活かし、多様な環境教育・環境研究を行っています。また、環境・エネルギーマ
ネジメントシステムの運用においても、有益な影響を与えるものとして、環境教育と環
境研究を促進しています。

▲環境関連書籍展示イベントのポスター
▲図書館での展示の様子

   千葉大学附属図書館（以下本館）では環境に関連する書籍を充実させることが環境教
育・環境研究を促進させる大切な取り組みの一つと位置づけ、環境ＩＳＯ学生委員会
と連携して書籍の増加に努めています。2016年度は新たに46冊入荷した結果、本館に
4196冊、松戸分館に785冊、亥鼻分館に55冊の環境関連書籍が配架されました。
　また、学生への貸出を促進するため、ブックツリーを使って展示イベントを開催し、
環境ＩＳＯ学生委員会が執筆した紹介文とともに20冊の書籍を展示しました。今後も
環境に関する書籍を増やしながら、より多くの学生に読んでもらえるよう展示イベント
や広報活動を進めていきます。

編集担当：釘本元気（法政経学部３年）
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環境関連科目一覧（一部抜粋）

千葉大学で開講されている環境関連科目を学部・研究科ごとに一部抜粋して掲載し
ています。この他にも専門講座などで多くの環境関連科目を開講しています。下記は
2017 年度の環境関連科目（一部）です。

普遍教育
環境と建築／千葉大学のテクノロ
ジーと国際社会／地球環境史／環境
をデザインする／ひととみどりをつ
なぐ／昆虫を科学する／環境マネジ
メントシステム実習

法政経学部
環境経済学／環境法／環境政策論／
国際政策論／環境マネジメントシス
テム実習

大学院教育学研究科
バイオテクノロジー展望／自然環境
地理研究

大学院融合理工学府
地球環境計測学／環境エネルギーシ
ステム学／環境資源循環学／環境エ
ネルギー保全論／都市環境工学特論
／環境セラミック特論／環境調和有
機合成特論／建築環境計画理論／環
境・新エネルギー材料／水文科学／
生物群集動態論／生理生態学

理学部
地球生理学／環境リモートセンシン
グ概論／地球化学実験／表層環境化
学／環境化学

医学部
公衆衛生学／衛生学ユニット（医療
と社会）

工学部
都市環境基礎演習／環境社会学／都
市環境システム実習／環境制度論／
環境ビジネス／環境リサイクル化
学／都市環境情報演習／環境エネル
ギー化学工学／環境プロセス工学／
応用電磁工学／建築環境計画／先端
建築環境論／環境デザイン／環境人
間工学

薬学部
衛生薬学／微生物学・感染症学／薬
剤師と地域医療

大学院園芸学研究科
作物栽培学特論／植物栄養生理学／
緑地水文工学／環境情報学／都市
オープンスペース計画論／緑地環境
評価論／人間植物関係学／自然セラ
ピー学／園芸資源経営論／農村ツー
リズム経済論／資源植物開発学／土
壌圏科学／食品生産流通工学／景観
生態学／生命環境倫理／環境ストレ
ス生理学／環境造園管理学セミナー

園芸学部
緑地植物学／自然環境保全学／都市
計画学／森林管理学／植物生理学／
土壌学／農業気象・環境学／昆虫学
／農村社会学／開発ミクロ経済学／
農業経営学／農村環境経済学／農場
実習／有機化学／食品化学／分子生
体機能学／栄養化学／緑の環境を育
む／環境微生物学／環境職業倫理学
／緑地環境学概論／自然環境保全学
／環境植栽学／環境ガバナンス論／
緑地環境工学／環境文化史学／資源
環境経済学演習

看護学部
保健学／災害と地域看護活動

大学院医学薬学府
予防薬学特論／環境毒性学特論／サ
ステイナブル環境健康学

国際教養学部
都市住環境論／地域環境論／環境変
動と自然災害

大学院人文公共学府
ユーラシア文化論／環境人類学／多
様性認知論／資源経済学／環境経済
政策論

文学部
ユーラシア人類学基礎／内陸アジア
文化論／先史考古学演習／生態人類
学	

教育学部
日本の地誌／生命と地球／物質とエ
ネルギー／食生活論／環境と健康に
関する学習

編集担当 : 釘本元気 （法政経学部３年）
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環境関連科目の内容紹介（一部）

『森林管理学』
梅木清准教授（園芸学研究科）

『地球生理学』
竹内望教授（理学部）

『環境法』
横田明美准教授（法政経学部）

環境関連科目のうち一部の科目について、授業の内容をご紹介します。

かつて森林は人間の生活や産業に密接
に関わる存在であり、適切で持続可能な
森林の利用を行うことができるか否かが
文明の運命をも左右していました。とこ
ろが、近代以降の工業化社会では、人間
生活の森林への依存度が急激に減少し、
私たちの森林への関心・知識も高くはあ
りません。特に、日本では、森林を基盤
とする産業である林業の衰退が著しいこ
ともあり、森林なしでも人々の生活が成
り立つかのように感じている人も多いの
ではないでしょうか（「森林について気に
することもない」とも表現できます）。し
かし、現在でも森林は私たちの生活に様々
なものとサービスを提供しています。ま
た、有限な化石燃料を使いきった未来に
おける人類社会の持続可能性を考えると
き、再生可能な資源供給ができる森林の
利用を外すことはできません。この授業
では、森林を構成する多様な生物の生き
方や、互いに関わりあう生物が集団で生
きて行くときに現れる法則性の数理的な
理解を基礎に、森林を適切に管理する手
法を勉強します。また、日本における過
去の森林利用の歴史や現在日本の森林が
直面する問題も勉強します。

「地球生理学」とは、イギリスの地球科
学者ジェームス・ラブロックが唱えた学
問です。ラブロックは、地球を一つの生
命体に例えた「ガイヤ仮説」を提唱しま
した。医学と薬学の学位を持ちながら火
星の生命探査計画に関わったラブロック
は、化学的に非平衡という意味で地球と
生命体はよく似ていることに気がつきま
した。

近年の地球の平均気温の上昇、いわゆ
る地球温暖化は、実は我々人間が病気で
発熱していることと似た現象です。発熱
が体温の調整機構の異常で引き起こされ
るように、地球の気温上昇も地球の物質
やエネルギーの循環の変化に起因するも
のです。ラブロックは温暖化のような気
候変動の理解には、生体システムの維持
機構の理解が役に立つと考え「惑星医学」
や「地球生理学」という学問の必要性を
主張しました。生命体を形態から見る「解
剖学」と機能から見る「生理学」は、医
学や生物学の大きな二つの柱ですが、地
球科学でもそれは全く同じです。地球を
構成する岩石・大気・水・生物が、地球
環境のためにどのような機能をもってい
るのか、この講義では地球を見る新しい
視点を提供します。

環境問題は経済成長と市民の生活利便
性向上とともに様々に変化しています。
その変化に対応し、環境を維持し保護し
ていくための法学を学ぶ科目です。講義
では、環境法の基本理念、環境法制の仕
組み、および政策手法の流れを概観し、
被害の予防と紛争解決の道筋を考えるた
めの基礎を説明します。法政経学部の３，
４年生を主たる対象としており、今まで
法学を体系的に学んだ人に、社会の中で
どのように法学を使っていくのかについ
て考察を深めるチャンスを提供していま
す。最後に行う即興ディベートでは、「ゴ
ミ開封条例」や「防潮堤建設」などの新
聞記事を素材として、どのような法制度
を作れば多様な利害調整ができるのかを
検討します。関連科目で学んだ法的思考
と、環境問題の特性に応じて編み出され
た理論や手法がどのように関係するのか
を理解し、環境問題への対応策を自分の
頭で考えられるようになることが目標で
す。

▲森林の様子 ▲氷河に覆われた北極圏の島 ▲即興ディベート後の活発な意見交換の様子

編集担当：釘本元気 （法政経学部３年）
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世の中のニーズにこたえていくのが工学の理念

　工学部は2017年度に10学科から総合工学科１学科の下に９
コース（建築学・都市環境システム・デザイン・機械工学・医
工学・電気電子工学・物質科学・共生応用化学・情報工学）に
改組しました。この教育体制により、以前よりも分野間の垣根
を少し低くして、しっかりとした専門的基礎と課題解決能力を
身につけるためのコースでの専門教育と、俯瞰的で幅広い視野
を育むための学部横断的な教育を統合的に提供することができ
るようになりました。さまざまな世の中のニーズに技術で応え
ていくのが工学の理念であるため、それを担える人材を育てて
いきたいと思っています。

持続可能で真に豊かな社会を目指して

　工学は物理学や化学などの自然科学や数学を基礎として、人
類社会に役立つ様々な「もの」を資源や環境、経済性などの制
約を考慮しながら創造してきました。これからの工学には“持続
可能で真に豊かな社会を創造する”ことが期待されています。
　私も電力の有効利用に関する研究をしていますが、ほかにも
再生可能エネルギーやエネルギーの有効利用など、環境やエネ
ルギーに関することを研究している教員が多数在籍していま
す。

学生へのメッセージ

　技術で様々なことができるようになりますが、目先の利便性
や狭い視点にとらわれていると、将来を誤る危険性がありま
す。「これは実現可能だが、本当にしてもいいのか」、「将来
にわたってエネルギーや環境を維持していくためにこの技術は
本当に必要か」などを幅広い視点から常に考えるべきです。エ
ネルギーや環境に対して工学は広い視野から考えるべきことが
たくさんあるので、是非そうした意識を持ってもらいたいと
思っています。

４つの分野を学べるのがメリット

多くの大学では、法学・経済学・経営会計学・政治政策学と、
それぞれ専門学部に分かれている学問分野を、それら４つの
コースからなる法政経学科にまとめた学部が法政経学部です。
それら４つの学問を横断的に学びたい場合、大学や学部を変更
することなく、本学部だけで将来の社会で役に立つ幅広い社会
科学の知識を身につけることができます。これは他大学にはな
い、最も大きいメリットだと思います。

法政経学部における環境に関連する研究について

私の研究分野の１つである「エコイノベーション」では、環
境に配慮した技術・製品開発を扱っています。これからは、技
術革新によって単に新しい製品を開発するだけでなく、同時に
環境に配慮して開発していくことが求められます。このような
現状を受けて、「環境に貢献するようなイノベーションとは何
か」などを考えていく研究です。

環境に関して専門に研究している教員は、法政経学部では他
にも多数います。倉阪秀史教授が研究している「地域ストック
持続可能性マネジメント」は、社会を支える資本ストック（人
的資本等）の維持・管理・活用について検討し、方法論をマニュ
アル化、普及を目指すものです。このように法政経学部では、
環境に関連する研究を幅広く行っています。

学生へのメッセージ

若い人には、将来どういうことをしたいかの目的を先ずは持
ち、それに向かって集中、邁進してもらいたいと思います。4
年間は短くも長くもあります。無駄に時間を過ごすことのない
よう、4 年間をいかに有意義に使うかが大切です。そのために
も「目的」を早く持ち、「目的」の実現に向けて大学での時間
を有意義に使ってもらいたいと思います。

部局長に聞く！

工学部　学部長
佐藤之彦教授

法政経学部　学部長
中原秀登教授

インタビュアー : 山口逸平 （工学部２年）、桧森佑太朗・森田航平 （法政経学部２年）
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センターの設立経緯

本センターは千葉大学遺伝子実験施設として、2001 年に徳
久剛史教授（現学長）を中心に設立されました。当時、組み換
え DNA などの研究施設が他大学でつくられるようになったこ
とや、生命科学に関する研究支援施設の必要性が国内で高まっ
たことなどがきっかけでした。

未来のための研究

本センターには、研究支援と自身の研究推進という２つの役
割があります。研究支援では生命科学研究には欠かせない遺伝
子組換えマウスの作製と研究終了後に使わなくなったマウス受
精卵や精子の凍結保存などを行っています。また、学内共同利
用施設として免疫不全など特殊なマウスの飼育および小動物用
CT やイメージング機器の共同利用による研究支援を進めてい
ます。研究推進に関しては疾患モデルマウスを用いた病態解析・
治療法開発というテーマのもと「ヒルシュスプルング病」とい
う子どもに多い疾患に関する研究や免疫疾患、炎症性疾患など
の研究を行っています。ヒルシュスプルング病は巨大結腸症を
おこす疾患で、腸の神経が異常をきたして起こるものです。我々
は遺伝子を操作することによりヒルシュスプルング病や関連疾
患のモデルマウスを作製し、腸管神経がどのように分化してい
くのか、腸の神経と免疫がどう関わっているのかを調べていま
す。

学生へのメッセージ

世の中はどんどん進歩しているため、目先の利益にとらわれ
ず、将来を大きく見て幅広い分野のことを学んでほしいです。
生命科学の研究においても社会観、倫理観など様々なことが関
わってきます。そういうものを広く見られる視野を学生時代に
は養ってもらいたいです。

環境リモートセンシング研究センターとは？

リモートセンシングは人工衛星や航空機を使って上空から地
上の環境を調べるための技術です。非常に広い範囲を瞬時に見
ることができることに特徴があります。また、人工衛星を利用
することにより、一つのセンサが世界中を共通の一つの物差し
で測ることができるため、地球規模での環境観測には大きな力
を発揮します。本センターではセンサの開発から、撮影された
画像を解析して、どのような地表面パラメーター分布となって
いるのかを見るデータ解析技術の開発をしています。

本センターの研究の代表的な２例

１つはひまわり（気象衛星）の気象映像を受信し、雲の分布・
水面温度・雲の温度などの情報を得る、という研究です。また、
これを発信、公開するという研究支援も行っています。

もう１つはマイクロ波領域のリモートセンシング研究です。
人間の見える範囲（可視光領域）よりも波長が長いマイクロ波
は水滴・雲の粒子などを透過します。これにより普通のカメラ
だと観測の難しい雲に覆われた悪天候下でも地表面を見ること
ができます。この技術は熱帯の地域・極域の定期観測や温暖化・
災害などの観測に用いられています。本センターでは、円偏波
合成開口レーダーという世界初のセンサを開発しています。

学生へのメッセージ

興味のあることを見つけて、それに責任をもって一生懸命取
り組んでください。大事なことは全体を俯瞰して、自分がどこ
にいるのかを見ることです。自分の周りにどういう世界が広
がっているかを常に意識して、広い範囲を見ながら集中すべき
ところを決めてほしいと思います。そのために若いうちから広
い分野を学んでください。

バイオメディカル研究センター　センター長
幡野雅彦教授

環境リモートセンシング研究センター　センター長
安岡善文教授

インタビュアー : 浅輪光（文学部２年）、森田航平（法政経学部２年）
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▲ 2016 年冬号
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＊「環境だより」は、年2回、附属幼稚園・小中学校を対象

に、環境意識の向上を目的として作成、配布しています。 
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環境ISO学生委員会について 

 環境ISO学生委員会では、大学や地域の環境に関してよりよい取り組みをしていま

す。ISO140001に加え、全国の大学で初めてISO50001（エネルギーの使用を把握

し分析・削減する国際規格）を取得しました。今回とりあげたクリーンデーの他、た
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詳しくは、「千葉大学環境報告書2016」をご覧ください。⇒ 

URL⇒http://www.chiba-u.ac.jp/general/approach/environment/index.html 
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き

を付
つ

けながら、温
あたた

まれる工夫
く ふ う

を紹介
しょうかい

します。ぜひやってみて下さい。 

環境
かんきょう

クイズの答
こた

え ①燃
も

えるゴミ 

保護者の方へ 

 暖房やこたつの使用を減らすことは、エコになり、そして電気代の節約にもなります。これらのエコ

工夫をご家庭で実施していただけると幸いです。多くのお子さんに環境について理解を深めていただけ

るよう、ご協力をお願い致します。 

～湯
ゆ

たんぽのススメ～ 

みなさんは、湯
ゆ

たんぽを使
つか

ったことがありますか？ 

湯
ゆ

たんぽはお湯
ゆ

を入
い

れて使
つか

うものです。 

寒
さむ

い冬
ふゆ

に、体
からだ

を温
あたた

めるのに役立
やくだ

ちます。 

湯
ゆ

たんぽは電気
でんき

も火も使
つか

わないため、安全
あんぜん

でエコなのです！ 

この冬
ふゆ

は、湯
ゆ

たんぽで暖
あたた

かく過
す

ごしてみませんか？ 

～３つの“首
くび

”をあたためよう！～ 

冬
ふゆ

の外
そと

はとても寒
さむ

いですよね。外
そと

の冷
つめ

たい空気
くうき

にふれる、首
くび

・手首
てくび

・足首
あしくび

の３つの“首
くび

”を温
あたた

めると、

体感温度
たいかんおんど

が上
あ

がります。マフラーで+4℃、カーディガンで+2.2℃、ひざかけで+2.5℃、ソックスで

+0.6℃の体感温度
たいかんおんど

が上
あ

がり、体
からだ

をあたためてくれます。 

寒
さむ

い冬
ふゆ

も３つの“首
くび

”をあたためて、暖房
だんぼう

の使用頻度
しようひんど

を抑
おさ

えて節電
せつでん

しましょう！ 

    参考
さんこう

URL  http://www.pref.aomori.lg.jp/nature/kankyo/fuyu-eco.html  

～生姜
しょうが

の秘密
ひみつ

～ 

体
からだ

を 温
あたた

める食
た

べ物
もの

で生姜
しょうが

は有名
ゆうめい

ですよね？実
じつ

はこれは半分
はんぶん

あっていて半分
はんぶん

間違
まちが

っているのです。生
なま

の

生姜
しょうが

は、風邪
かぜ

のひき初
はじ

めに効
き

き目
め

があり、また手先
てさき

、足先
あしさき

の温度
おんど

を上
あ

げてくれます。しかし、体
からだ

の深部
しんぶ

は冷
ひ

えてしまいます。 

ここでひと工夫
くふう

！生姜
しょうが

を加熱
かねつ

したり、乾燥
かんそう

させたりすると成分
せいぶん

が変
か

わります。こうすることで、体
からだ

を

深部
しんぶ

から温
あたた

めてくれる生姜
しょうが

になるのです！ 

この冬
ふゆ

を暖
あたた

かく過
す

ごすため、生姜
しょうが

を役立
やくだ

ててみませんか？ 

          参考
さんこう

URL  http://www9.nhk.or.jp/gatten/articles/20100825/index.html  

附属学校における環境教育
千葉大学には教育学部附属の幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校があります。そのうち、

附属幼稚園では、環境ＩＳＯ学生委員会が園児に対して環境教育プログラムを行っています。
附属小学校では「環境ＩＳＯ校内美化委員会」が、中学校では「環境ＩＳＯ委員会」が設置さ
れ、児童・生徒が主体となってそれぞれの学校の環境に関する活動を行っています。環境ＩＳ
Ｏ学生委員会の学生は、各委員会のチューターとして活動をサポートしているほか、園児・児
童・生徒に対して「環境だより」を配布しています。

毎年２回、夏休みと冬休みの前に環境
ＩＳＯ学生委員会が作成した「環境だよ
り」を附属幼稚園・小中学校の園児・児童・
生徒に配布しています。これにはそれぞ
れの学校での活動の報告とともに、省エ
ネの豆知識などを掲載し、家庭での環境
意識の向上に努めています。

“クリーンデー” は年長児を対象に行
われる環境教育プログラムです。環境
ＩＳＯ学生委員会が毎年主催しており、
2016 年度は 11 月 10 日に「園内ででき
るリサイクル」をテーマに分別クイズ大
会と紙すき体験を行いました。

分別クイズ大会では、「リサイクルと
は何か」から始まり、リサイクルするた

附属幼稚園における取り組み“クリーンデー”

附属幼稚園

教員の声
朝井理香　先生

「環境だより」による環境意識の啓発活動

めにごみを正しく分別することの重要性
を学びました。ただ座わって聞くだけで
はなく、園児が工作で使う材料や、幼稚
園で出るごみを実際に分別しながらプロ
グラムを進めていくことで、体験に基づ
いた知識の定着を目指しています。

紙すき体験では、紙のリサイクルにつ
いて知ってもらうため、牛乳パックから

今年度は紙すきの前に、リサイクルに
ついてのクイズに挑戦しました。主にご
みの分別に関する 3 択問題が出され、大
人でも迷うような問題もあり、子どもた
ちも真剣に考えながら取り組みました。
クイズを楽しみながらリサイクルについ

パルプ玉が作られる過程について写真な
どを使って説明し、実際に紙すきを体験
しました。体験を通して牛乳パックがト
イレットペーパーなどにリサイクルされ
る仕組みを学び、園児のリサイクルへの
意識の向上を図りました。

て考える機会をもつことができたのは、
この時期の子どもたちにとって、とても
効果的でした。紙すきは、クイズの内容
と実体験が結びつき、子どもたちの学び
となりました。今回の経験が、幼稚園や
家庭でも活かされると良いと思います。

編集担当：中野和 （法政経学部３年）
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附属小学校の環境ＩＳＯ校内美化委
員会には 5・6 年生合計 21 名が所属し、
月１回の委員会活動を通して校内の環境
改善や環境への意識向上に向けた取り組
みを行っています。2016 年度は環境啓

附属中学校の環境ＩＳＯ委員会には各
学年 12 名、合計 36 名が所属し、生徒
主体で様々な活動に取り組んでいます。
2016 年度は環境ＩＳＯ学生委員会「育
てて緑化、フラワープランター」（詳細
p.35）との連携を図り緑化を推進し、学
期末の大掃除の際にはエアコンのフィル
ター清掃を取り入れるなど省エネルギー
を促す活動も行いました。

附属小学校における取り組み

附属中学校における取り組み

附属中学校

環境ISO委員会の声

附属小学校

環境ISO校内美化委員会の声

委員長　西嶋恵美理

委員長　向　成央

この１年で様々な活動を行いました。
具体的には「①エコパトロール」「②牛
乳パックを再利用したエコ鉛筆立て作
り」、「③ミックス古紙回収ボックスの分
別ポスター作り」、「④掃除ロッカー美化
活動」「⑤清掃用具の整頓」「⑥落ち葉の
堆肥化」です。どれも大変でしたが、と
てもやりがいのある活動ばかりでした。

今期は新たな取り組みとして、環境Ｉ
ＳＯ学生委員会の「育てて緑化、フラワー
プランター」との連携と、資源回収ＢＯ
Ｘ・不燃ごみ回収ＢＯＸの設置を行いま
した。「育てて緑化、フラワープランター」
では、大学生の方々のご協力により、本
校の昇降口と職員玄関にパンジーを設置

▲環境ＩＳＯ委員会の全体会の様子

▲エコ鉛筆立て

また、見えないやさしさをたくさん感じ
ることができました。

僕らの活動は目立ったものではあり
ませんが、友達や先生から、掃除ロッ
カーがきれいになっていることをほめて
もらったり、ミックス古紙（詳細 p.29）
がきちんと分別されているのを見たりし
た時は、とても嬉しくなりました。また、

大学生と一緒にエコ鉛筆立てを作ったこ
とは良い思い出です。実際に、各クラス
で使ってくれているのはとても嬉しいで
す。

来年は活動の幅を広げ、たとえば、「エ
コキャップの回収」に取り組んでいくな
ど、創意工夫した活動を行っていけると
いいなと思います。

発ポスターを作りました。また、リサイ
クルの視点から牛乳パックに着目し、エ
コ鉛筆立ての作成を行い各教室に配りま
した。実際に物を作ることで児童一人一
人の環境への意識を高めています。

することができました。また、委員会活
動を通して、委員長である私自身、日常
生活のふとしたことに、環境保全意識の
向上を感じられる場面が見られたので、
とても良い刺激になりました。来年度も、
何らかの形で環境保全活動に関わってい
きたいと思います。

編集担当：近藤優衣 （法政経学部３年）、吉川雄樹 （法政経学部 2 年）
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落ち葉・生ごみの有効活用

エコキャンパスへの取り組み　TOPICS 

　環境ＩＳＯ学生委員会では、地元の環
境 NPO である「NPO 法人環境ネット」
から技術的指導を受け、2006 年度より
構内の落ち葉の堆肥化を行っています。
作製した堆肥は「けやきの子」という名
称で、地域住民に頒布することで、資源
の有効利用に貢献してきました。しかし
2011 年の東日本大震災以後は原発事故
の影響により頒布を自粛してきました。
　2014 年に放射線量の調査を行ったと
ころ、農林水産省の定める落ち葉腐葉土
に含まれる放射線量の基準を大幅に下
回っていたため、2015 年度より堆肥の
頒布を再開、2016 年 6 月には 290 ㎏の
堆肥を頒布しました。頒布会で行ったア
ンケート調査によると、頒布された堆肥
は主に家庭菜園や花壇などに利用されて
おり、品質面では利用者の方から高い評
価をいただいています。

生ごみ堆肥化活動

　千葉大学では毎年３回「堆肥化等検討会
議」を開催し、環境ＩＳＯ学生委員会と教
職員、生協職員、NPO 法人環境ネットの
方々が集まり、堆肥化活動や、公園整備活
動の状況報告や検討を行っています。

　環境ＩＳＯ学生委員会では生協食堂より生ごみの提供を受け、生ごみを用いた堆肥の
試作にも取り組んでいます。
　落ち葉と同様に「NPO 法人環境ネット」からの技術的指導をうけ、食堂にて専用の
乾燥機にかけて乾燥させた生ごみを、堆肥ピットに投入しています。その際、乾燥機投
入前後の生ごみの質量から算出した水分蒸発量や、乾燥機が使用した電力量を計測し、
堆肥化への影響を調査しています。さらに今後は生ごみの内訳と他の調査項目との比較、
乾燥生ごみの堆肥ピット投入頻度の調整なども実施する予定です。2017 年度も引き続
き試作に取り組み、実用化を目指します。

落ち葉堆肥作製・頒布活動

　西千葉キャンパスは樹木の多い緑豊かなキャンパスです。

そのため、毎年大量の落ち葉が可燃ゴミとして廃棄されています。

そこで環境ＩＳＯ学生委員会が中心となり落ち葉を堆肥化して、

作製した堆肥を地域住民に頒布することで、

大学全体の廃棄物削減と低炭素化、地域との連携強化に取り組んでいます。 

堆肥化等検討会議

（左）堆肥作製の様子
（右上）頒布会の様子
（右下）落ち葉で作った堆肥「けやきの子」

編集担当：髙橋穣太郎 （工学部２年）
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千葉大学では、キャンパスマスタープラン 2012の基本整備方針の１つである「美しく持続可能
なキャンパスの実現（Campus Sustainability）」の中で、地球環境問題に対する社会的責任として、

「省エネ・創エネによるエコキャンパスの実現」を謳っています。光熱水量削減のため、各部局に
省エネリーダーを置いて部局ごとに省エネ行動計画を作成・運用しています。このほかにも省エネ
に関して様々な取り組みを行っていますが、2016 年度はエネルギー使用量が前年度比で増加して
しまったため、今後、さらに対策を強化していきます。

低炭素社会への取り組み

2016 年度の千葉大学の総エネルギー投入量は 808,540GJ で前
年度比 4.0％増加（電気は 62,224 千 kWh で前年度比 3.6％増加、
ガスは 4,466 千㎥で前年度比 5.4％増加）となりました。エネル
ギー原単位は 1,605MJ/ ㎡となり、前年度比 3.9％の増加でした。
水資源投入量は前年度比 0.9％減少、二酸化炭素排出量は前年度
比 3.3％増加となりました。

エネルギー使用量増加の主な要因は、システム更新に伴い新旧

エネルギー消費量の推移 システムを数ヶ月間並行稼働したこと、新たな研究分野が設置さ
れたことや産学連携推進等に伴い研究室が増えたことなど、各部
局において諸活動が増加したことが考えられますが、教職員及び
学生の省エネ意識の更なる醸成がますます重要になっています。

今後の省エネ対策として、エネルギー見える化の強化、部局ご
とのエネルギー削減計画として学生利用居室の集約化や空調温度
管理などの省エネに関する様々な取組を確実に実行していくこと
により、エネルギー消費量の削減を目指します。

詳細データおよび環境意識アンケート結果の詳細は大学ウェブサイトに掲載

総エネルギー投入量

電気使用量

都市ガス使用量

水資源（上水 + 地下水）投入量

二酸化炭素排出量



27

省エネを推進するため、エネルギー効
率の悪い冷蔵庫や空調機の更新及び省
エネ対策に対し、大学本部が費用を半
額補助する「エコ・サポート制度」を運
用しています。2016 年度は、空調機２
件、冷蔵庫・冷凍庫８件、ブラインドや
LED 照明の設置などの省エネ対策７件
に対して の補助が省エネリーダー会議
にて承認されました。年間で電気使用量
約 7,000kWh の削減効果が見込まれま
す。

千葉大学では、東日本大震災以降、災
害時に教育・研究・医療活動を停止させ
ないよう、大学内におけるエネルギー創
出の必要性を掲げ、自然資源を活用した
再生可能エネルギーの創出に取り組んで
います。

1999 年度より太陽光発電パネルを設
置してきました。2016 年度時点では出
力 5.5kW が ６ 箇 所、10kW が 11 箇 所、
20kW が 1 箇所、合計 18 箇所（設置箇
所の詳細は p.7 ～ 8 参照）に合わせて
163kW が設置されており、月間平均の
発電電力量は 14,768kWh でした。

千葉大学は 2013 年にエネルギーマネ
ジメントの国際規格である ISO50001 を
取得したことをきっかけに、エネルギー

エコ・サポート制度の実施

太陽光発電の取り組み

エネルギー対象配慮設計の
基準に関する効果検証

▲︎医学部附属病院外来診療棟（左）、附属図書館の屋上にある太陽光パネル（右上）、発電量をリアルタイムで表示︎（右下）

◀︎ダブルスキン ( 夏期 )

配慮対象設計の基準を定めました。具
体的には、大学におけるエネルギーパ
フォーマンスに著しい影響を与えるよう
な施設、設備、システム及びプロセスの
新設、改造及び改修の設計にあたり、エ
ネルギーパフォーマンスの改善の機会及
び運営管理を考慮するための基準であ
り、それに沿った PDCA の実施を行っ
ていくものとしています。

本基準の効果検証の対象として、附
属病院外来診療棟の改修前（2012 年）
と竣工後３年経過した 2016 年の主要
エネルギーの熱量換算による比較を行
いました。その結果、2012 年の熱量換
算消費量が 3,646 MJ/ ㎡であった一方、
2016 年は 3,010 MJ/ ㎡となり、削減率
は 17％でエネルギーマネジメントの効
果が確認されました。

附属病院外来診療棟の基本的な構成は
中央に３層の吹抜け空間を配置し、その
両側に外来待合、外来診療室を主とした
施設構成とし、南面にダブルスキンカー
テンウォール、東西面にバルコニーと竪
ルーバーを設置し、明るく開放的な空間
と環境配慮の両立を図っています。また、
ダブルスキン内に日射を自動制御するブ
ラインドを採用することで空調負荷の低
減と自然採光の効率的に行えるシステム
を導入し、ダブルスキン内の温度制御は、
上部の設置した電動シャッター及び排気
ファンによる制御としています。

2017 年 ４ 月 に 学 生 964 名、 教 職 員
295 名を対象に環境意識アンケートを
実施したところ、「省エネルギーに配慮
した生活をしていますか」という問い
に対し、「いつも意識している」と答
えた割合は、学生が 16.2％（前年度比
+0.2％）、教職員が 59.7％（-1.1％）と
なりました。教職員の意識が低下したほ
か、依然として教職員と学生の間には大
きな意識の差がみられる結果となりまし
た。学生は毎年卒業・入学によって多く
の人が入れ替わるため、継続的な意識啓
発が必要です。

学生・教職員の
省エネ意識について

詳細データおよび環境意識アンケート結果の詳細は大学ウェブサイトに掲載



28
編集担当：町口奈緒子・佐野春生（法政経学部３年）、三浦菜摘（工学部２年）

省エネ・省資源イベントの実施 省エネの呼びかけ

エアコンフィルター清掃

サステイナブルキャンパス
評価システムのゴールド認定

７月には環境ＩＳＯ学生委員会が省エ
ネ・省資源イベントを実施しました。全
キャンパスでオリジナルのしおり型うち
わを約 2,000 枚配布しました。裏面の省
エネチェックシートで使うたびに省エネ
を意識できるようになっています。また、
夏が終わっても活用できるようにしおり
型にしました。

さらに、西千葉地区では紙資源やごみ
分別に関するパネル展示やクイズを実施
したほか、事前に SNS にてエコ川柳を
募集し多数の応募の中から 7 作品を優
秀作品として選出し、イベント当日に来
場者に投票してもらった結果、最優秀賞
が【「要りません。」 あなたのひとこと エ
コロジー】に決定しました。松戸地区で
は七夕に合わせて開催され、古紙で作っ
た短冊を用いた七夕祭りや ECO クイズ
を実施。亥鼻地区では学生に対してアン
ケートの実施を通じて、省エネ・省資源
を意識した生活を提案しました。

環境ＩＳＯ学生委員会は、学生および
教職員に対してクールビズとウォームビ
ズを推奨するポスターを作成し、掲示板
などに貼付しました。また、例年、大学
構内の講義室やお手洗い、階段やエレ
ベーターの付近に、節電および節水を呼
びかけるステッカーを貼付しており、今
年もステッカーの貼付とその点検を行い
ました。	

千葉大学は 2017 年２月 27 日に京都
大学で開催された、サステイナブルキャ
ンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）
平成 28 年度総会において、「サステイ
ナブルキャンパス評価システム（ASSC）」

▲イベントの様子 ( 左 )、エアコンフィルター清掃の様子（右）

▲︎しおり型うちわ ( 上 )、

　クールビズ・ウォームビズポスター ( 下 )

▲ ASSC のゴールド認定証

のゴールド認定を受けました。ASSC と
は「持続可能な環境配慮型社会の構築に
貢献する大学キャンパス」を促進する取
組みの一環として CAS-Net JAPAN で導
入された評価・認定制度で、「運営」「教
育と研究」「環境」「地域社会」の部門を
アンケート結果から分析評価するもので
す。認定の有効期間は 3 年間です。

千葉大学ではエネルギー消費量削減の
ため、夏季のエアコン使用増加前にフィ
ルターの清掃を推奨しています。毎年環
境ＩＳＯ学生委員会がフィルターの清掃
を請け負うイベントを実施しています。
2016 年度は西千葉キャンパスで 59 台、
亥鼻キャンパスで 43 台のエアコンフィ
ルターを清掃しました。従来は委員会に
完全委託であったフィルター清掃でした

が、2016 年度からはエアコンを所有す
る部局の教職員とともに清掃するプラン
も用意することで各部局の自主的なエア
コンフィルターの清掃を推進することが
できました。



29
編集担当：上田幸秋 （法政経学部２年）

　千葉大学は限りある資源を効率的に利用するとともに３Ｒ（リデュース・リユース・
リサイクル）を進めることで、循環型社会の実現に貢献しています。

循環型社会への取り組み

2017 年４月に学生 964 名、教職員 295 名を対象に環境意識
アンケートを実施したところ、「要らなくなった紙は、裏紙利用
をしたのち、適切に分別することを意識していますか？」とい
う問いに対し、「いつも意識している」と答えた割合は、学生が
23.0％（前年度比 +1.6％）、教職員 61.0％（-3.9％）となりまし
た。また、教職員に対する「講義・会議資料、連絡事項等は、電
子媒体または文書配布によらない方法を意識していますか？」と
いう問いに、「いつも意識している」と答えた割合は 31.2％で前
年度より 6.4％増加しました。ミックス古紙回収システム（右記
参照）の利用率は学生 19.6％、教職員 53.6％と依然として低い
ため、継続的な啓発が必要です。

千葉大学では「ミックス古紙」（千葉市では「雑紙」）という分
別方法を導入しています。ミックス古紙とはメモ用紙、包装紙、
紙袋、紙箱などの汚れが無く束ねられない紙ごみを指します。大
学内に専用カートを設置し、これまで焼却処分されていた紙ごみ
をリサイクルすることで、可燃ごみの排出総量の削減に貢献して
います。可燃ごみの回収費用は１kg あたり 29 円であるのに対し、
ミックス古紙は無料であるため、経済的メリットもあります。雑
紙を回収していない自治体も多く、新入生や留学生をはじめ、学
生全体に浸透していない部分もあるため、今後も回収システムの
普及活動に努めていきます。

大学では講義資料などで多くの紙が使用されるため、裏が白紙
の余った資料などを専用のボックスにて回収し、再利用すること
で用紙の使用を抑える取り組みをしています。また、環境ＩＳＯ
学生委員会では 2015 年度から回収ボックスの場所を示したポス
ターを掲示するなど普及・認知度向上に努めており、今後も紙資
源排出量の削減のために更なるシステムの改善に取り組んでいき
ます。

2016 年度の千葉大学での紙類購入量（Ａ４換算）は、前年度
比 2.3％減少しました。主要な会議において資料を電子情報で提
供するペーパレス化が定着してきたのが主な要因です。

用紙の購入量の推移

ミックス古紙回収の取り組み　

裏紙回収の取り組み　

ミックス古紙回収カート▶︎

▼︎裏紙回収ポスター

学生・教職員の紙資源の節約に対する意識

紙類（A4 換算）購入量
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編集担当：長谷川峻介（法政経学部２年）

廃棄物排出量の推移 学生・教職員のごみの３Ｒに対する意識

ごみ分別の徹底

古本市の開催

2016 年度の千葉大学における一般廃棄物排出量は 1,430 ｔで
前年度比 3.0％減少、産業廃棄物排出量は 1,863 ｔで前年度比
34.3％の増加となりました。増加した理由としては、学生寮（稲
毛寮・睦寮）や附属病院の外来診療棟の取り壊しがあげられます。

2017 年４月に学生 964 名、教職員 295 名を対象に環境意識ア
ンケートを実施したところ、「普段から、なるべくゴミをださない、
ゴミのリユース、リサイクルを意識していますか？」との問いに
対して、「いつも意識している」と答えた割合は、学生 19.9％（前
年度比 +1.7％）、教職員 56.9％（+9.6％）でした。また、「ゴミ
の正しい分別（表示通りにゴミ箱を利用するなど）を意識してい
ますか？」については、学生は 53.0％（+1.2％）、教職員 90.2％

（+5.8％）となり、３Ｒの意識向上が継続するよう取り組んでい
く必要があります。

古本市では、環境ＩＳＯ学生委員会が教職員や学生から不要に
なった教科書や専門書、および文庫本などの古本を回収し、安価
で販売しています。これは廃棄物の削減はもちろんのこと、来場
者に３Ｒへの理解を深めてもらうことを目的としています。また
来場者の中には新入生も多く、高価な学術書を安く入手できると
いう実益も兼ねています。2016 年度は計 1,303 冊を回収、うち
674 冊を販売し、売上は 150,460 円でした。売上は返金を希望す
る本提供者には返金し、残りは寄付金として環境活動の資金に充
てます。

千葉大学では、ごみを可燃ごみ、資源ごみ（古紙類・ビン・カ
ン・ペットボトル）、不燃・粗大ごみ、家電リサイクル品目の４
品目に分別しています。環境ＩＳＯ学生委員会では年に２回分別
調査を行い、ごみの分別率の結果を学内の掲示板に貼り出すこと
で、分別の現状の周知と改善に努めています。

古本市の様子▶︎

ごみの回収ボックス▼

詳細データおよび環境意識アンケート結果の詳細は大学ウェブサイトに掲載

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量
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編集担当：西雄太郎・鷺谷駿 （法政経学部３年）、三浦菜摘 （工学部２年）、長谷川峻介 （法政経学部２年）

千葉大学には在学生・卒業生・職員な
どからの古本・DVD・CD の寄付によっ
て、その売却金額が基金となり、千葉大
生を支援する取り組みがあります。これ

附属図書館本館では研究室で使わな
くなった重複図書を中心に、本学の教
員や学生に無償で譲渡するイベントを、
2006 年から年２回程度実施しており、
2016 年 12 月に 20 回目を迎えました。
毎回約 3,000 冊あまりの図書がリユース

教職員の間でリユースの輪を広げる場
として、学内リユース掲示板（Kururi）
の Web サイトがあります。教職員が公
費で購入した物品が不要となった場合に
その物品の情報を掲示板に公開すること
で、必要になった方が引き取ることがで

千葉大生協学生委員会（JCK）は卒業
生から要らなくなった家具・家電を回収
し、新入生に低価格で譲渡、無料で配送
するという新生活応援リサイクル企画を
実施しています。2016 年度は大型家電
など 400 点ほどを譲渡しました。売上

千葉大学生協で販売されている弁当の
中には、環境配慮容器 “リ・リパック”
を利用したものがあります。リ・リパッ
クにはトレーに薄いフィルムが貼ってあ
り、弁当を食べた後にそのフィルムをは
がします。フィルムのみを可燃ごみとし

附属図書館での図書リユース

学内リユースweb 掲示板　-Kururi-

千葉大学 SEEDS 基金　-古本募金 -

弁当容器をリサイクル　-リ・リパック-

家具・家電のリユース

図書リユースの様子▶︎

掲示板の画面︎ ▶︎

リ・リパック回収箱▶︎

回収した家具・家電▶︎

回収ポスト▶︎

までは電話か Web でのみ受付していま
したが、回収の促進を目的に 2017 年３
月、附属図書館に専用のポストを設置し
ました。

て廃棄し、トレーは専用の回収場所に集
めます。トレーは回収後、工場に輸送さ
れて容器の 70％がリサイクル資源にな
ります。これにより、容器をそのまま捨
てた時より可燃ごみを 95％減らすこと
ができます。

きます。2016 年度は机・椅子・棚など
の事務用備品から、電気ポット・洗濯機・
暖房機などの電化製品、また実験台や恒
温器などの実験用備品に至るまで、幅広
い物品が廃棄されずにリユースされまし
た。

は清掃に必要な用具等の備品にあてら
れ、さらに残ったお金は生協に返納しま
した。JCK では、この企画の他にも再
利用可能容器のリ・リパックの回収など、
環境に配慮した活動を行なっています。

の対象になり、そのうち７割程度が引き
取られます。残った図書の一部は千葉大
学 SEEDS 基金の古本募金に寄附してい
ます。また、リユースは亥鼻分館でも行っ
ています。
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編集担当：竹田滉（国際教養学部２年）

分別回収して集めたペットボトルキャップ約 563,386 個（1,310kg）を、有限会社三協化学工業所を通じて「認定 NPO 法人世界の
子どもにワクチンを日本委員会」に寄付しました。これはポリオワクチンに換算すると約 655 人分になり、ゴミとして焼却した場合
と比べ CO2 発生量 4,127kg の削減につながりました。

千葉大学では、グリーン購入法（国等による環境物
品等の調達の推進等に関する法律）の規定をもとに、
毎年度「環境物品等の調達の推進を図るための方針」
を公表しています。この中でオフィス用品等の物品お
よびサービス 267 品目を特定調達物品等として定め、
調達目標を 100％として管理しています。2016 年度
の目標達成率はほぼ 100％を維持しています。また、
構内事業者においては、グリーン購入法適合製品に「適
合マーク」を表示し、購入促進に取り組んでいます。
さらに、環境ＩＳＯ学生委員会は、グリーン購入に関
する理念や枠組みの理解促進を目標として、グリーン
購入に関するポスターを作成し、学内の店舗に掲示し
ました。

千葉大学生活協同組合（以下、生協）のレジ袋有料
制は、環境ＩＳＯ学生委員会の発案から始まりました。
2005 年に試験的にレジ袋有料制を導入し、アンケー
トなどの調査結果と、生協の環境に対する積極的な姿
勢もあり、2006 年度には西千葉キャンパスの生協店
舗でのレジ袋有料制の導入が実現し、2007 年度には
全キャンパスで導入しました。

2016 年度は 110 万人以上が生協を利用しましたが、
その中でレジ袋を購入したのは利用者全体の 0.5％未
満である 5,327 人にとどまりました。

節減されたレジ袋仕入れ代と、レ
ジ袋販売の収入を、生協から拠出し
て「れじぶー基金」と呼ばれる環境
対策基金を設けています。この基金
は、主に学内の環境改善とレジ袋有
料制に協力している生協店舗の利用
者への還元を目的とする「れじぶー
企画」に活用され、どのような企画
を行うかは環境ＩＳＯ学生委員会が
毎年考案し、実施しています。

2016 年度の「れじぶー企画」の
一つとして、昨年度のエコバックが

ペットボトルキャップを回収し、ワクチンへ

グリーン購入の促進

レジ袋有料制による使用率の減少

「れじぶー基金」と「れじぶー企画」

▼ショップ大和屋の商品棚

▼オリジナルエコバッグ

▼レジ袋は１枚５円で販売

好評だったため、新たに「オリジナ
ルエコバック」を学生がデザインし
て作成しました。表面にはイラスト
とともに “ＷＥ ＡＲＥ ＴＨＥ 

ＣＲＥＷ”「誰もがこの地球の一
員」だというメッセージがデザイン
されています。原価 500 円以上す
るこのバッグを、れじぶー基金から
捻出して割引に充て、学生にも購
入しやすい価格（200 円）で、合計
390 個販売しました。
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編集担当：須永美春・町口奈緒子 （法政経学部３年）

西千葉キャンパスでは、自転車が歩行者や緊急車両の妨げとな
るなど、駐輪マナーが大きな問題となっています。そのため、自
転車利用環境向上の取り組みとして、利用者に年間 500 円（2017
年度から 800 円）のステッカーを発行し、交通環境改善費に充
てています（一部区域は 2,000 円）。また、2016 年度から、構内
の自転車台数削減と放置自転車対策として、構内移動のための自
転車（自宅からの通学用自転車は除く）の持ち込みを全面的に禁
止しています。

COGOO（コグ―）とはスマホで気軽に利用できる自転車シェ
アサービスです（運営：リレーションズ株式会社）。西千葉キャ
ンパスでは、構内移動用の自転車利用を禁止するかわりに、この
シェアサイクルを 2013 年度に導入しました。一時期休止してい
ましたが、2016 年度は 25 台が稼働、2017 年３月にリニューア
ルして、現在 50 台のシェアサイクルが学生の構内移動をサポー
トしています。

（駐輪ポートの場所は p.7 参照）

西千葉キャンパスにおいて、大学から依頼を受けた環境ＩＳＯ学
生委員会は 2016 年 12 月に 29 人体制で「駐輪台数と駐輪状況」に
ついて調査を行いました。その結果、構内に駐輪してあった 3,785
台のうち、指定ステッカーの貼付率は 88.2％と昨年より改善してい
ました。一方で、所定の駐輪スペース内に停められている自転車は
58.3％で昨年より悪化していました。2016 年度に駐輪指定場所が
大きく変更されたことについて、学生への周知が不十分であったこ
とが原因として考えられます。

今後は、駐輪状況改善のため学生や教職員に駐輪場の場所の周知
やマナーの向上を重点的に呼びかけていくとともに、構内の景観保
全や安全対策のための自転車対策を進めていく必要があります。

 千葉大学では、卒業やキャンパス移動、故障等を理由とする
自転車の放置が大きな問題となっています。これらの対策として
毎年、環境ＩＳＯ学生委員会は、不要になった自転車を放置され
る前に無料で回収するイベントを各キャンパスで行っています。
このイベントで回収された自転車のうち状態の良いものは適切に
修理され、希望者に譲渡するという形で大学構内における自転車
のリユースを推進しています。2016 年度は３キャンパス合計で
108 台回収し、44 台譲渡しました。

自転車回収・譲渡イベント

シェアサイクル COGOOについて

駐輪台数の調査と現状の把握

構内移動用自転車「ゼロ」を目指して

▲自転車回収イベントの様子

▲ COGOO 駐輪場の様子

▲西千葉キャンパスの駐輪場

▲駐輪台数調査の様子
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編集担当：林田裕紀（理学部２年）、斎藤哲（園芸学部４年）

毎年 10 月末から 11 月初旬にかけて各キャンパ
スで開催される大学祭では、たくさんのサークル団
体等がさまざまな食品を提供するテントを出展しま
す。そのため、環境ＩＳＯ学生委員会と大学祭実行
委員会は、大学祭参加団体と協力して割り箸のリサ
イクルやごみ分別などの環境対策活動を行っていま
す。

西千葉キャンパスの「千葉大祭」は参加団体およ
そ 300、来場者数は４日間でのべ５万人にものぼり
ます。前日に学内のごみ箱をすべて封鎖し、当日は
特設のごみ捨て場 ( ゴミステーション ) と最終集積
所を設置し、ゴミステーションにスタッフを常駐さ
せることで来場者や参加団体のごみ分別をサポート
しています。今年度は西千葉キャンパスにおいて、
割り箸約 27,000 膳（昨年度 35,000 膳）、リ・リパッ
ク 20,000 枚（24,000 枚）を回収しました。

松戸キャンパスで行われる「戸定祭」では西千葉
キャンパスと同様の活動に加えて「分別コンテス
ト」を開催しています。これは、参加団体のごみ分
別状況や、リ・リパック導入の有無などを得点化す
ることで、環境対策への貢献を評価し、表彰すると
いうものです。2016 年度は環境対策への協力の呼
びかけを強化したこともあり、9 割以上の食品出店
の参加団体がリ・リパックを導入しました。その結
果、2016 年度の「戸定祭」では 2015 年度に比べて、
ごみの排出量を約 100kg 削減することができまし
た。

亥鼻キャンパスで行われる「亥鼻祭」では、ゴミ
ステーションにスタッフを配置しごみの分別を徹底
することで環境への意識の向上を目指しています。

大学祭における環境対策

▲西千葉キャンパス分別サポート

▲松戸キャンパス分別サポート

空気砲を用いた分別ゲーム▶

▲最終集積所での分別の様子

西千葉キャンパスの「千葉大祭」では 11 月 3 日・4 日の 2 日間、“頭と体を使い
環境について楽しく学べる” をテーマに、来場者にごみ分別を学んでもらおうと、ク
イズと空気砲を用いた射的の分別ゲーム企画を行いました。クイズの正解数に応じて
空気砲の撃てる回数が決まり、指定した分別種のごみを正しく射落とすことができた
ら、景品がもらえるというゲームです。小中学生 62 人を含む 136 人が参加しました。

大学祭における環境啓発企画
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千葉大学ではキャンパスマスタープランで緑豊かなキャンパスの整備に努めているほ
か、学生が主体となり構内の緑化や花植え活動を行うことで、自然と触れ合う機会を増
やすとともに、景観維持に取り組んでいます。また、大学全体で定期的にキャンパスク
リーン活動を行っています。

自然共生社会への取り組み

千葉大学では、キャンパスマスター
プラン 2012の基本整備方針の１つであ
る「美しく持続可能なキャンパスの実現

（Campus Sustainability）」の中で、「緑
溢れるキャンパスの維持と交流空間（パ

ブリックスペース）の充実」を掲げてい
ます。千葉大学は良好な緑資源に恵まれ
ており、緑地が急激に減少していく都市
部において、豊かな自然環境形成に必要
不可欠な場所となっています。これら緑

を大学施設整備、開発と調和をはかりな
がら、適切に保存・維持・管理していき、
一体的な整備を実現しています。

西千葉キャンパス総合校舎１号館の北
側にある中庭では、植物同好会 ( 詳細 P.53)
が花壇の整備を行っています。主に春・夏・
秋冬の年３回程度、花苗の植え付けを行っ
ており、季節に合わせた植栽で構内の美

西千葉・亥鼻キャンパスでは環境ＩＳ
Ｏ学生委員会が、花の苗やプランター、
培養土などの花を育てるために必要なも
のを、プランターの設置を希望する事務
室や研究室にお届けする企画を行ってい

観維持に努めています。陽があまり当た
らない場所なので、日陰に強い植物を植
えるなど工夫をしています。2017 年度も
引き続き、花壇のデザイン向上・美観維
持に力を入れていきます。

春の花壇▶︎

ます。この企画はキャンパス全体の緑化
だけではなく、緑化活動による学生また
は教職員の植物への関心を高めることも
期待できます。プランターはお届けした
花の時期が終わる頃に回収し、再利用し

 きれいに咲いたパンジー▶︎

おひさまガーデン管理の様子▶︎

ています。2017 年度は引き続き、設置
箇所の増加に力を入れ、さらなるキャン
パス緑化を目指します。

おひさまガーデンとは、松戸キャンパ
ス北門を入って坂を上ったところにある
庭園です。春はチューリップ、夏はひま
わり、秋はハーブ類、冬はパンジーをメ
インに、四季折々様々な姿を見せ、キャ
ンパスを訪れる多くの人を楽しませてい
ます。専門家のアドバイスのもと、環境
ＩＳＯ学生委員会が主体となり、除草、

花苗の植え付け、多年草の管理などを
行っています。おひさまガーデンで育て
た植物は、押し花やドライハーブにし、
被災地活動でのはがき作りや石鹸作りに
用いたり、地域の子供たちとの交流での
クリスマスリース作りなどに用いたり
と、様々な活動に貢献しています。

キャンパスマスタープラン

中庭花壇

育てて緑化、フラワープランター

おひさまガーデン



編集担当：岸谷和樹（理学部２年）浅輪光（文学部２年）
36

緑のカーテン

キャンパスクリーン清掃

緑のカーテン内外の気温変化

看芸ガーデン

西千葉キャンパスでは緑化と省エネ活動
の一つとして、夏に緑のカーテンの管理・
効果測定を行っています。緑のカーテンと
は、ゴーヤやアサガオのようなツル植物を
用いて作る、植物のカーテンです。　　　　

環境 I ＳＯ学生委員会では毎年ゴーヤ
を種から育てており、土の整備や追肥、
水やりなどをしています。このカーテン

はキャンパスの景観の向上だけではな
く、遮光による室内温度の低下にも役立
ちます。実際にカーテンの葉の表と裏の
温度を比べると、葉の裏側（室内）の方
が約５℃低いという結果になりました。
また、この温度上昇を抑制する効果によ
り空調設備の使用が抑えられ、省エネ効
果も期待できます。

四季折々いろいろな種類の花が咲く看
護学部の中庭は、学生や教職員の癒しス
ポットです。看護学部と園芸学部の学生
と教職員の有志による共同花壇「看芸
ガーデン」は、健康と園芸のつながりを
体験するテーマにそって植えられた花々
が訪れる人を “歓迎” します。

清掃の様子▶︎

 窓を覆う緑のカーテン▶︎

本学では環境整備・美化に対する意識
の向上を図ることを目的に、教職員及び
学生が一体となって自らのキャンパスを
清掃する「キャンパスクリーン清掃」を
実施しています。夏季と秋季に行われる

 春の様子▶︎

本行事には学内の各事務局・学部から多
くの教職員及び学生が参加します。今年
度は夏季と秋季あわせて 8,198 名が参加
し、各キャンパス構内において側溝の清
掃やゴミ拾いを実施しました。
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千葉大学では、日々さまざまな化学物質を用いて多様な実験・研究が進められていま
す。取り扱う化学物質には人体や生態系に悪影響を及ぼす可能性のある物質や、環境へ
の影響が明らかになっていない物質もあります。このため、大学では化学物質を適正に
管理・使用し、使用後も環境に負荷を与える恐れのないよう適切に廃棄するなどの処理
を行っています。

安心安全社会への取り組み

千葉大学では化学物質を取り扱う部局に「化学物質管理責任者」
と「化学物質管理者」、各研究室には「化学物質取扱責任者」を
配置して「化学物質管理マニュアル」に基づいた管理を行ってい
ます。また、年１回（７月頃）、化学物質管理者を集めて「化学
物質管理運営委員会」を開催し、化学物質や高圧ガスボンベ、有
害廃棄物などの取り扱いについての情報を共有しています。

2017 年 7 月に劇物が紛失し盗難届を提出しました。化学物質の
更なる管理徹底や定期的な在庫確認などの再発防止策を講じ、全教
職員の化学物質管理に対する意識の向上をはかっていく所存です。

ククリス（CUCRIS：Chiba University Chemical Registration 
Information System）とは、研究室で試薬・薬品等の化学物質
を購入するときに、千葉大学独自のバーコードを発行・登録して、
学内でどのような化学物質がどれくらい使用されているかを把握
する管理システムです。2007 年度に導入され、現在では 95％程
度の高い稼働率を維持しています。2013 年度からは年１回の「化
学物質の管理状況点検報告書（チェックリスト）」の提出を通じて、
総合安全衛生管理機構が試薬・薬品などの管理状況を確認してい
ます。不要薬品に関しても、研究室からの問い合わせに対して処
理方法の提案などをすることで適切な廃棄をしています。今後も
ククリスの運用をベースに、試薬・薬品などの購入から使用・廃
棄までの一連の過程が適正に行われるよう努めてまいります。

千葉大学では環境に影響を及ぼす恐れのある PRTR 物質（462
物質）の集計を行いました。大半の試薬・薬品はククリスに登録
されていたため集計作業の効率アップを図ることができました。
2016 年度の PRTR 法の対象物質のうち、使用量が 700 ㎏以上の物
質はグラフの通りです。PRTR データは大学や事業所を含めて全
国集計され、化学物質のリスク（エコチル調査など環境リスク評価）
に関する疫学調査などにも利用される貴重な資料となります。

※ PRTR 法：特定化学物質の環境への排出量の把握および管理の改善の促進に

　　　　　　関する法律の通称

*1：西千葉地区における届出対象物質

*2：亥鼻地区における届出対象物質

化学物質の管理の徹底 PRTR 法（※）対象化学物質の収支

千葉大学化学物質管理システム（ククリス）の運用

◀︎ククリスによる化学物質の管理

PRTR 法対象化学物質使用量の推移（単位：kg）
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大学内の全面禁煙に賛成ですか、反対ですか？

詳細データおよび環境意識アンケート結果の詳細は大学ウェブサイトに掲載

環境ＩＳＯ学生委員会では毎年、大学
構内の分煙状況や分煙環境を把握するた
めに学生と職員に対してアンケート調
査を実施しています。2017 年 4 月に学
生 964 名、教職員 295 名を対象に行っ
た調査によると、喫煙者の割合は学生
14.1％、教職員 10.5％で、前年度に比
べて学生が 4.4％増加しました。分煙環
境や喫煙マナーに関して「とても満足」
または「やや満足」と回答している割合
は、学生 75.6％、教職員 73.4％でした。
また、キャンパス内の全面禁煙について
は学生の 63.2％、教職員の 77.6％が賛
成またはどちらかといえば賛成と回答し
ています。

千葉大学では「国立大学法人千葉大学における喫煙対策に関す
る方針」に則って、受動喫煙を防止するため各キャンパス内に喫
煙所を設置し、それ以外の場所での喫煙を禁止しています。また、
一部の喫煙所にはプレハブ小屋を設置することで歩きタバコの防
止に努めています。

 その一方で、喫煙所からの煙を歩行中に吸ってしまうことも
あり、未だ受動喫煙対策が完全ではありません。喫煙所の設置場
所の見直しなどさらなる検討が必要です。また、定期的な喫煙所
の見回りや清掃活動も行い、継続的改善と生活環境の整備を図っ
ていきます。

総合安全衛生管理機構では学生と教職員向けの「禁煙支援外来」
でニコチン置換療法による禁煙サポートを行っています。また、
喫煙所に喫煙による身体への影響をまとめたポスターの設置や、
喫煙所をまわって呼気一酸化炭素濃度測定や肺年齢測定を定期的
に実施するなど、より多くの人に喫煙のリスクを認知してもらう
ための活動も積極的に行っています。

分煙環境の整備 禁煙サポート

喫煙状況のアンケート結果

 ▲教育学部１号棟喫煙所  ▲呼気一酸化炭素測定
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構内事業者の環境への取り組み

千葉大学では、大学構内に事業所を持つ事業者も、構成員として
環境・エネルギーマネジメントシステムの運用に取り組んでいます

（詳細ｐ .55）。事業者の方々に環境ＩＳＯ学生委員会のメンバーが、
環境への取り組みについてインタビューを行いました。

ライフセンターでは、トナーの回収や、紙の分別を行ったり、
エアコンの設定温度も環境に配慮した温度に設定したりと、お
客様の目に見えるところ、見えないところで多種多様な環境に
対する取り組みを行っています。これからも環境に配慮した営
業を目指して、努力していきます。

生協食堂では、フライヤーのろ過装置での廃油量の抑制や、
定期的なエアコンフィルターの清掃、休講期間中の不要な電気
機器の電源オフなどの取り組みを継続して行っています。また、
休講期間中には環境ＩＳＯ学生委員会と協力して生ごみの堆肥
化も行いました。

ブックセンターでは、毎年環境関連書籍を導入し、環境につ
いての啓発活動を実施しています。また、こまめに照明、エア
コンを調節したりパソコンの電源を切ったりと、環境に配慮し
た営業を行っています。さらに、レジ袋を希望制にしたことで
レジ袋の削減にも成功しています。

ショップ大和屋では、環境に配慮した営業を毎年継続して
行っています。リサイクル商品を積極的に仕入れているほか、
一度使用した紙や搬入時の包装紙をただ捨ててしまうのではな
く、裏紙として再利用したり、購入者に再度包装紙として利用
してもらったりするなど、廃棄物をできる限り削減する努力を
続けています。

コルザでは、これまで通り、環境への配慮に関してできるこ
とを続けています。初めに盛り付けるご飯の量を少なくし、お
かわりを自由にすることで、残飯を減らすよう工夫しています。
また、廃油を抑制するための取り組みも継続的に行っています。

千葉大学生協ライフセンター　樋口良治店長

千葉大学生協ブックセンター　佐藤 万寿夫店長

ショップ大和屋　林 功店長

レストラン コルザ　沖野 好規料理長千葉大学生協食堂　上野 信広店長

インタビュアー：竹田滉 （国際教養学部２年）
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千葉大学では、様々な業務を委託している関連事業者を①環境影響のないグループ、
②環境影響のあるグループ、③環境影響の大きなグループに分類し、②または③の事業
者と契約を結ぶ際には環境配慮要請として千葉大学環境・エネルギー方針を示し、加え
て③の事業者には業務に関する具体的な環境配慮について伝達しています。

富士ゼロックス千葉株式会社

関連事業者のうちの複合機を取り扱っている富士ゼロックス
千葉株式会社を環境ＩＳＯ学生委員会が訪問してお話を伺いま
した。富士ゼロックス千葉株式会社は 2001 年に ISO14001 を
取得して環境への取り組みを推進しています。

　　　千葉大学との付き合いはいつごろからですか。
　千葉大学とは 20、30 年前からになります。現在は４キャ
ンパス合わせて 250 台ほど当社の複合機が利用されています。
また、単に複合機を納品するだけでなく、遠隔でメンテナンス
を行ったり、トナーやコピー用紙の残量をモニターし、必要量
に応じて事前にお届けしたりする総合的なサービスを提供する
ことで、大学内における業務や活動に支障をきたさないように
心がけています。

　　　御社の環境に対する取り組みについて教えてください。
　当社は環境保護のみを行うのではなく、環境保護とビジネス
を両立することを目指しています。当社は CO2 削減を大きな
目標として定め、「Challenge Eco No. １活動」を行っています。
この活動は、当社製品の原材料仕入れから廃棄までのすべての
段階において環境に配慮し、総合的に環境にやさしい企業を目
指すというものです。例えば環境にやさしい材料を利用するの
はもちろんのこと、輸送の際もより排気ガスの排出量を減らす
効率的なルートを考えるため、輸送専門の部署を設けたり、販

関連事業者へのインタビュー

▲（左から）ご対応いただいた、マーケットサポート部の罍浩一様、第1営業統括部の保坂英明様、人事総務部の大野博之様

▲千葉大学で使用している複合機 ▲オフィス内での節電対策

売店での環境配慮も行ったりと、企業グループ全体で環境対策
に取り組んでいます。
　特にリサイクルに関しては、設計段階からリサイクルしやす
い設計をして、お客様が使用した後の機器も回収、分解、洗浄
した後に、そのまま利用できる部品は利用し、それ以外は溶か
して再び材料にすることで、99.999% 再利用、廃棄ほぼゼロ
化に成功しています。このような環境保護に対する努力を理解
していただけないお客様も多いのが難しいところではあります
が、千葉大学はこの点を正当に評価してくださりうれしく思い
ます。これからも富士ゼロックスは、より環境にやさしい企業
を目指して努力を続けていきます。

インタビュアー：竹田滉（国際教養学部２年）
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　環境への取り組みや環境に関する情報の伝え方を考えるため
に、１日目は「発信力を高めるには？考えてみよう」と題し、
株式会社リクルートマーケティングパートナーズの永野あい子
様に基調講演をしていただきました。実際に社会で “広報” の
分野で活躍されている方から学び、今後の活動の為になる大変
貴重な機会となりました。
　２日目は「活動を進めていくためにどのような工夫をしてい
くか」と題して、千葉大学環境管理責任者 ( 教員系 ) の倉阪秀
史教授が講演を行いました。また、ワークショップ形式の分科
会では、他大学の学生との交流を深め、意見交換を行うことに
より、さまざまな刺激を受けることができました。さらに、千
葉大学内の太陽光パネルや地下水浄水施設など環境にまつわる
施設を巡るキャンパスツアーも行いました。

全国環境 ISO学生大会の開催

学生主体の取り組み　TOPICS

テーマ「多くのアイデアを、多くの人に、正確に」

大会終了時のアンケートでは、参加者から「環境、エコを
志す者同士集まり、交流を深める非常にいい機会となった」、「活
動のことだけでなく、もっと根本（モチベーションなど）のこ
とから話し合えて有意義でした」などの感想がありました。
　また、本大会は企画から運営まですべて環境ＩＳＯ学生委
員会によって行われたため、携わった学生はイベントを一か
ら作り上げ、実施するという貴重な経験ができました。この
ように実り多いこの大会に、今後も環境ＩＳＯ学生委員会は
継続的に参加していきます。

参加側・運営側の両方にとって実りの多い大会に

全国環境ＩＳＯ学生大会とは、

大学で環境啓発活動や環境マネジメントシステムの運用に積極的に取り組む全国の大学生が集い、

活動報告や情報交換を行い、活動の活性化を図ることを目的とした交流会です。

10 回目となる 2016 年は、千葉大学において環境ＩＳＯ学生委員会の主催で、

9 月 5 日・6 日の２日間にわたり開催され、全 13 団体 90 名（※）が参加しました。 

※参加団体（五十音順）

岩手大学環境マネジメント学生委員会／大阪大学環境サークル GECS ／工学院大学環境 ISO 学生委員会／公立鳥取環境大学学生 ISO 委員会／信州大学工学部

ISO 学生委員会／信州大学繊維学部環境 ISO 学生委員会／信州大学農学部環境 ISO 学生委員会／信州大学松本キャンパス環境 ISO 学生委員会／千葉大学西千葉・

亥鼻地区環境 ISO 学生委員会／千葉大学松戸・柏の葉地区環境 ISO 学生委員会／中部大学 ESD エコマネーチーム／東京大学サステイナブルキャンパスプロジェ

クト室 (TSCP 室 )TSCP 学生委員会／三重大学環境 ISO 学生委員会

（左）全国から参加した学生たち
（右上）分科会のグループ発表の様子
（右下）キャンパスツアーの様子

編集担当：山口逸平 （工学部２年）
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編集担当：石塚郁海 ( 法政経学部２年 )

～環境エネルギーマネジメントシステム実習～

　千葉大学では、環境ＩＳＯ学生委員会が主体となって環境・エネルギーマネジメントシステム（EMS・EnMS）の構築・運用を行っ
ています。環境ＩＳＯ学生委員会の継続を支える仕組みは「千葉大学方式」と呼ばれており、活動の単位化と資格認定制度、そしてそ
の活動内容が特徴です。

環境ＩＳＯ学生委員会について

環境ＩＳＯ学生委員会の仕組み

　 環 境 Ｉ Ｓ Ｏ 学 生 委 員 会 は、2003 年 に 千 葉 大 学 に お い て
ISO14001の認証取得への動きが始まると同時に発足しました。
大学の一組織として、EMS・EnMS の構築・運用の中核を担って
おり、「西千葉・亥鼻地区」「松戸・柏の葉地区」の 2 地区において、
計約 200 名（2016 年時点）がさまざまな班に分かれて活動して
います。

▲ 12 月に行われた資格認定式の様子

▲西千葉・亥鼻地区環境ＩＳＯ学生委員会 ▲松戸・柏の葉地区環境ＩＳＯ学生委員会

実習Ⅱ（２単位）

実習Ⅰ（２単位）
　EMS・EnMS の基礎知識を習得
し、内部監査や基礎研修等の実務
に必要な各種研修を受けます。ま
た、実際に班活動に参加すること
を通して環境活動の実経験を積み
ます。

実習Ⅲ（２単位）

　実習Ⅰの単位を取得した学生を
対象とし、内部監査や外部審査な
ど の EMS・EnMS 運 用 上 の 重 要
な実務に携わります。また、委員
会内で班長等の役職を経験しなが
ら、環境活動の中心的な役割を担
います。

　実習Ⅱの単位を取得した学生
が、自治体や企業等にインターン
という形で赴き、そこで運用され
ている EMS・EnMS について学び、
それまでの経験を活かして提言な
どを行います。2016 年度は、千
葉県・千葉市で 5 名の学生がイ
ンターン実習を行いました。

～千葉大学環境エネルギーマネジメント実務士～

　千葉大学での実務経験を通して EMS・EnMS に関す
る専門的な知識を持った学生であることを外部に対して
示す学内資格です。実習Ⅱの単位を取得した後も継続し
て、環境ＩＳＯ学生委員会として活動した 3 年生に対し
て学長から与えられます。2016 年度には 30 名を認定し、
学生委員会発足以来 387 名の学生が取得しています。

環境ＩＳＯ学生委員会の活動は、普遍教育科目「環境マネジメン
トシステム実習」として単位化されています。この実習は、座学・
実務を通して EMS・EnMS の専門知識と業務の進め方を身につ
ける場となっており、この仕組みにより実務的な能力を持った人
材の育成および学生主体の EMS・EnMS の持続的な運用が可能
となっています。 　　　　　　　　　　　　　

単位化の仕組み 資格認定制度
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編集担当：石塚郁海 ( 法政経学部２年 )

　「千葉大学環境・エネルギーマネジメントマニュアル」をはじめ、
キャンパスにおける環境目的・環境目標・実施計画、各実施計画
の監視測定記録や達成度評価など、EMS・EnMS の実務上重要な
記録文書の原案を学生が作成しています。

学生主体によるEMS・EnMSの運用

基礎研修講師
　千葉大学に所属している全学生・教職員・構内事業者に対し、
毎年４月から５月に学生委員が講師となり、EMS・EnMS に関す
る基礎研修を実施します。基礎研修は、千葉大学の環境への取り
組みについて理解を深めることを目的としています。

内部監査

外部審査

各種文書の原案作成環境目的・環境目標実施計画の策定

ISO14001規格改定への対応

　EMS・EnMS が計画通り運用されているかについて、毎年 9 月
末に教職員と学生委員によって構成された監査チームが、100 以
上のユニットを監査します。学生にとっては、PDCA サイクルの

「Check」の部分（詳細 p.54）を体験する貴重な機会です。また、
内部監査自体の計画書やチェックリストなども、学生委員会の内
部監査部が作成します。なお、学生委員会も内部監査の対象とな
ります。

　毎年 11 月から 12 月には ISO14001・50001 の継続または更新
審査が、第三者の審査機関によって行われます。学生委員は外部
審査に必要な書類を収集するとともに、当日は審査に同行して議
事録の作成を担当します。通常は学生が関わることのない外部審
査の緊張感を経験できる貴重な機会です。また、内部監査同様、
学生委員会も審査の対象となり、委員長を中心に審査員による審
査を受けます。

　2015 年度に ISO14001 の規格が大幅に改定されました。それ
に伴い千葉大学では、2016 年度に学生委員会が中心となり、「千
葉大学環境・エネルギーマネジメントマニュアル」の改訂原案を
作成し、学内手続きを経て、2017 年度から新しいマニュアルで
の運用を開始しました。

　毎年 12 月から 1 月にかけて、学生委員会が施設環境部や総合
安全衛生管理機構などの学内の環署や、学生委員会内部での話し
合いを重ね、キャンパスにおける環境目的・環境目標・実施計画
の項目を見直し、次年度の原案を作成し、環境ＩＳＯ企画委員会
に提出します。

▲内部監査の様子

▲外部審査の様子

▲マニュアル改訂作業の様子

▲基礎研修の様子

　環境ＩＳＯ学生委員会は大学が EMS・EnMS を運用するにあたって必要な業務を「実
習する」という形で担っています。
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編集担当：嶺康平（法政経学部３年）

▲ eco 教室授業風景

▶︎里山活動協定認定書

▲植樹里山活動 “K” LINE の森

NPO法人としての取り組み

　2016 年度は２つの地域イベントと３つの小中学校にて出張
eco 教室を行いました。これは経済産業省が行っている「標準
化教室」という事業に、「環境」という要素を加えた独自の授
業です。
　環境に関する標準化された基準であるエコマークやグリーン
マークなどの「環境ラベル」の説明を中心とした授業を通して、

「選択肢としての環境」を考えるきっかけを作ることを目的と
しています。さらに授業の中でワークショップを行い、企業か
ら提供していただいた環境配慮製品を実際に手にとってみるこ
とにより実践的な環境教育を行っています。

植樹里山事業

環境活動推進事業

▲環境活動推進事業

環境教育事業“ 出張 eco 教室”

　自然保護だけでなく環境教育の一環として、植樹や里山保全
活動を通して子どもたちに環境への関心をもってもらう事業で
す。手入れをする人がいなくなってしまった山林で、月に一度、
植樹や間伐などを行うことで森林を活動できる場所にすること
を目指しています。
　2012 年に川崎汽船株式会社と里山協定を結び、成田国際空
港付近の “K” LINE の森にて里山活動を行っています。また、
2016 年度からは、新たに公益社団法人環境生活文化機構が主
催し、佐川急便株式会社の共催によって行われる “高尾 100
年の森プロジェクト” にも参加しています。

　長年千葉大学の EMS を運用してきたノウハウを活かし、学
生の立場から地域社会に対し “環境” というテーマから働きか
けを行っています。エコプロダクツやエコメッセなどの環境イ
ベントに出展し、EMS に取り組む他大学や企業と情報交換を
行うことで、学生委員会が地域社会と連携が取りやすくするこ
とも目指しています。また、他大学や企業等が発行する環境報
告書の第三者意見の執筆も行っています。

　環境ＩＳＯ学生委員会は、学内の EMS・EnMS の運用で培った知識や経験を地域社
会に還元し、学外に活動の場を広げるため、2009 年４月に NPO 法人格を取得しまし
た。理事長、理事などの役員含めすべて学生で構成されており、2016 年度は 167 名が
所属しています。2015 年度にはこれまでの取り組みが評価され、「第 25 回地球環境大
賞　文部科学大臣賞」を受賞しました。
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西千葉・亥鼻地区 13 代目委員長  
石口純輝（法政経学部法政経学科４年）

松戸・柏の葉地区 11 代目委員長
三宅由惟（園芸学部園芸学科４年）

環境ＩＳＯ学生委員会は「西千葉・亥鼻地区」（2003 年創設）と「松戸・柏の葉地区」（2006
年創設）の２つあり、それぞれで環境活動を行いながら、内部監査や外部審査といった大きな
イベントのときには協力して活動しています。委員長や執行部などの役職は主に３年生が務め、
毎年１月～ 12 月の１年間で代替わりをします。

2016 年は私たちの取り組みを国内外へと大きく発信するこ
とができた１年だったと感じています。千葉大学のように徹底
して学生が主体となって EMS・EnMS の構築・運用に取り組
んでいる大学は珍しいのではないかと思います。その取り組み
をアメリカ・ボルティモアで開かれた AASHE2016 や、本学で
行われた第 10 回全国環境ＩＳＯ学生大会等で発表するなど、
国内外に発信することができました。私は委員長として、千葉
大学の学生主体のこの取り組みが国内外を問わず常にトップ水
準であることを目指してきたので、このような場で反響をいた
だけたのは大変嬉しく思いました。

千葉大学が ISO14001 を取得して 12 年、ISO50001 を取得
してから３年が経ちましたが、まだまだ取り組むべきことは多
いと思います。千葉大学の EMS・EnMS が常に先進的である
ように、後輩たちには新しいことにチャレンジし続けてもらい
たいと思います。

最後になりましたが、いつも学生委員会のご支援・ご協力を
していただいている皆様に感謝を申し上げます。これからもご
協力をよろしくお願いいたします。

私にとって 2016 年度の活動の中で大きな出来事となったの
は、2011 年から活動を行っている宮城県石巻市のローズガー
デン（詳細 p.48）の移転です。東日本大震災の被災地が、復
興に向け少しずつ姿を変えつつあると同時に「被災地支援」か
ら「復興応援」へと、学生の意識や活動内容も変化し始めまし
た。活動の形が変わっていく一方で、「花と緑で笑顔を届けたい」
という先代からの思いは引き継がれています。

松戸・柏の葉地区の学生委員会は 2016 年度で 11 年目となり、
新たな一歩を踏み出す１年となりました。この１年間は、これ
からの 10 年間の基盤となるために「委員会の見直しと立て直
し」に重点を置き、硬直化した組織運営や各企画の打開を目指
しました。私たちの築いた土台の上で、様々なことに積極的に
取り組んでいる後輩たちの姿を目にすると嬉しく感じます。そ
して、これから委員会はどのように発展していくのだろうかと
期待しております。

最後になりましたが、学生委員会は大学教職員や地域の皆さ
まなど、多くの方々のご指導・ご協力のもとに成り立っており
ます。感謝の気持ちと責任感を忘れずに、今後も活動を行って
参りますので、ご支援のほどよろしくお願い致します。

各地区委員長より

編集担当：石塚郁海 （法政経学部 2 年）
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▲学生委員会室の前で廣部さんとインタビューした学生▲和泉さんの会社に訪問してインタビュー

学生委員会での経験を活かしてISO14001に携わる仕事に
　学生委員会では内部監査員や基礎研修講師のほかには、情報
部員としてサーバーの導入、パソコンの修理などを行いまし
た。また、在籍中に学生委員会がNPO法人格を取得するプロ
ジェクトに関わることもありました。
　卒業後に就職した綜合警備保障株式会社では、営業を経て
CSR推進室に勤務し、ISOに関する内部監査や外部審査の事
務局対応、研修講師などを担当しました。また、個人的に
ISO14001の審査員補の資格も取得しました。
　現在は監査法人系のコンサルティングファームに転職し、
CSRコンサルタントに就いています。学生委員会で培った大学
（社会）全体を見据える高い視座とISOのマネジメント経験は
現在のプロフェッショナルとしての仕事に寄与しています。

後輩へのメッセージ～何事も熱意を持ってやってほしい
　学生委員会で情熱を持った仲間、先輩、後輩に出会えたこと
が私の財産です。また、役職に就いたり、周囲の情熱に触発さ
れたりすることで、自分も積極的になることができました。こ
れは学生委員会のいいところだと思います。学生の皆さんに
は、何事も熱意を持ってやってほしいです。熱意があれば、背
中を押してくれる人は必ずいます。ぜひ熱意を持って物事に取
り組んでほしいと思います。

“土の色”になった被災地に花の力で彩りを添えたい
　2011年に大学に入学し、被災地に貢献したいと思って学生委
員会に入りました。宮城県石巻市の雄勝町を2012年に訪れると
一面さら地になっていました。色で表現するならばまさに“土の
色”でした。花の力で彩りを添えたい、花や植物の力で被災地の
方の心を癒そうというのが、被災地支援活動でした。花壇やプ
ランターを整備する傍ら、未来の雄勝について話し合うワーク
ショップなどで被災地の子どもたちと交流することで、彼らの
前向きさとパワーを感じることができたのが印象的でした。
　その後、地元の造園会社の協力を受け、ゼロからローズガー
デンをつくりました。完成したときに土地の所有者の方が泣い
てらしたことが心に響きました。現在も現役生と一緒に卒業生
も参加して、復興応援活動を継続しています。

後輩たちへのメッセージ～何事にもチャレンジしてほしい
　自分の中で心残りだったのが、後輩が持ってきた企画に反対
してしまったことです。その話をしたら倉阪教授が、「せっか
くだからやりなよ。こんないい機会無いよ」とおっしゃったこ
とを今でも忘れられません。本気で取り組んだことに対する失
敗に間違いはなく、必ずいい経験になります。先のことを心配
するのではなく、ぜひ何事にもチャレンジしていってほしいと
思います。

環境ＩＳＯ学生委員会での経験を活かして社会で活躍している卒業生に、当時のお話や社会
に出て活きている経験などについて学生委員会がインタビューしました。

環境ＩＳＯ学生委員会のOBより

2012 年　千葉大学法経学部総合政策学科卒業
2012 年　綜合警備保障株式会社 （ALSOK） 入社
2017 年　KPMG あずさサステナビリティ株式会社入社

2015 年　千葉大学園芸学部緑地環境学科卒業
2015 年　成田市役所入庁

西千葉・亥鼻地区６代目　和泉竜也さん 松戸・柏の葉地区８代目　廣部亘亮さん

インタビュアー：石塚郁海（法政経学部２年）
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　千葉大学は 2014 年度に文部科学省の「スーパーグローバル大学創成支援事業」に採
択され、2016 年度からは積極的な留学生の受け入れを目的の一つとして６ターム制を
導入するなど、グローバル化に精力的に取り組んでいます。環境についても留学生の環
境活動推進を図るための活動を行っています。今後も留学生と日本人学生の交流を深め、
環境に関する意見交換の場を多く設けていきます。

留学生と協力した環境活動

▲ Environment Festival の様子

▲英語の基礎研修パンフレット

▲海岸清掃イベントの集合写真

　環境ＩＳＯ学生委員会では、海外からの留学生に対して、千葉大学の環境への取り
組みについて周知する環境ＩＳＯ基礎研修（詳細 p.43）を英語で行っています。また、
研修で使用するパンフレットも英語版を作成しています。 

Environmental and Energy Policy of Chiba University 
Since the Industrial Revolution, we, humankind, have developed our activities with abundant energy resources. As a result, we are now faced with various 
environmental problems, such as global warming, pollution by chemical substances and loss of biodiversity of living things. The environment, 
which is the ground of our subsistence, is just threatened by environmental loads produced by human activities. By the nuclear power plant accident in 
Fukushima, there is an urgent need to ensure a safe and sustainable energy sources. We should mobilize our wisdom, and should think what to do against 
this situation. Chiba University has a duty to contribute to forming, accumulating and practicing this wisdom as a comprehensive institution of education 
and research in a broad filed of natural and social sciences. To this end we will take the following action 
 
 1. Accumulating the wisdom of natural and social sciences, we advance practice of environmental education and research, taking advantage of the 
characteristic as a university in cooperation with the attached schools. 
2. We promote energy and resource saving measures, cycling use of resources and buying goods considering the environment, and protect vegetation in 
our campus. We also manage the safety use of chemical substances to prevent pollution. Though these we realize a campus with a small environmental 
load and lush. Above all we understand and comply with legal and other requirements about the environment and the energy which Chiba University 
agrees with. 
3. The environmental and energy management system is constructed and operated by the students as the main constituents. We also encourage voluntary 
activities by the students, aiming at a campus where a variety of environmental programs are put into practice. 
4. We practice the environmental and energy management system opens to the local community with reflection of their opinions. 
5. We will keep top level of energy efficiency and improve it continuously. And, we supports design of products and drafts of service and facility which lead 
to improvement in energy performance. 
 
Standing on this policy, we establish the targets, take actions to realize them, and think better of the environmental management system, auditing the 
actions. Then, we continually improve the system. This environmental policy is documented and communicated to the people concerned, including the 
teachers, officials and students of Chiba University and relative businesses who are usually stationed there, and released to the public in a document and 
on website. 
 
April 1, 2004 Enactment 
April 1, 2008 Second revision 
July 24, 2013 Third revision 

千葉大学環境
ISO学生委員会 

Takeshi Tokuhisa 
President of Chiba University 

留学生のコメント

教育学部　交換留学生　何智慧さん（中国）
　千葉大学の緑豊かなキャンパスに感銘を受けました。また、キャンパス内で
のごみ分別が徹底されていることに衝撃を受け、千葉大学の環境イベントに参
加しました。そこでは、千葉大学の環境への取り組みについてより深く知るこ
とができ、私の環境活動に対する意識が大きく変化するきっかけとなりました。
このような取り組みを続けることで、環境活動に関心を持つ留学生が増えてい
くと思います。

　環境に関する国際的な情報交流を目的として、留学生を対象に大学構
内のイングリッシュハウスにて「Environment Festival」を開催しまし
た。環境ＩＳＯ学生委員会の学生が、リ・リパックをはじめとする千葉
大学の環境活動を紹介したり、海外の環境活動についての意見交換を
行ったりすることで、相互に環境意識を高めました。

　千葉大学中国人留学生学友会は毎年６
月に首都圏の大学に所属する留学生と日
本人学生とともに稲毛海岸の清掃イベン
トを実施しています。この取り組みは
2009 年より行われており、過去 7 年間
での漂流物やゴミの回収量は 800kg に
上ります。

留学生向けに英語による基礎研修を実施

Environment Festival の開催

中国人留学生による海岸清掃

編集担当：牧野愛子 （教育学部３年）
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　植物を通じた復興応援活動は、国立大学唯一の園芸学部としての知識や経験を活かし、
花と植物で東北に笑顔と元気を届けたいという想いから 2011 年 7 月より始まりました。
2016 年にはさらなる活動の推進のために、石巻市雄勝総合支所と大学院園芸学研究科
の間で連携協定を締結しました。

▲雄勝ローズファクトリーガーデン　　

植物を通じた復興応援活動

▲プレゼントしたプランター ▲ほ ぼ完成した石組み

　園芸学研究科の秋田典子准教授が責任者となり、園芸学部
の学生有志及び松戸・柏の葉地区環境ＩＳＯ学生委員会の学
生たちが行っている活動です。宮城県や岩手県、千葉県旭市
にも取り組みを広げ、2011 年からこれまでに 40 回以上に
わたり被災地を訪問し、コミュニティガーデンの維持管理や、
商店街の緑化活動、ハーブを使った香袋や石鹸作りなどを、
地元の方々と一緒に活動を行ってきました。

　これまでの実績を踏まえ、石巻市雄勝総合支所から千葉大学大
学院園芸学研究科と協定を結びたいとの要請を受け、2016 年 12
月に、東日本大震災からの復興に関する研究、施策、記録の作成
等を通じた地域社会の復興に寄与するための連携・協力に関する
協定書を締結しました。

復興応援活動とは 石巻市雄勝総合支所との連携協定

雄勝ローズファクトリーガーデン

　2011 年に旧雄勝町の仮設住宅の住民から、かつて彼らの住ま
いがあった低平地（津波の被害を受け、居住が禁止されている場
所）が瓦礫だけになっているのが淋しいとの相談を受けたことが
きっかけとなり、これまでに千葉大学は、地元の住民、ボランティ
ア、造園会社と協力しながら毎年約４回、５年間で延べ 300 名
以上の学生とともに継続的に低平地の緑化に関わってきました。
2016 年度もローズガーデンの維持・管理活動を地域住民の方々
と共同で行いました。

● 2016 年６月
植栽管理、草刈り、土壌整備、ヒマワ　　
リの種蒔きなどの管理作業。

● 2016 年 11 月
ローズガーデンの管理作業を行ったほ
か、石巻市内の仮設商店街を卒業しお
店を再開された方々にお祝いのプラン
ターを作製しプレゼントしました。ま
た、仮設住宅において焼き芋イベント
を実施して、周辺住民の方々と交流し
ました。

▲被災地ウォークの様子

● 2017 年２月
復興事業でローズガーデンの一部が道
路になることを受けた移転作業を行い
ました。移転先の土台となる石積みを
行う講習会に参加し、石材を綺麗に磨
き上げる作業を行いました。

● 2017 年３月
石積み講習会に参加したほか、地元開
催の「被災地ウォーク」に参加しまし
た。被災された語り部の方々から震災
当時の話を聞いたり、イベントの受付
や誘導を手伝ったりしました。

編集担当：世継加奈・廣瀬雅人（園芸学部３年）
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編集担当：蓮見優花 （国際教養学部２年）

松戸・柏の葉地区環境ＩＳＯ学生委員
会では、松戸キャンパス近くにて「戸定
みんなの庭」というコミュニティガーデ
ンを地域の方々と共同で運営していま
す。毎月の花壇管理作業では、種まき、
除草、花の植え付けに加え、庭の花を使っ
たしおりづくりや竹柵づくりも行ってい
ます。

地域の方々の中には学生にアドバイス
をしてくださる農家の方もおり、子ども
からお年寄りまで、幅広い年齢層の方が
楽しく交流しながら庭を作り上げていま
す。この活動により、松戸市の緑地を増
やし、千葉大学と地域社会とのコミュニ
ケーションの活性化に大きく貢献してい
ます。

地域社会との交流活動

ちーあいふれあいの庭

西千葉・亥鼻地区環境ＩＳＯ学生委員
会では、2013 年度より西千葉キャンパ
スと敬愛大学の間に位置する道路の緑地
帯の花壇を、大学生ごみ減量ボランティ
アグループ「ちばくりん」敬愛大学支部
及び千葉市と共同して管理しています。
両大学にちなんで花壇は「千葉」と「敬
愛」から文字をとって「ちーあいふれあ
いの庭」と名付けられ、毎年春と秋の計
２回、近隣住民と合同で花の苗を植える
イベントを行っています。2017 年度で
本活動も５年目に突入し、継続してイベ
ントに参加してくださる方も増えてきま
した。今後も地域の景観を維持するとと
もに、学生と住民のさらなる交流の場と
しての役割を強めていきます。

コミュニティガーデンの運営

戸定みんなの庭

▲表彰状

▲戸定みんなの庭 ( 左上 )、花の植え付けの様子 ( 右下 )、ちーあいふれあいの庭の花植えイベント ( 左下 )、水やりの様子 ( 右上 )

これまでの活動が評価され、2017 年
5 月 8 日、千葉市を美しくする会より「千
葉市を美しくする運動推進功労者【団体
の部】」として環境ＩＳＯ学生委員会と

「ちばくりん」が表彰されました。この
賞は地域社会にボランティア精神を基盤
に尽力している千葉市民または千葉市内
の団体を表彰するものです。
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編集担当：日隈壮一郎（工学部３年）、鷺谷駿（法政経学部３年）、佐々木圭（園芸学部２年）

教育系サークルを中心とした学内団体
が様々な催しものを企画し、地域の子ど
もたちとの交流を図る千葉大学教育学部
後援の「こどもまつり」が毎年６月に行
われ、環境ＩＳＯ学生委員会も参加して
います。2016 年度は牛乳パックをもと
に再生紙を作ることでリサイクルをより
身近に感じられる「紙すき体験」、ごみ
を貼った魚の絵を釣って分別することで
正しいごみの分別を学べる「魚釣りゲー
ム」を実施しました。６月 18 日・19 日
の２日間で子どもたちや保護者が計 519
人参加し、楽しみながら身近な環境に興
味を持ってもらうことができました。

2014 年から環境ＩＳＯ学生委員会は、
８月に松戸キャンパス内にて地域の方々を
招いて流しそうめんイベントを行っていま
す。これはただ流しそうめんを楽しむだけ
でなく、キャンパス内の竹を利用して流し
台を作る作業から子どもたちと一緒に行う
ことで、自然を身近に感じてもらうイベン

NPO 法 人 Drops は、2005 年 に 千 葉
大学生を中心に設立した、「楽しいコト
づ く り 」 を 行 う グ ル ー プ で す（URL：
http://drops-c.org/）。様々な学部のメン
バーとともに、千葉大学正門から京成み
どり台駅・ロータリーまでの「学園通り」
に交流を生む活動に力を注いでいます。

紫色の花を咲かせるアガパンサスがま
だ咲かない春には、通りに彩りを添え、
新しい出会いの季節をまちぐるみで祝う
ために紫色の風車を植栽帯に設置しま
す。夏には総計 5,000 株の素敵なアガパ
ンサスの花が満開を迎えます。花が咲か
なくなった秋から冬にかけては、昼間の
太陽光を活かして発電を行い、夜道を明
るく照らす「ペットボタル」も設置して
います。

これらの活動は、毎月第３土曜にごみ
を拾い、雑草を取るという地道なお手入

地域の子ども向けに

ゲームで環境教育

アガパンサスと地域に根ざした

学園通りの交流活動

流しそうめんを通して

自然に親しむイベント

地域の方との交流企画

れを地元のみなさんと学生が一緒になっ
て、汗を流しつつ行うことによって支え
られています。かつてはごみが無関心に
放置されていた学園通りが、変わりつつ
あります。小さくひ弱だったアガパンサ
スの株も、5 年目を迎え、青くのびやか
な葉がつきました。やがて、夏のはじめ
に花芽をつける美しいアガパンサスに誘
われて、新たな交流や地道な活動の輪が
この学園通りに広がっていきます。

トです。最近では本物の竹を利用した流し
そうめんを体験できる機会はあまり多くな
いため、このイベントは参加した子ども・
保護者の双方に好評です。

執筆協力：NPO 法人 Drops　西田直海代表

▲アガパンガスが咲く学園通り ( 左上 )、2016 年に開催したイベントの様子 ( 右上 )、魚釣りゲームの様子 ( 左下 )、紙すき体験の様子 ( 右下 )
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編集担当：毛利胡桃 （園芸学部４年）、佐々木圭 （園芸学部２年）

ＨＧＣは緑と人との関係性をテーマに
主に２つの活動を行っています。1 つ目
の訪問園芸活動では、提携している高齢
者のお宅を訪問し、お庭のお手入れをし

▲ HGC：訪問園芸での作業の様子

◀ MCY：旧正門前方面土留

▼植物同好会：霧ヶ峰自然保護指導員としての活動の様子

地域と交流する千葉大学の環境系サークル

Human Green Coordinator (HGC)

植物同好会

松戸キャンパスをよくする会 (MCY)

ＭＣＹは、学生が主体となり、松戸キャ
ンパスの緑地の維持管理を行うサークルで
す。これまでは、竹林の竹を間引いて景観
を整備したり、間引いた竹を利用して旧正
門前法面の土留整備をしたりと、松戸キャ
ンパスが抱える課題を学生目線で捉え、改
善していく活動を行ってきました。

植物同好会は 1956 年に発足した山野
草に親しむことを目的とするサークルで
す。主な活動は、附属農園を利用した植
物の栽培、西千葉キャンパス総合校舎の
中庭花壇整備（詳細 p.35）、週１回で開
催する植物の知識や交流を深めるための
例会、大学祭での植物販売・企画展示、
霧ヶ峰自然保護指導員としての活動、そ
の他合宿等のイベントやフィールドワー
クの企画などで、年間を通して植物に触
れ合いながら活動しています。

つつコミュニケーションを図ります。お
庭のお手入れのみではなく、近年薄れて
きた世代間の交流も目的としています。
そして２つ目の環境教育活動では、年に
２回、小学生に向けて環境に関する教育
イベントを行います。2016 年の夏は子
どもたちとともにペットボトル浄水器を
作りました。浄水の仕組み、そしてその
役割を果たす森の土に関しての授業を行
いました。

▲ HGC：環境教育イベントの様子
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編集担当：原紗和子（法政経学部２年）

プレスリリースなどによる発信

2016 年度の新聞報道録（一部抜粋）

2016.4.19	 「第 25 回地球環境大賞」の授賞式・レセプションに、学生委員 17 名が出席

2016.6.13	 学生がキャンパス内の落ち葉で作った堆肥を地域住民に頒布

2016.6.24	 学生の手作り企画が満載！千葉大学で 7 月に省エネ・省資源イベントを開催

2016.7.13	 「しおり型省エネうちわ」で夏を涼しく！エコ川柳大賞は『「要りません。」あなたのひとことエコロジー』に決定！

2016.8.5		 20 歳の学生が編集長を務める「千葉大学環境報告書」、充実の 88 ページの 2016 年度版が発行

2016.9.7		 環境活動に熱心な学生 90 名が全国から集合。熱い議論を交わし、友情を育んだ「全国環境 ISO 学生大会」が無事終了

2016.9.30	 学生 70 人が監査員。千葉大学で環境ＩＳＯの内部監査を実施

2016.10.11	 環境 ISO 学生委員会の１年生が国際会議「AASHE2016」で発表しました

2016.12.15	 学生も審査に参加。千葉大学が ISO14001・ISO50001 の認証登録を更新し、環境マネジメントを 12 年継続

2016.12.28	 「千葉大学環境エネルギーマネジメント実務士」を学生 30 名に認定。千葉大学の ISO14001 に関する独自の資格認定制度

2017.1.27	 千葉大学が環境 ISO 取得 13 年目突入。取得前と比べ、年間エネルギー 10％減、一般廃棄物は 43％減

2017.2.13	 震災から６年、継続する千葉大学園芸学部の被災地支援活動。花と緑の「雄勝ローズファクトリーガーデン」

2017.2.28	 千葉大学がサステイナブルキャンパス評価システム (ASSC) におけるゴールド認定を受けました

2017.2.28	 千葉大学 Future Earth キックオフワークショップを 3 月 2 日（木）開催

2017.3.15	 岩手県大槌町コミュニティプレイスの「コミュニティガーデン」で、地元の高校生と千葉大学園芸学部が協働作業

2016.4.13	 朝日新聞	 環境活動　母校のブランドに

2016.4.15	 千葉日報	 高価な学術書が格安に　千葉大学で恒例の古本市

2016.4.19	 産経新聞	 温暖化対策と経済成長　両立に決意新た（地球環境大賞）

2016.5.27	 千葉日報	 環境 ISO 学生委員会　環境保全の意識　子どもたちにも

2016.6.25	 千葉日報	 大学の落ち葉で堆肥　千葉大生が地元住民へ頒布

2016.8.13	 千葉日報	 環境報告書　学生が作成　千葉大　取材や編集手掛ける

2016.9.29	 千葉日報	 環境目標厳しくチェック　千葉大　学生主体で内部監査

地域社会への情報発信

千葉大学では地域社会に開かれた環境・エネルギーマネジメントシステムの運用を目
指す一環として、環境報告書や Web サイトによる情報公開並びにプレスリリースや取
材への対応を通じて地域社会への情報発信を行っています。

Web サイトを通じた発信

▲千葉大学の Web サイト

千葉大学Webサイト｜ http://www.chiba-u.ac.jp
千葉大学の環境活動の概要や環境報告書、キャンパスの電力使用状況をリアルタイムで掲載

環境ＩＳＯ事務局Webサイト｜ http://kankyo-iso.chiba-u.jp
千葉大学の EMS・EnMS の概要と環境・エネルギーマネジメントマニュアルなどの関連文書を掲載

環境ＩＳＯ学生委員会Webサイト｜ http://env.chiba-univ.net
学生が行っている活動や、お知らせなどを掲載

環境ＩＳＯ学生委員会 Twitter ｜@chibaiso
イベント情報などリアルタイムで発信

　2016 年度に行った環境への取組みに関するプレスリリースです。
これらは千葉大学の Web サイトでご覧いただけます。
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編集担当：西雄太郎 （法政経学部３年）

　６月の「環境月間」に合わせて千葉市地球温暖化対策地

域協議会が主催するイベント（千葉市共催）で、2016 年６

月 29 日に千葉市文化センターで開催されました。学生委

員会はブースを出展し、パネルや映像を使って活動を広報

しました。平日にも関わらずブースには 40 名ほどの市民

が訪れ、説明に耳を傾けてくれました。来場者に配布した

しおり型のうちわ（詳細 p.28）が人気でした。

　2016 年９月 22 日に幕張メッセで開催された、主に千葉
県の様々な団体が環境への取り組みを発表する千葉県最大
級の環境活動見本市です。このイベントには子どもが多く
来場するので、学生委員会は子ども向け企画に力を入れ、
輪投げを使ったごみの分別ゲームを実施し、200 人以上の
子どもたちに楽しみながらエコを学んでもらいました。
　また、ブース出展だけでなく「千葉県３Ｒ推進シンポジ
ウム」にて「大学生が取り組む３Ｒ活動」というテーマで
千葉大学の取り組みを発表しました（詳細 p.12）。

第 12 回ヤングフェスティバル

エコプロ 2016

環境に関するイベントへの出展
環境ＩＳＯ学生委員会では、環境に対する取り組みの広報と、協働の可能性がある他団体とのつながりを構

築することを目的として、様々な環境関連イベントに出展しています。イベントでは、パネル展示と各種資料
配布による、学生主体の EMS・EnMS と学内外における様々な活動について広報するほか、子ども向けの環境
教育を実施します。2016 年度は以下のようなイベントに出展しました。

　東京ビッグサイトで開催される国内の最大級の環境展覧会

で、2016 年 12 月８日〜 10 日の３日間で全 705 団体が出展、

述べ 17 万人が来場しました。学生委員会のブースではパネ

ル展示や資料配布により千葉大学の取り組みを広報したほか、

子ども向けには昆虫クイズを行い、楽しく生き物に親しんで

もらう企画をしました。また、今年度は他大学６団体と協力

したスタンプラリー企画に参加し、お互いのブースの宣伝を

行いました。ブースには３日間で述べ 500 名の方が来場され

ました。このほか、このイベントには全国の企業や大学など

が集まるため、学生たちは積極的にコミュニケーションをと

り、他団体とのつながりの形成を図りました。

　2017 年２月 19 日に、千葉市稲毛区の千葉県青少年女性会館で地域・世
代・団体間交流を目的としたイベントが行われ、学生委員会も出展しました。
親子連れが多く参加することから、大人向けにはパネル展示により活動を
紹介し、子ども向けには eco 教室で地球温暖化、標準化、環境ラベルなど
についてわかりやすく教えるとともに、紙すきによるリサイクル体験で環
境教育を実施しました。ブースへの来場者数は 1,100 人でした。

ちばし環境フェスティバル

エコメッセ2016 in ちば

来場者に説明する様子

子ども向けのゲームをする様子

パネルを見ながら説明する様子

紙すき体験の様子
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編集担当：嶺康平（法政経学部３年）

千葉大学の EMS・EnMSの概要

EMS・EnMSの仕組み～ PDCAサイクル～

　環境・エネルギー方針の中期的な活動のゴー
ルを「環境目的」、目的を達成する為のゴール
を「環境目標」とし、それぞれ 3 年ごと・１年
ごとに設定します。「実施計画」とは「目標の
達成に向けて 1 年間どのような活動を行うか」
を定めたもので、実際の環境活動はこの実施計
画に沿って行われます。

　環境・エネルギーマネジメントシステム（EMS・EnMS）とは、環境保全、エネルギー効率改善に配慮した組織運営を進めていくと
ともに、その継続的改善を図る仕組みのことです。環境・エネルギーに関する計画を自ら立て、その達成を目指すため、計画（Plan）、
実行（Do）、点検（Check）、見直し（Act）からなる「PDCA サイクル」を繰り返すことによって、より環境に配慮した活動を行います。

　目的目標実施計画に基づいて、基礎研修（詳
細 p.43）を実施するほか、各種環境活動（意
識啓発、環境教育、緑化美化など）を実行し
ます。

　内部監査の結果と要改善点の達成状況、目
的目標の達成状況、法律・条例の履行状況、
環境パフォーマンス評価結果、利害関係者か
らの要望などをもとに、最高経営層がフィー
ドバックを行い、次年度の運用に活かされま
す（詳細 p.69）。

　実施計画の実行によって得られた結果の監
視測定を行います。また、内部監査を実施（詳
細 p.57 ～）するほか、環境報告書において
目標の達成度評価（詳細 p.60 ～）を行います。

目的目標実施計画の策定（Plan） 実施計画の実行（Do）

見直し・改善（Act） 監視測定・評価（Check）

1. 2.

4. 3.
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編集担当：浅輪光 ( 文学部２年 )

企画委員会の様子

環境・エネルギーマネジメントシステム運営組織
　千葉大学の EMS・EnMS は以下のような組織で運用されています。EMS・EnMS の構成員は、教職員（非常勤講師を除く）、構内事
業者（パート含む）、環境ＩＳＯ学生委員会の学生などからなっています。また、それ以外の学生・院生や非常勤講師、児童・生徒な
どは準構成員となっており、大学に属するすべての学生・教職員が EMS・EnMS に関わっています。

　部局ごとに定められた「省エネリーダー」による会議で、各部
局で策定した省エネ行動計画の達成状況などについて報告がなさ
れるほか、大学のエネルギー状況や EnMS・省エネに関する情報
が伝達されます。環境ＩＳＯ学生委員会のエネルギー班の学生が
オブザーバーとして参加します。

　環境管理責任者を委員長と
し、EMS・EnMS の運営に関す
る重要事項や各種企画につい
て、毎月審議・検討を行う意思
決定機関です。この委員会にお
いて各キャンパス間での情報の
共有が行われます。環境ＩＳＯ
学生委員会では委員長が委員を
務めるほか、学生委員も多数出
席し、さまざまな企画の起案・
報告を行います。

　施設環境部に設置しており、法規制順守のための各種手続きや、
学内外からの提案・質問の受付、学内各部局との連絡調整などを
行います。環境目的・環境目標・実施計画や EMS・EnMS 運用
における環境ＩＳＯ事務局の業務の多くを、環境ＩＳＯ学生委員
会が実習として行っています。

　部局は事務局、学部、大学院、センター、構内事業者などを単
位とします。大きな部局は、さらに、研究室（実験系）や学科・
部（非実験系）単位のユニットに分けられます。西千葉地区は
26 部局 228 ユニット、松戸・柏の葉地区は２部局 70 ユニット、
亥鼻地区は 10 部局 115 ユニット、計 38 部局 413 ユニット（2017
年 5 月現在）からなります。

▲企画委員会の様子

省エネリーダー会議

環境ＩＳＯ企画委員会 環境ＩＳＯ事務局

部局とユニット

　地区ごとに開催している委員会です。環境ＩＳＯ企画委員会の
議論を受けて、企画委員会メンバーから各部局に対して、依頼事
項、報告事項などを伝達するとともに、部局からの意見を聞く場
となっています。環境ＩＳＯ学生委員会も代表者が参加して学生
の企画について報告をします。

環境ＩＳＯ実行委員会

最高経営層
徳久剛史学長（統括）、　中谷晴昭企画・人事担当理事（エネルギー管理統括者）、猿渡政範総務担当理事

内部監査委員会

内部監査責任者　
上野武　キャンパス整備企画室長

内部監査員　
教職員＋環境 ISO 学生委員会メンバー

環境管理責任者
教員系　倉阪秀史　社会科学研究院教授、　事務系　松下博行　施設環境部長

環境ＩＳＯ企画委員会
環境管理責任者＋各キャンパス責任者＋キャンパス整備企画室員＋環境 ISO 学生委員会委員長

＋学生教育担当＋構内事業者担当（生協）＋有識者

環境ＩＳＯ学生委員会

環境ＩＳＯ事務局

松戸・柏の葉地区
環境ＩＳＯ実行委員会

キャンパス責任者　
秋田典子　園芸学研究科准教授　

部局実行委員

松戸・柏の葉地区部局

西千葉地区
環境ＩＳＯ実行委員会

キャンパス責任者　
倉阪秀史　社会科学研究院教授

部局実行委員＋稲毛区町内自治会連絡協議会

西千葉地区部局

亥鼻地区
環境ＩＳＯ実行委員会

キャンパス責任者
諏訪園靖　医学研究院教授

部局実行委員＋千葉市環境保全課

亥鼻地区部局

省エネリーダー会議

建物あるいは部局別のエネルギー管理を担当する

建物管理部局

部屋あるいはユニット別のエネルギー管理を担当する

環境 ISO 事務局の業務の実習

2017.4. 現在

園芸学科・園芸学部
環境健康フィールド科学センター

附属図書館松戸分館
戸定会
生協等

企画総務部、財務部、学術国際部、学務部、施設環境部、国
際教養学部、文学部、法政経学部、人文科学研究院、社会科
学研究院、人文公共学府、教育学部・教育学研究科、理学研
究院・理学部、工学研究院・工学部、融合理工学府、全学教
育センター、環境リモートセンシング研究センター、グロー
バル関係融合研究センター、共同機器センター、統合情報セ
ンター、先進科学センター、フロンティア医工学センター、
分子キラリティー研究センター、ベンチャービジネスラボラ
トリー、アイソトープ実験施設、海洋バイオシステム研究セ
ンター、産業連携研究推進ステーション、総合安全衛生管理
機構、キャンパス施設企画部門、附属幼稚園、附属小学校、

附属中学校、附属図書館、生協、大和屋、コルザ等

国際教養学部、文学部、法政経学部、人文科学研究院、社会
科学研究院、人文公共学府、教育学部・教育学研究科、理学
研究院・理学部、工学研究院・工学部、融合理工学府、園芸
学研究科・園芸学部、医学研究院・医学部、医学部附属病
院、薬学研究院・薬学部、看護学研究科・看護学部、附属図
書館、環境リモートセンシング研究センター、真菌医学研究
センター、共同機器センター、統合情報センター、先進科学
センター、海洋バイオシステム研究センター、フロンティア
医工学センター、環境健康フィールド科学センター、バイオ
メディカル研究センター、ベンチャービジネスラボラトリー、
アイソトープ実験施設、産業連携研究推進ステーション、総

合安全衛生管理機構、本部事務局

医学研究院・医学部
薬学研究院・薬学部

医学薬学府、看護学研究科・看護学部
真菌医学研究センター

バイオメディカル研究センター
社会精神保健教育研究センター

予防医学センター
附属図書館亥鼻分館

生協等

千葉大学環境エネルギーマネジメント組織図
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EMS・EnMSの年間運用スケジュール
　千葉大学が実施している環境・エネルギーマネジメントシステムの年間の取り組みとスケジュールを以下に示します。環境ＩＳＯ学
生委員会もひとつのユニットとしての役割のほか、システムの中核にかかわる業務を担っています。

運用関係者
学生委員会教職員

EMS・EMnS に関連した主な取り組み

4 ー 5

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯

6 ー 7

8 ー 9

10 ー 11

12 ー 1

環境ＩＳＯ基礎研修（全学生・教職員対象）
ユニット環境責任者向け説明会
ユニット環境目的・環境目標・実施計画の作成
専門研修（化学物質や実験機器等の取扱など）
緊急事態対応研修（火災、地震、事故などの対応手順）
緊急事態対応テスト（手順の実施確認）
省エネステッカー、古紙・裏紙ボックス、ごみ分別ボックスの設置確認
環境報告書の学生原案の作成

「環境マネジメントシステム実習Ⅰａ」科目
NetFM施設情報管理システムによる著しい環境影響調査への回答
内部監査計画やチェックリストの原案、監査対象ユニットの選定案の作成
内部監査員の選定
環境報告書の企画委員会原案の作成、協議
環境報告書のデザイン
環境規制順守評価チェックシート・エネルギー効率改善チェックシートの記入
環境報告書の発行
内部監査員研修
内部監査
前期の各実施計画の監視測定の記録及び目的目標の達成度評価
内部監査の要改善点の是正
学長によるフィードバック

「環境マネジメントシステム実習Ⅰｂ」科目
更新・継続審査（外部審査）

「千葉大学環境エネルギーマネジメント実務士」の認定・授与式
次年度のキャンパス環境目的・環境目標・実施計画の原案作成
次年度の基礎研修パンフレット・アンケート等の作成
次年度に向けて環境・エネルギーマネジメントマニュアルの改訂
次年度のキャンパス環境目的・環境目標・実施計画の確定
後期の各実施計画の監視測定の記録及び目的目標の達成度評価

「環境マネジメントシステム実習Ⅰ」科目の補講
化学物質管理システム（CUCRIS ククリス）の運用
実験機器やフロン使用機器の定期自主検査
エネルギー多消費型機器への配慮
各種環境啓発や実践活動

「環境マネジメントシステム実習 II」「同実習 III」科目

2 ー 3

通年

◯

◯

◯
◯
◯
◯
◯

◯

◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯

月
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内部監査の実施

内部監査の結果
2016 年度内部監査の指摘結果　（　）は 2015 年度

 １．重大な要改善点の件数、監査ユニットあたりの平均指摘割合も前年度比減少 ２．監査結果が良好なユニットの比率が
　　前年度比増加

※良好ユニットとは重大または軽微な要改善点の指摘がなかったユニットのこと

▲ヒアリングによる監査の様子 ▲現場監査の様子

2016 年９月 28、29、30 日の３日間、内部監査員研修を受けた監査員（教職員 94 名、環
境ＩＳＯ学生委員会 71 名）計 165 名が、教職員と学生でチームを組む形で全キャンパスの計
193 ユニットを対象とする内部監査を実施しました。2016 年度は、過年度に重大な要改善点
があったユニット、リスクがあり過去２年間に対象となっていなかったユニット、省エネリー
ダー会議のリーダー選出単位の全部局、ユニット、新設されたユニット、更新審査に向けて監
査対象としておく必要があると認められたユニットという条件のもとに対象ユニットを選定し
ました。

すべての重大な要改善点の指摘（74 件）
の内訳に関して、前年度 4 割を占めてい
た高圧ガスボンベと毒劇物の管理につい
て、「高圧ガスボンベの転倒防止措置不足」
が 24 件→ 17 件（26％→ 22％）、「毒劇物
の管理」が 16 件→ 9 件（17％→ 13％）、
と減少しています。これは 2015 年に化
学物質と高圧ガスボンベに関する監査基
準を明確化し周知した結果、各部局・ユ
ニットでの改善が図られたことが要因で

良好ユニットの比率は全体的に増加し
ましたが、松戸・柏の葉では減少しました。
これは監査ユニット数が増え（8 → 29 ユ
ニット）、多くの実験系ユニットが監査対
象となったことが影響しています。

地区名
監査ユニット数

（件）
良好ユニットの割合

（％）

１ユニットあたりの指摘割合 ※区分別指摘件数／監査ユニット数

重大な要改善点 軽微な要改善点 観察事項

西千葉 92 (70) 65％ (44) 42％ (80) 52％ (76) 53％ (100)

松戸・柏の葉 29 (8) 38％ (63) 38％ (50) 90％ (25) 31％ (50)

亥鼻 72 (40) 60％ (40) 33％ (80) 49％ (68) 92％ (105)

合計 193 (118) 59％ (44) 38％ (78) 56％ (69) 64％ (98)

す。また、2016 年度から重大な要改善点
の対象となった「ボンベの管理台帳」に
ついては 11 件（14％）でした。キャンパ
スごとに比率が最も高い項目は、西千葉
では「化学物質等の運用管理にかかる改
善点」で 33％、その他キャンパスでは「高
圧ガスボンベの管理にかかる改善点」で、
松戸・柏の葉で 64％、亥鼻で 42％とい
う結果になりました。
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環境ＩＳＯ学生委員会には内部監査部
があり、統括担当者を中心に、内部監査
計画書の原案作成・監査対象ユニットの
選定原案の作成・内部監査チェックリス
トの修正を行い、環境ＩＳＯ企画委員会
に提出するほか、学生監査員のシフトづ
くり・学生監査員への事前説明会などさ
まざまな実務を行います。

監査当日は、内部監査員研修を兼ねた
「環境マネジメントシステム実習Ｉ」を修

得した２年生以上の学生委員が、教職員
の監査員とチームになって監査を行いま

内部監査結果を踏まえた改善意見

内部監査への学生のかかわり

1
　内部監査の指摘事項にもとづく運
用の改善が確実に図られるように、
所見書に対して、被監査ユニットが
確実に改善計画・報告を提出する必
要があります。また、重大な要改善
点が多発しているユニットには、さ
らなる個別指導を行い、改善を図る
必要があります。

2
　今回の内部監査で指摘されたすべ
ての重大な要改善点のうち、「高圧ガ
スボンベの管理にかかる項目（転倒
防止策、管理台帳）」が最大の割合

（36％）を占めています。直接重大な
事故につながりかねない項目ですの
で、各部局において引き続き管理の
徹底を図る必要があります。特に亥
鼻キャンパスではこの傾向が顕著で
したので、重点的に対策していく必
要があります。

3
　なお、今回新設された「フロンを
含む機器の管理にかかる項目」は、
３カ月に１度定期自主点検を行って
いない場合「軽微な要改善点」とな
り 14 件でした。引き続き、各ユニッ
トに周知することが求められます。

4
　一昨年から新たに内部監査で確認
した「化学物質の正しい使用・管理・
廃棄のためのチェック項目」につい
ては未記入のユニットは９件（12％）
でしたが、引き続き周知徹底を図る
必要があります。

7
　内部監査で見いだされた良好事例
については、昨年度に引き続き、環
境報告書に項目を設けるなどの水平
展開を行っています。環境ＩＳＯ事
務局において、この点をさらに推進
させていくことを期待します。

5
　今回の内部監査では１監査ユニッ
トあたりの重大な要改善点の指摘件
数が減少しました。これは、化学物
質や高圧ガスボンベに関する監査基
準を図示した資料を、環境・エネル
ギーマネジメントシステム資料集に
掲載したほか、ユニット環境責任者
向けの説明会での周知などにより、
各ユニットが主体的に改善を図った
ことが影響しています。引き続き、
各部局・ユニットでの管理の徹底を
進めていくことが求められます。

6
　EnMS 関連項目のうち重大な要改
善点の指摘数は１監査ユニットあた
り 0.01 件（0.04 件）と昨年から減少
傾向にあり、一昨年からの EnMS の
成果が表れています。

す。そして監査終了後には内部監査統括
が監査報告書を作成し、教員の内部監査
責任者とともに学長に結果を報告します。

内部監査統括コメント　　
法政経学部３年（当時）　木戸屋　昌利

大学全体を巻き込む内部監査をやり遂
げる経験は大きな自信につながります。
コツコツと積み重ねた努力が成功につな
がるという実感を得ることができました。

編集担当：長谷川雅人（工学部３年）
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内部監査における良好事例の紹介

▲昆虫の標本 ▲実際の目的・目標・実施計画書 ▲農薬の管理の様子

ユニット環境目的目標実施計画に
研究と関連した取り組みを記載

阿部洋志准教授　
理学研究院　生物学コース

上原知也准教授　
薬学研究院分子画像薬品学・RI 施設

榎本秀雄技術専門職員　
環境健康フィールド科学センター

紙の使用量を値段で表して
削減意識を啓発

農薬をクリアケースで
管理することによる安全徹底

2016 年度の内部監査において、ほかのユニットへの水平展開が望ましい取り組みで
ある良好事例がいくつかありました。それらのユニットの環境管理責任者に環境ＩＳＯ
学生委員が取材に伺いました。

私の研究室では西千葉キャンパスに生
息する昆虫層の調査をしています。昔か
らの緑地環境もあり、千葉県のレッドデー
タブック（絶滅のおそれのある野生動植
物に関する情報をまとめた本）にも載る
ような昆虫が生息しています。そのため、
学生たちと採取した昆虫を記録するとと
もに、一部を標本にし、理学部棟二号館
にあるサイエンスプロムナードや大学祭
にて展示をしています。こうした取り組
みは生き物を身近に感じ、環境に関心を
持つ学生が増えるという有益な環境影響
であると捉え、ユニットの環境目的・目標・
実施計画に盛り込んで、自然環境の学内
への周知に継続的に取り組んでいます。

環境目的・環境目標・実施計画（以下、
目目実）で掲げていることの中で、エネ
ルギー使用量などと違い、紙はユニット
ごとで使用量の数値をだすことができま
す。そこで、研究室の学生が削減に努力
した結果として、使用量をわかりやすく
値段で表すことにしました。目目実に表
記するだけでなく、学生が集まるセミナー
で周知したり、掲示板に貼ったりしてい
ます。また、外国人留学生用に英語でも
目目実を作成して周知に努めています。
紙の使用量は学生数にも影響されるため、
今後は一人当たりの使用量の値段を表し
ていくことも考えています。

環境健康フィールド科学センターでは
４年ほど前に技術職員による農薬等の安
全使用・管理についてワーキンググルー
プを立ち上げました。ワーキングでの活
動から安全管理について、クリアケース
の中に農薬を入れてロッカーに保管する
ようになりました。これにより、農薬が
ボトルから漏れた時の受け皿となるほか、
金属製のバットとは異なり、安価で大き
さもさまざまあり、軽いので持ち運びし
やすく、ケースが透明なので一目でどの
農薬があるか分かるといった利点もあり
ます。このほかにも、中毒症状になった
ときの連絡先の掲示や農薬が漏れた際の
吸収砂の常備など安全確保も行っていま
す。また、周辺住民に対する配慮として、
農薬散布の実施についてのお知らせもし
ています。

インタビュアー：尾島匠・長谷川雅人・上戸雅晶 （工学部３年）、石尾朔歩・岸谷和樹 （理学部２年）、上田幸秋 （法政経学部２年）
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環境方針Ⅰ　総合大学としての特長を活かした環境教育・研究
地区 対象部門 環境目的 2016 年度環境目標 主な取り組み 達成度 未達成理由

西千葉

一般教育・研
究部門 / 実験
系教育・研究
部門

大学・大学院における環
境 教 育・ 研 究 を 推 進 し、
学内における環境関係の
教育・研究を充実させる。

環境に関係する教育・研究機
会を維持し、増加させ、また
学内での環境教育の状況に
ついて、情報公開を行う。

・ 環 境 関 連 科 目：313 科 目（ 前 年 度 比 +9） 
・ 環 境 関 連 書 籍：4196 冊（ 前 年 度 比 +92） 
・環境関連科目の情報を HP で公開

―

亥鼻
・ 環 境 関 連 科 目：19 科 目（ 前 年 度 比 +5） 
・ 環 境 関 連 書 籍：55 冊（ 前 年 度 比 +9） 
・環境関連科目の情報を HP で公開

―

松戸
大学・大学院における環
境教育・学習を充実する。

環境に関係する教育 ･ 学習の
機会を維持し、増加させる。

・ 環 境 関 連 科 目：423 科 目（ 前 年 比 +281） 
・環境関連書籍：785 冊（前年比 +16） ―

大学における環境関係の
研究を充実する。

環境に関係する研究を推進
する。

・環境に関する研究を推進 ―

柏の葉 ・環境と健康に関する教育研究を推進 ―

西千葉 附属学校部門

附属中学校・小学校・幼
稚園における自主的な環
境教育プログラムを充実
させる。

附属中学校・小学校・幼稚園
における自主的な環境教育
プログラムの継続と発展を
図る。

・附属幼稚園・小中学校で環境教育を実施 
【幼稚園】環境紙芝居読み聞かせ、クリーンデー 
【小学校】環境 ISO 校内美化委員会の継続 
【中学校】環境 ISO 委員会の継続

―

環境方針Ⅱ　環境負荷の少ない緑豊かなキャンパスづくり
地区 対象部門 環境目的 2016 年度環境目標 主な取り組み 達成度 未達成理由
西千葉

共通事項

用紙類の使用量を今後３
年 間 に わ た り 年 平 均 で
１％以上削減する。

用紙類の使用量を前年度比
で１％以上削減する。

・紙類購入量 ( Ａ４版換算前年度比 95.0％） ―

亥鼻 ・紙類購入量 ( Ａ４版換算前年度比 101.0％）

東医体（東日本医科学生総合体育大
会）の運営において 2016 年度幹事
校となり配布資料の印刷が増大し
たため

松戸 ・紙類購入量 ( Ａ４版換算前年度比 88.3％） ―

柏の葉 ・紙類購入量 ( Ａ４版換算前年度比 103.3％）
教育研究、国際事業プログラムや一
般見学などの来訪者数増に伴う、講
義や説明会資料の印刷枚数の増加

西千葉

用紙類の再利用・分別・
回収を定着させる。

用紙類の再利用・分別・回収
をキャンパス全体に浸透さ
せる。

・用紙類の分別回収、裏紙利用の励行
・ミックス古紙回収システムの継続実施
・リサイクルボックス等の継続設置

―

亥鼻
・ミックス古紙回収システムの継続実施
・裏紙利用促進ポスター掲示の継続
・リサイクルボックス等の継続設置

―

松戸 ・裏紙再利用の推進
・古紙回収システムの推進 ―

柏の葉 ・古紙回収システムの推進
・裏紙再利用の推進 ―

西千葉

水の使用量を今後３年間
にわたり年平均で原単位
１％以上削減する。

水の使用量を前年比で原単
位１％以上削減することに
努める。

・水資源投入量（前年度比 99.1％）

投入量は減少しているものの、学際
研究棟や工学系総合研究棟１での
競争的スペースが使用開始となっ
たことから使用量が増加し、削減率
は１％未満であった

亥鼻 ・水資源投入量（前年度比 91.4％） ―

松戸 ・水資源投入量（前年度比 109.1％）

植物工場３号棟の活動再開及び、植
物工場６号棟（人工光型植物工場）
において大量生産を目的としたレ
タス生産技術開発に関わる共同研
究を実施したため

柏の葉 ・水資源投入量（前年度比 86.1％） ―

西千葉
亥鼻
松戸
柏の葉

・節水型設備の導入の推進
・節水を促すステッカーを構内に掲示
・漏水に対する早期発見と処置の実施

―

　　

達成度基準 目標を達成している項目
目標を概ね達成しているが、
更なる努力が必要な項目

目標を達成できなかった項目

環境目的・環境目標と達成度評価一覧　　　	
環境に特に影響を与え、またはその可能性がある項目に関して、千葉大学環境方針に基づいて、キャンパスごとに環境目的・環境目

標・実施計画を設定しています。環境目的は中長期（2016 ～ 2018 年度）、環境目標は短期（2016 年度）の視点から設定しています。
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地区 対象部門 環境目的 2016 年度環境目標 主な取り組み 達成度 未達成理由

西千葉

共通事項

廃棄物分別を徹底し、３
Ｒ（リデュース・リユース・
リサイクル）の促進を図
る。

廃棄物の分別の徹底および廃
棄物の排出量を削減すること
に努める。

・一般廃棄物排出量（前年度比 94.4％）
・産業廃棄物排出量（前年度比 200.2％）

稲毛寮・睦寮が廃止されたため
に、産業廃棄物量が増加したた
め

・レジ袋有料制度の継続実施
・分別表示ポスターを構内に掲示
・ペットボトルキャップの分別回収
・分別状況調査の実施
・大学祭での分別と発生抑制の促進
・古本市の実施

ー

亥鼻

３Ｒ（リデュース・リユース・
リサイクル）の促進を図ると
ともに、一般廃棄物排出量を
前年度比で１％以上削減し、
及び産業廃棄物の排出量を削
減することに努める。( リサ
イクル分を除く。また、施設
の改修整備に伴うものは除外
して比較する。)

・一般廃棄物排出量（前年度比 84.1％）
・産業廃棄物排出量（前年度比 86.7％） ―

・レジ袋有料制度の継続実施
・分別表示ポスターを構内に掲示
・ごみ分別ステッカー貼付の継続
・大学祭での分別と発生抑制の促進

ー

松戸
廃棄物の分別と発生抑制に努
める。

・一般廃棄物排出量（前年度比 92.1％）
・産業廃棄物排出量（前年度比 86.8％） ー

・リ ･ リパック回収促進活動
・使用済みインクカートリッジ回収促進
・レジ袋有料制度の継続実施
・分別ポスターなどの掲示による分別促進
・大学祭での分別と発生抑制の促進
・一般廃棄物排出量の学内掲示による啓発

ー

柏の葉 ・一般廃棄物排出量（前年度比 84.2％）
・産業廃棄物排出量（前年度比 45.2％） ―

西千葉
環境配慮型製品を優先的
に購入する「グリーン購
入」を大学の物品購入に
おいて推進する。

大学の物品購入において千葉
大学グリーン調達方針に基づ
く調達を行う。

・グリーン調達方針の学内への周知を継続 ―
亥鼻
松戸
柏の葉

西千葉

実験系教育・
研究部門

化学物質の適正な管理を
行う。

化学物質の適正管理を徹底す
る。

・化学物質管理システム（CUCRIS）の利用
・CUCRIS 導入の啓発活動を実施
・ホームページで有害廃棄物処理手順を掲載
・基礎研修にて化学物質の適正管理方法を周知

―

亥鼻 ―

松戸
・化学物質管理システム (CUCRIS) の説明会実

施
・CUCRIS 登録のため毎月巡視を実施

―

柏の葉 各種法規制を確実に遵守する
ための体制を整える。

・化学物質管理システム（CUCRIS）の利用
・不要薬品類の安全管理・廃棄促進 ―

松戸
共通事項

排水中の有害物質の濃度
を定常的に低い値に下げ
る。

下水道条例において定める排
除基準を１００％確実に遵守
するための体制を整える（特
に窒素、ノルマルヘキサン抽
出物質、水銀等）。

・定期的な検査の実施
・下水排除基準超過０件 ―

柏の葉 下水道排除基準を確実に遵守
する。

・定期的な検査の実施
・下水排除基準超過０件 ―
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地区 対象部門 環境目的 2016 年度環境目標 主な取り組み 達成度 未達成理由

西千葉

食堂部門

廃水の浄化を促進する。 廃水の浄化のためのシステム
を運用する。

・グリストラップの継続設置・数日ごとの定期
的洗浄

・厨房機器の油分拭き取りの励行

―

亥鼻 ―

松戸
・食堂における油分対策を実施 ( 新聞紙やぺー

パータオルで拭き取り )
・グリストラップの設置継続・定期的洗浄

ー
ー

西千葉
生ごみの発生量を抑制す
る。

生ごみの発生量を抑制するた
めのより効率的な取り組みを
促進する。

・生ごみ発生量を記録・削減方法の検討
・食堂部門における小盛りメニューの販売・作

り置きの抑制・ビュッフェ形式により食べ残
しを削減

―

亥鼻 生ごみの発生量を把握し、減
量に努める。 ―

西千葉

廃油の発生抑制・適正処
理を行う。

廃油の発生抑制・適正処理の
ためのシステムを運用する。

・廃油の発生抑制（揚げ物メニューの削減・ろ
過機能付きフライヤーの導入等）

・廃油適正処理のためのシステム運用（廃食用
油専用マニフェスト等）

―

亥鼻 ―

松戸
・廃油の発生抑制
・廃油適正処理のためのシステムの運用
・食用油 ( ラー油等 ) も廃油缶に入れて流さな

いようにしている

―

西千葉

物品販売部門

グリーン購入の取り組み
を促進する / 普及を進め
る。

グリーン購入基準適合製品の
品揃えを充実させ、その情報
提供を進めて積極的な選択を
促す。

・グリーン購入基準適合製品の品揃えの充実
・グリーン購入基準適合製品の表示の明確化・

情報発信
・グリーン購入基準適合製品の購入促進

―

亥鼻 ―

松戸 ―

西千葉

物品販売に伴う廃棄物の
削 減・ 循 環 利 用 を 定 着・
促進させる。

物品販売に伴う廃棄物の削
減・循環利用を促進する。

・生協におけるレジ袋有料化制度の継続
・リ・リパックによる弁当販売の継続 ( 今年度

の前期まで )
・使用済みインクカートリッジ等の回収

―

亥鼻 ・生協におけるレジ袋有料化制度の継続
・使用済みインクカートリッジ等の回収 ―

松戸
・生協におけるレジ袋有料化制度の継続
・リ・リパックによる弁当販売の継続
・使用済みインクカートリッジ等の回収

―

西千葉 書籍販売部門 環境関連書籍に対する関
心を高める。

環境関連書籍の品揃えを充実
させ、その情報提供を進めて
積極的な選択を促す。

・ブックセンターにおいて社会情勢に適した環
境関連書籍の取り扱い

・環境関連書籍の啓発を実施
―

松戸 物品販売部門 環境関連書籍を充実させ
る。

環境関連書籍の情報提供を進
める。 ・店頭で環境関連書籍の取り扱い ―

西千葉

外回り部門

有効利用される落ち葉の
量を増やす。

落ち葉の有効利用を展開す
る。

・堆肥化「けやきの子」プロジェクトを進める
・落ち葉の有効利用方法に関する情報収集 ―

松戸
落ち葉・放置剪定枝の適
切な処理システムを運用
する。

排出された落ち葉・剪定枝を
活用した再資源化や再利用に
関するプロジェクトを継承す
る。

・落ち葉堆肥化プロジェクト継承の体制整備 ―

西千葉 構内の緑を維持・管理す
る。

構内における緑地の状況を把
握し維持・管理を継続すると
ともに、水辺空間の管理方法
について検討する。

・構内緑地の維持・管理
・緑化活動の促進
・清掃の企画・水辺空間の管理方法検討

―

松戸 キャンパスの緑の適正な
管理システムを運用する。

キャンパスの緑の管理システ
ムの継続的な改善に努める。

・構内における緑の効果的な活用
・構内における緑地の管理状態の確認 ―

柏の葉
キャンパスの緑の将来像
を描き、適正な管理シス
テムを構築する。

緑地の適正な管理システムの
確立をめざして検討し実行す
る。

・学生の実習等による管理 ―

亥鼻
構内の美化・清掃を進め、
構内環境を適正に維持す
る。

定期的に構内の美化・清掃を
行う。

・定期的な構内美化・清掃を実施
・放置自転車抑制の方法を検討、ポスター掲示 ―
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環境方針Ⅲ　学生主体の環境マネジメントシステムの構築と運用
地区 対象部門 環境目的 2016 年度環境目標 主な取り組み 達成度 未達成理由

西千葉

共通事項

環境ＩＳＯ学生委員会を
維持・発展させる。

学生委員会の活動を学内外に
向けて積極的に情報発信して
いくとともに、学生委員会メ
ン バ ー を 増 加 さ せ、 内 部 コ
ミュニケーションを盛んにす
る。

・新年度ガイダンスや基礎研修での学生委員会
活動への参加の呼びかけ

・前年度比２倍以上の新入生が加入
・各種企画を実施
・活動記録を掲示板・ホームページ等で広報す

る

―

亥鼻
学生委員会メンバーを増加さ
せ、内部コミュニケーション
を盛んにする。

・新年度ガイダンスを通じて学生委員会活動へ
の参加の呼びかけ　　　　　　　　　　

・学生委員会内で定期的に企画を実施
・イベントで委員会活動の発信

―

松戸
学生委員会のメンバーの増
加、知識向上、内部コミュニ
ケーションの強化を図る。

・新年度ガイダンスを通じて学生委員会への参
加の呼びかけ

・スポーツ大会など学生委員会内のイベントを
開催

―

柏の葉 環境ＩＳＯ学生委員会と連携
を図る。 ・柏の葉地区のキャンパスエコマップの作成 ー

西千葉
学生の環境意識を高める。 環境活動を通じて学生の環境

意識の向上を図る。

・学生に向けて環境活動の場を提供
・大学祭実行委員会や他団体との共同による大

学祭環境対策の実施
―

亥鼻 ・亥鼻祭での環境対策の継続と発展 ―

松戸 学生による自主的な環境
活動を促進させる。

自主的な環境活動を行ってい
る学生の情報を収集し、発信
する。またそれを学生間で共
有する。

・大学祭環境対策などによる自主的な環境活動
・環境系サークルの交流会の実施 ―

環境方針Ⅳ　地域社会に開かれた形での環境マネジメントシステムの実施
地区 対象部門 環境目的 2016 年度環境目標 主な取り組み 達成度 未達成理由

西千葉

共通事項

地域社会の主体的な参加
を得つつ、地域社会との
交流を盛んにし、千葉大
学環境ＩＳＯを広めてい
く。

地域社会の意見を反映させる
とともに、地域社会に積極的
に参加し、対外的に広報活動
をする。

・西千葉地区環境ＩＳＯ実行委員会での地域代
表の参加

・環境報告書に関するステークホルダーミー
ティングの開催

・環境ＩＳＯ学生委員会による学外環境イベン
トへの出展

・地域住民が参加する学内イベントの実施
・他大学や企業への広報活動

―

亥鼻 地域社会の主体的な参加
を得る。 地域社会との連携を進める。 ・亥鼻地区環境ＩＳＯ実行委員への千葉市役所

職員の参加 ―

松戸
地域交流を盛んにする。 地域社会と共に環境活動を行

う。

・コミュニティガーデン活動を実施
・戸定祭にて地域住民と連携し環境教育企画を

実施
―

柏の葉
・センター祭の実施
・カレッジリンク・プログラム等の環境教育企

画の実施
ー

地区 対象部門 環境目的 2016 年度環境目標 主な取り組み 達成度 未達成理由

西千葉

外回り部門

放置自転車を削減し、大
学構内において自転車に
正しく「乗る」・「停める」・

「捨てる」の三本柱を主軸
とした自転車利用を浸透
させ、構内の自転車環境
を整備する。

構内の放置自転車の撤去をす
すめるとともに、正しい自転
車利用方法の周知とマナーの
向上に向けて、必要かつ効果
的な施策を進める。

・自転車駐輪状況を確認
・放置自転車の撤去
・自転車ステッカーの交付
・基礎研修やポスターによる自転車利用マナー

の啓発
・シェアサイクル利用の促進

―

松戸
自転車管理体制の維持・
発展を通じて駐輪状況を
改善する。

放置自転車の発生を抑制する
取り組みを推進する。また、
自転車管理体制の改良を推進
する。

・自転車ステッカーの交付
・駐輪場案内の掲示
・放置自転車の撤去
・自転車回収イベントの実施

―

西千葉 外回り部門

分煙環境の整備と喫煙対
策指針を施設利用者に周
知することを通じて、受
動喫煙を防止する。

さらなる分煙環境の整備のた
めに喫煙に関する情報を収集
するとともに、喫煙マナー向
上を推進する。

・喫煙所の配置の確認
・学生、教職員への喫煙アンケート
・分煙環境整備のための情報収集及び改善検討

ー

松戸 共通事項 / 外
回り部門

分 煙 環 境 の 整 備 を 行 う。
また、受動喫煙を防止す
る。

さらなる分煙環境の整備と施
設利用者への周知を通じて受
動喫煙を防止する。また、喫
煙マナー向上を推進する。

・掲示板による喫煙マナーや喫煙所の周知
・ポスターの設置による喫煙場所周知の徹底 ―

亥鼻 外回り部門
分煙環境の整備と施設利
用者への周知を通じて受
動喫煙を防止する。また、
歩行喫煙への対策を通じ
てポイ捨てを防止し、景
観を向上させる。

分煙環境の整備及び喫煙マ
ナー向上の取り組みを推進す
る。

・喫煙所を定め、喫煙マナーとともに周知
・HP 等による喫煙場所周知の徹底 ―

柏の葉 共通事項 / 外
回り部門

分煙環境及び喫煙マナーの水
準を維持する。 ・喫煙マナー及び喫煙場所の周知 ―
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環境方針Ⅴ　国立大学でトップ水準のエネルギー効率の維持
地区 対象部門 環境目的 2016 年度環境目標 主な取り組み 達成度 未達成理由

西千葉

共通事項
エネルギー使用量を今後
３年間にわたり年平均で
原単位１％以上削減する。

エネルギー使用量を前年度比
で原単位１％以上削減するこ
とに努める。

・総エネルギー投入量（前年度比 104.9％）
・電気使用量（前年度比 104.6％）
・都市ガス使用量（前年度比 106.0％ )

学術情報基盤システムを次期シ
ステムに移行する期間中は現有
システムと並行して稼働させた
こと。学際研究棟や工学系総合
研究棟１では競争的スペースが
使用開始となり増加したことな
ど

亥鼻
・総エネルギー投入量（前年度比 102.6％）
・電気使用量（前年度比 103.7％）
・都市ガス使用量（前年度比 104.2％）

新たに１研究分野（RNA 感染治
療分野）が設置されたため増加
したことなど

松戸
・総エネルギー投入量（前年度比 116.6％）
・電気使用量（前年度比 100.2％）
・都市ガス使用量（前年度比 111.0％ )

ターム制の導入により授業時間
が集中したため、稼働する講義
室 が 増 加 し た こ と、LED 補 光
を用いた研究及び温室の環境管
理・栽培管理手法の開発を目的
とした研究を開始したことなど

柏の葉
・総エネルギー投入量（前年度比 102.6％）
・電気使用量（前年度比 118.8％）
・都市ガス使用量（前年度比 78.1％ )

植物工場６号棟（人工光型植物工
場）において大量生産を目的とした
レタス生産技術開発に関わる共同
研究を実施したことなど

西千葉
亥鼻
松戸
柏の葉

・省エネリーダー会議の開催
・エコサポート制度を継続するとともに、エネ

ルギー多消費型機器の使用状況を把握
・省エネイベントの実施
・省エネ啓発ポスター・ステッカーを掲示
・エアコンフィルター清掃

―

地区 対象部門 環境目的 2016 年度環境目標 主な取り組み 達成度 未達成理由

西千葉

共通事項

学内外へ情報公開を行う。
千葉大学の環境への取り組み
について学内外に情報発信を
行う。

・ 千 葉 大 学 の EMS の 取 り 組 み に 関 し て 大 学
Web サイトに掲載

・環境報告書を発行、公表
・附属学校における取り組みをまとめた「環境

だより」を公表

―

亥鼻
・環境報告書を公表

―

柏の葉 ー

松戸 ・環境報告書を公表
・活動報告書の作成 ―

西千葉
分煙環境 ISO 活動につい
て国際的な情報交換を行
うとともに留学生の環境
活動推進を図る。

環境に関した国際的な情報発
信を行い、留学生との交流を
通じて相互に環境意識の向上
を図る。

・基礎研修資料の英訳
・留学生を対象に英語による基礎研修を実施
・学内で留学生と交流するイベントを開催
・国際会議等において千葉大学の取り組みを発表

―

松戸 ・留学生ガイダンス時における基礎研修の実施 ―

亥鼻

国際的な情報発信を行う
とともに留学生との交流
を強化し、環境ＩＳＯ活
動に関する国際的な相互
理解をさらに深める。

留学生に対して、本学の環境
ISO 活動に関する情報発信を
する。

・基礎研修資料の英訳 ―

2016 年度のキャンパスごとの環境目的・環境目標・実施計画は大学ウェブサイトに掲載 ▶

環境ＩＳＯ学生委員会の書記を中心
に、毎年各キャンパスにおける環境目的・
目標・実施計画の原案を作成します。達
成度評価についても、学生が情報を集め
て、一覧にまとめ、環境ＩＳＯ企画委員
会に提出します。

書記コメント　　
法政経学部２年　森田航平

目標・目的・実施計画の策定から達成度評価に至るまでキャンパス単位での環境マネ
ジメントシステムを肌で感じることができて、よい経験になりました。以後はこの経験
を活かし、一つ一つの活動の目的をより意識していきたいです。

環境目的・目標・実施計画への学生のかかわり

編集担当：新井春香 （法政経学部３年）、廣瀬雅人・谷中稔侑 （園芸学部３年）、石塚郁海・森田航平 （法政経学部２年）
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１．手順書等の作成

　千葉大学では、環境に関連する法令や条
例 等 の 特 定 と 順 守 状 況 の 評 価 も、 本 学 の
EMS･EnMS に組み込んで実施しており、規
制順守とともに環境負荷の低減と汚染の未然
防止に努めています。
　2005 年 10 月には大学憲章と行動規範を
制定・公表し、全教職員に法令順守と倫理的
行動の徹底を求めています。

　千葉大学では、環境関連の法規制順守の体制を確立するため、各学部やセンター
の下にユニットを設定し、そのすべてのユニットの環境責任者等が法規制の該当
状況をチェック、評価しています。
　なお、法規制の該当状況を調査する手段として NetFM システムを使い、「NetFM
施設利用状況調査」を毎年行っています。
　また、上記に関連する教育・訓練等を各ユニットで以下のとおりに実施してい
ます。

環境関連法規制等の順守状況

NetFM の基本システムは、ユーザー参
加型（発生源入力型）の施設管理データ
ベースシステムで、研究室から事務室・
講義室・廊下・階段等のあらゆるスペー
スの管理が行えます。機能としては、施
設の利用情報・設備情報・不具合情報等
をインターネット経由で発生源から入力
できる利用状況調査機能と、施設利用の
データの集計・分析機能があります。

NetFM( ネットエフエム )とは

２．研修等の実施

①取扱い手順書
　法規制等の順守が求められるプロセ
　ス（化学物質や機械等の取り扱い、実
　験動物等の取り扱いなど）について平
　素の取り扱い手順書を著しい環境影響
　を及ぼす可能性のあるユニットごとに
　作成します。
②緊急事態対応運用文書
　緊急時の措置を記載した運用文書を、
　全ユニットで作成します。

①専門研修の実施
　取扱い手順書を基に、研修を通じてユ
　ニット構成員に留意点を周知し、実施
　日時等を記録・保管します。
②緊急事態対応研修・テストの実施
　緊急事態対応運用文書を基に、定期的
　にテストを実施し、結果を記録・保管
　します。

法規制順守の取り組み 法規制順守のための体制の確立

大気汚染防止法
水質汚濁防止法
騒音規制法など

資源有効利用促進法
容器包装リサイクル法
家電リサイクル法
廃棄物処理法など

地球温暖化対策推進法
省エネルギー法
フロン排出抑制法など

PRTR 法
毒物及び劇物取締法
労働安全衛生法など

環境配慮促進法
環境配慮契約法
高圧ガス保安法
グリーン購入法など

　千葉大学が教育・研究活動を展開するにあ
たり、規制を受ける環境関連法規制の主なも
のは以下の通りです。

環境関連法規制の概要

公害等に関する法律

リサイクル・廃棄物に関する法律

地球温暖化対策・省エネルギーに関する法律

化学物質・労働安全に関する法律

その他の法律

大学憲章

行動規範

   環境・
エネルギー方針

法令

条例

学内規定

法規制
遵守教職員倫理的

行動

▲ netFM の入力画面
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法規制等の特定・更新 順守評価チェックシートへの登録 内部監査による確認

環境関連法規制の順守結果 
　2016 年 4 月 1 日から 2017 年 3 月 31 日までの間に、環境に関する訴訟・違反等はありませんでした。また、自主検査による 10 件
の下水排除基準超過がありました。当該部局において適正な処理方法の周知徹底を行うとともに、関連部局に対して同様の違反が起こ
らないよう周知を行いました。

環境関連法規制の順守手順
　千葉大学では環境関連法規制を順守するための手順として、以下のような手続きを定めています。また法定有資格者についても毎年
特定しています。

2016 年度　排水基準値超過状況（自主検査） 

採取日 規則物質名学部団地 対応基準値 [mg/l]測定値 [mg/l]

2016/6/7 生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）看護学部亥鼻団地 水質改善について注意600650
浮遊物質量（SS） 600830
ノルマルヘキサン（動植物油） 3062

2016/7/5 溶解性鉄医学部亥鼻団地 11.4

2016/10/25
溶解性鉄

医学部亥鼻団地 3046ノルマルヘキサン（動植物油）
12.7

2017/2/15 医学部亥鼻団地 11.6溶解性鉄

2017/3/15 医学部亥鼻団地 600600生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）
11.9溶解性鉄

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）看護学部 600650

水質改善について注意

水質改善について注意

水質改善について注意

水質改善について注意

水質改善について注意

水質改善について注意

水質改善について注意

水質改善について注意

水質改善について注意

環境ＩＳＯ事務局は、順守すべき法
規制等に変更があったかどうかを
随時特定し、教職員が参照できる
NetFM 上の「ＩＳＯ関連法規一覧」
を更新します。

研究室等の各ユニット環境責任者
は、環境関連法規制の該当状況を、
毎年 5 月から 6 月に「NetFM 施設
利用状況調査」で確認を行い、その
法規制の履行状況の結果を「順守評
価チェックシート」に登録します。

内部監査員は、9 月の内部監査で研
究室等の各ユニットで作成された

「環境規制順守評価チェックシート」
の履行状況が適切かどうかを確認し
ます。

　2017 年 7 月に劇物に指定されている硝酸銀（約 400 ｇ）が医学部棟から紛失し、千葉中央署に盗難届を提出しました（7 月 20 日
記者発表）。千葉大学では化学物質の更なる管理徹底や定期的な在庫確認などの再発防止策を講じ、全教職員の化学物質管理に対する
意識の向上をはかっていく所存です。
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大学の教育・研究活動から生じる環境負荷には、教育・研究に使用される電気などの各種エネルギーの利用や、用紙などの資源の消費、
排出される二酸化炭素や廃棄物などがあります。千葉大学ではこれらの環境負荷の適正管理に努め、環境負荷低減に積極的に取り組
んでいます。2016 年度の物質収支は以下のとおり（％は前年度比）です。詳細データは大学 Web サイト http://www.chiba-u.ac.jp/
general/approach/environment/ をご覧ください。

教育

研究

診療

課外活動

エネルギー
総エネルギー投入量

808,540 GJ
104.0 %

電気使用量
62,224 千 kWh

103.6 %
都市ガス使用量

4,466 千 m3

105.4 %
A 重油使用量

26.35 k ℓ
110.5 %

灯油使用量
48.84 k ℓ

97.9 %

大気・水域への排出
二酸化炭素排出量

41,203 t-CO2
104.0 %

硫黄酸化物（SOX）排出量
0.073 t 

317.4 %
下水排出量

344.48 千 m3

92.3 %
BOD 排出量

74.82 t
98.0 %

水資源
水資源投入量

484.88  千 m3

99.6 %
上水使用量

333.43  千 m3

100.6 %
地下水使用量

151.45 千 m3

97.3 %

キャンパス外への移動
化学物質排出量・移動量

17.88 t
104.0 %

廃棄物総排出量
3,293.47 t

115.1 %
廃液排出量

43.17 k ℓ
99.1 %

主要物質
化学物質投入量

18.36 t
100.2 %

紙類（A4 判換算）購入量
36,769 千枚

97.7 %
トイレットペーパー購入量

155.81 千ロール
108.3 %

主な再資源化品目
空きビン

58 t
322.2 %

空きカン
14 t

66.6 %
ペットボトル

99 t 
120.7 %

古紙類
433 t 

93.7 %

○基本情報
集計範囲：国立大学法人千葉大学（西千葉、亥鼻、松戸、柏の葉）
対象期間：2016 年度（2016 年 4 月 1 日～ 2017 年 3 月 31 日）

INPUT

▶

資源の投入量
学内の主な活動

再資源化
（マテリアルリサイクル）

環境への排出

OUTPUT

物質収支（マテリアルバランス）
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千葉大学では、2006 年度から環境保全活動の取り組みに対する費用対効果を把握するために、「環境会計」情報の集計に取り組み始
め、環境報告書においてその結果を公表しています。

千葉大学の 2016 年度の環境保全コストは 5.4 億円（うち投資額 1.8 億円、費用額 3.6 億円）でした。また、環境保全対策に伴う経

済効果は、有価物等の売却収入・光熱水料の節減額等が増額したため 3.3 億円の減少でした。

2016 年度の環境会計

環境保全コスト

環境保全対策に伴う経済効果［単位 :千円］

環境保全効果［単位 :物量］
【データ集計方法】

●参考ガイドライン　
環境省「環境会計ガイドライン 2007 年版」
●算定方法
環境保全コスト

・上・下流コスト及び研究開発コストは
集計していません。

・費用の中には減価償却費は含めていま
せん。
環境保全効果

・物質収支のデータ集計方法のとおり。
環境保全活動に伴う経済効果

・確実な根拠に基づいた実質的効果のみ
計上しています。

分　　　　類
2015 年度 2016 年度

投資額 費用額 投資額 費用額 主な取組内容
（１）事業エリア内コスト 93,928 148,397 173,398 156,918 

（１）－１　公害防止コスト 24,771 37,308 5,347 33,138 
①大気汚染防止 12,747 3,541 5,347 7,581 チャコールフィルター交換、空中放射線濃度測定、ばい煙測定
②水質汚濁防止 5,226 30,859 0 22,405 排水の水質分析、排水桝及び排水管内の清掃等
③土壌汚染防止 0 0 0 44 
④騒音防止 3,260 0 0 0 
⑤振動防止 3,181 0 0 0 
⑤悪臭防止 0 2,909 0 2,789 建具の水性塗料化、悪臭防止装置の設置、便所芳香剤取付等
⑥地盤沈下防止 140 0 0 0 
⑦その他の公害防止 216 0 0 319 

（１）－２　地球環境保全コスト 67,851 9,111 82,146 5,684 
①地球温暖化防止及び省エネ対策 67,663 8,524 81,139 5,311 高効率照明・人感センサー、内断熱・ペアガラスサッシ、全熱交換器の設置等
②オゾン層破壊防止 189 59 1,006 54 フロンガスの回収・適正処理
③その他の地球環境保全 0 527 0 319 自然換気窓

（１）－３　資源循環コスト 1,305 101,978 85,905 118,097 
①資源の効率的利用 123 9 80,653 0 節水型器具への更新等
②産業廃棄物のリサイクル等 8 938 9 1,989 金属くず、ペットボトル等のリサイクル
③一般廃棄物のリサイクル等 7 1,541 7 3,704 古紙・空き缶・空き瓶等のリサイクル
④産業廃棄物の処理・処分 987 85,346 4,973 94,092 不用機器・廃液・感染性廃棄物等の処分
⑤一般廃棄物の処理・処分 181 14,145 263 17,600 可燃ごみ・落ち葉・厨芥等の処分
⑥その他の資源循環利用 0 0 0 712 

（２）管理活動コスト 4,510 196,753 270 198,642 
①環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの整備・運用 0 22,911 0 23,084 環境 ISO 関連各種委員会、研修、事務局等の人件費および認証（更新）、運用等
②環境情報の開示及び環境広告 0 618 0 705 環境報告書・パンフレットの作成・発送等
③環境負荷監視 0 1,529 0 1,529 定期排水分析検査
④教職員及び学生への環境教育等 0 3,961 0 4,096 内部監査員の養成、研修資料の作成等
⑤緑化、美化等の環境改善対策 4,510 167,735 270 169,228 構内環境美化活動、樹木の剪定管理費等

（３）社会活動コスト 0 8,780 0 9,675 
①事業所を除く緑化、美化等 0 8,780 0 9,675 樹木剪定・伐採
②環境保全団体等への寄付・支援 0 0 0 0 
③地域住民の環境活動支援等 0 0 0 0 

（４）環境損傷対応コスト 0 0 2,493 0 
①自然修復 0 0 2,493 0 
①損害賠償等 0 0 0 0 
③引当金繰入及び保険 0 0 0 0 

合計金額 98,438 353,931 176,161 365,235 

分　　類 環境パフォーマンス指標（単位）
2015 年度 2016 年度

入出量 入出量 効果量 前年度比

 INPUT
事業活動に投入す
る資源に関する環
境保全効果

総エネルギー投入量（GJ） 777,241 808,540 ▲ 31,299 4.0%
電気使用量（千 kWh） 60,066 62,224 ▲ 2,158 3.6%
都市ガス使用量（千㎥） 4,238 4,466 ▲ 228 5.4%
Ａ重油使用量（k ℓ） 23.85 26.35 ▲ 2.50 10.5%

水資源投入量（千㎥） 487.05 484.88 2.17 ▲ 0.4%
上水使用量（千㎥） 333.48 333.43 0.05 0.0%
地下水使用量（千㎥） 155.68 151.45 4.23 ▲ 2.7%

化学物質※ 1 投入量（t） 18.33 18.36 ▲ 0.03 0.2%
用紙（A4 換算）購入量（千枚） 37,641 36,769 872.00 ▲ 2.3%
ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ購入量（千ﾛｰﾙ） 143.87 155.81 ▲ 11.94 8.3%

OUTPUT
 
事業活動から排出
する環境負荷及び
廃棄物に関する環
境保全効果

二酸化炭素排出量（t-CO2） 39,607 41,203 ▲ 1,596 4.0%
硫黄酸化物 (SOX) 排出量（ｔ） 0.023 0.073 ▲ 0.050 217.4%
下水排水量（千㎥） 363.37 344.48 18.89 ▲ 5.2%
ＢＯＤ※ 2 排出量（t） 76.35 74.82 1.53 ▲ 2.0%
化学物質※ 1 排出量・移動量（t） 17.19 17.88 ▲ 0.69 4.0%
廃棄物等総排出量（ｔ） 2,861.54 3,293.47 ▲ 431.93 15.1%
廃液総排出量（k ℓ） 43.57 43.17 0.40 ▲ 0.9%

※ 1：PRTR 法対象化学物質
※ 2：生物化学的酸素要求量

分類 効果内容 2015 年度 2016 年度
収益 有価物等の売却収入額 1,946 1,995

費用	
節減

光熱水費の節減額 287,742 330,433
廃棄物ﾘｻｲｸﾙ・処分費の節減額 ▲ 7,667 ▲ 703
廃液処分費の節減額 277 854

合計金額 282,299 332,579

環境会計
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学長によるフィードバック

2016 年 11 月 15 日
千葉大学長　徳久 剛史

記

下水排除基準違反を未然に防止するよう十分に対策をすすめること。とくに、松戸・柏
の葉キャンパスでの窒素 ･ リン、亥鼻・西千葉キャンパスでの各種化学物質・油分につ
いては、十分に留意すること。

CUCRIS の運用や化学物質の安全管理と、高圧ガスボンベの安全管理が徹底するように
個別指導に努めること。とくに今後の地震の可能性などに備え、危険物の安全保管の徹
底を図ること。また、退職などに伴う薬品の引き継ぎ処理を徹底させ、不要薬品が発生
しないよう努力すること。

紙の使用量の削減と古紙の有効利用を進めるための措置を講ずること。また、ミックス
古紙の回収システムの定着をはじめとして一般廃棄物の排出量を削減するため必要な措
置を講ずること。

エネルギー多消費型機器の保有ユニットや導入予定ユニットに対してエネルギー効率の
改善のためのノウハウを提供するとともに、学内の省エネルギー意識の維持・向上の働
きかけを行うことにより、さらなるエネルギー消費量の削減に努めること。

学内および最寄り駅周辺での駐輪マナーの向上を含め、構内での交通環境を改善させる
ために必要な措置を講ずること。

喫煙マナーの徹底と喫煙所の適正配置を進めること。

内部監査における要改善点の指摘に対する是正処置が確実に実施されるように配意する
こと。環境・エネルギーマネジメントシステムの重要性について、学内に対してさらに
十分に周知するように努めること。内部監査で収集された各ユニットでの優良事例につ
いて、ひきつづき学内に周知されるよう努めること。とくに、毒劇物と高圧ガスボンベ
の管理の徹底不足がなおみられるため、これらを徹底すること。

各キャンパスにおける水質基準の順守をさらに徹底すること。高圧ガスボンベの管理を
徹底すること。
下水排除基準違反に対応して、各キャンパスにおいて発生源を特定するとともに、排
水管等の洗浄、化学物質等の下水への混入防止のための啓発などの対策を進めてきた。
2015 年度に比較して、2016 年度は今のところ、件数は減少してきているものの、なお、
下水排除基準違反が見られているため、さらに、未然防止に努めていく必要がある。

２．目的目標の達成状況に対応して

１．内部監査の指摘に対応して

３．法律・条例の履行状況に対応して
　　（遵守状況の有効性評価）

とくに、右記の項目について確実に
改善を図ること。

また、右記の項目について引き続き
対策を行うこと。

「環境・エネルギーマネジメントシステムの見直しのための情報」に基づき、下記のとおりの方向性で、環境・エネルギーマネジメン
トシステムを見直すことが必要と判断する。
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各部局で管理をしている光熱水量について、引き続き省エネ使用の管理を行うこと。と
くに基準値（類似の部門にかかる国立大学法人全体の平均値）と比較して基準値を超え
ている部局は対応を徹底すること。

各部局とも、省エネ行動計画に沿って省エネ項目を確実に実施すること。

確実に各ユニットで専門研修・緊急事態対応研修が行われるように更に努力を行うこと。

内部監査時に指摘された要改善点を確実に改善するように、該当ユニットを適切に指導
すること。

実行委員から各部局・ユニットへの情報伝達がすみやかに行われるように留意すること。
NetFM 施設利用状況調査と各種チェックシートについて、回答しやすさを確保すると
ともに、事務作業負担を合理化する観点からさらに改良を加えること。

法規制について制定・改訂時には，確実に対応できるように，学内での周知徹底に努め
ること。建物の新営・改修工事において LED 照明の導入拡大を進めるとともに，新技
術の開発時において導入の検討を行なうこと。

千葉大学の学生主体の環境・エネルギーマネジメントシステムについて、学内外の利害
関係者や他大学、報道メディアに対してさらに広報 PR を強化すること。亥鼻キャンパ
ス関係学部のメンバーを含め、環境ＩＳＯ学生委員会メンバーの人数が継続的に確保で
きるように努力すること。

４．組織の環境パフォーマンス評価結果
　　と組織のエネルギーパフォーマンス
　　及び関連するエネルギーパフォーマ
　　ンス指標の評価結果に対応して

５．次期に向けて計画されたエネルギー
　　パフォーマンスに対応して

６．教育研修の実施状況に対応して

７．要改善点の達成状況に対応して

８．学内外の関連する利害関係者からの
　　要望に対応して

９．周囲の状況の変化（法規制の制定・
　　改訂、新技術の開発等）に対応して

１０．全体を通じて

　環境管理責任者（教員系）の倉阪秀史教授、同（事務系）の松下博行施設環境部
長、内部監査責任者の上野武教授が、内部監査の結果や目的・目標の達成状況など
を記した「見直しのための情報」と、昨年度の学長見直しの指摘事項に対するフォ
ローアップ結果について学長に報告し、その結果をもとに、学長より「学長による
フィードバック」が示されます。これは PDCA サイクルの最終段階ということで、
環境ＩＳＯ学生委員会の委員長・書記・内部監査統括も陪席して見届けました。

学長によるフィードバックの様子

▲最奥の中央が徳久学長、手前が学生たち
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１．内部監査の指摘に対応して

昨年の学長によるフィードバックでの指摘事項 フォローアップ結果

内部監査における要改善点の指摘に対する是正処置が確実に実
施されるように配意すること。重大な要改善点を多発させてい
るユニットを特定し、部局環境責任者から個別指導を行うこと。
なお、指導が実施されたかについては環境ＩＳＯ事務局におい
て確認をすること。環境・エネルギーマネジメントシステムの
重要性について、学内に対してさらに十分に周知するように努
めること。内部監査で収集された各ユニットでの優良事例につ
いて、引き続き学内に周知されるよう努めること。とくに、毒
劇物を管理する棚と高圧ガスボンベの転倒防止措置不足がみら
れるため、これらの管理を徹底すること。

内部監査所見書に対する是正処置計画・報告書の返送が確実に
行われるよう、該当部局に要請を行い、すべてのユニットから
提出を得た。重大な要改善点の多発ユニットについては部局環
境責任者から個別指導を行い、指導の実施を環境ＩＳＯ事務局
で確認した。大学運営会議における環境報告書や内部監査結果
の報告などを活用して環境マネジメントシステムの重要性につ
いて、周知を行った。環境報告書を通じて優良事例の周知を行っ
た。毒劇物や高圧ガスボンベの管理方法については専用の写真
入り説明資料を作成し、2016 年度の「環境エネルギーマネジ
メントマニュアル」に収録したほか、年度初めのユニット環境
責任者向け説明会でも周知を行った。

CUCRIS の運用や化学物質の安全管理と、高圧ガスボンベの安
全管理が徹底するように個別指導に努めること。とくに今後の
地震の可能性などに備え、危険物の安全保管の徹底を図ること。
また、退職などに伴う薬品の引き継ぎ処理を徹底させ、不要薬
品が発生しないよう努力すること。

写真入りの説明資料を作成し、「環境エネルギーマネジメント
マニュアル」に収録したほか、ユニット環境責任者向けの研修
で説明したほか、内部監査においても厳しく確認することで、
普及啓発に努めるとともに、総合安全衛生管理機構において運
用の徹底を図った。

エネルギー多消費型機器の保有ユニットや導入予定ユニットに
対してエネルギー効率の改善のためのノウハウを提供するとと
もに、学内の省エネルギー意識の維持・向上の働きかけを行う
ことにより、さらなるエネルギー消費量の削減に努めること。

各ユニットでチェックシートを運用して自己点検を行うこと
で、エネルギーの効率改善につとめている。また、省エネリー
ダーを中心とした各部局での省エネに対する取り組みと、冬季
の気温が前年度より高かったことにより、総エネルギー投入量
は対前年 0.9％減少した。

２．目的目標の達成状況に対応して

とくに、以下の項目について確実に改善を図ること。 以下のとおりの取り組みを進めている。

2016 年度より構内移動用自転車をゼロにするための施策を講
ずるとともに、学内および最寄り駅周辺での駐輪マナーを向上
させるために必要な措置を講ずること。

基礎研修において、普及啓発のためのリーフレットを配布し、
啓発に努めた。シェアサイクルについては運営企業の事情によ
り一時稼働停止となり、2016 年 10 月１日より運営を再開し
ている。また、2016 年９月と 11 月に交通環境対策ＷＧを開
催し、西千葉駅の駐輪対策、臨時駐車場、シェアサイクルなど
について検討した。

紙の有効利用を進めるための措置を講ずるとともに、ミックス
古紙の回収システムの定着をはじめとして一般廃棄物の排出量
を削減するため必要な措置を講ずること。

紙類購入量（A4 換算）は、2015 年度は対前年 4.0％増であった。
廃棄物排出量は 2015 年度、松戸地区と附属病院の改修工事が
完了したこともあり、一般廃棄物排出量 1.3％減、産業廃棄物
排出量は 21.8％減となった。

また、以下の項目について引き続き対策を行うこと。

喫煙マナーの徹底と喫煙所の適正配置を進めること。 基礎研修・ポスターなどにおいて普及啓発に努めた。また、総
合安全衛生管理機構では「禁煙教室」「禁煙支援外来」を実施
している。環境ＩＳＯ学生委員会では喫煙所マップの正誤確認
を行う見回りを行い、マップの修正を提案した。
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各キャンパスにおける水質基準の順守をさらに徹底すること。
高圧ガスボンベの管理を徹底すること。

下水排除基準違反については、自主検査で 14 件、千葉市立入
検査で３件判明し、近年上昇傾向にある。引き続き完全に順守
できるよう徹底すべきである。高圧ガスボンベについては総合
安全衛生管理機構でも周知徹底するとともに、内部監査におい
ても監査を強化した。

各部局で管理をしている光熱水量について、引き続き省エネ使
用の管理を行うこと。とくに基準値（類似の部門にかかる国立
大学法人全体の平均値）と比較して基準値を超えている部局は
対応を徹底すること。

部局ごとのエネルギー原単位について、類似の部門にかかる国
立大学法人の平均値（基準値）と比較して省エネリーダー会議
で確認を行っている。基準値を越えている部局のうち、対前年
増加している部局は３つあった。

３．法律・条例の達成状況に対応して

各部局とも省エネ行動計画に沿って省エネ項目を確実に実施す
ること。

省エネリーダー会議において計画の達成状況を確認した。

４．組織の環境パフォーマンス評価結果と組織のエネルギーパフォーマンス及び
関連するエネルギーパフォーマンス指標の評価結果に対応して

５．次期に向けて計画されたエネルギーパフォーマンスに対応して

確実に各ユニットで専門研修・緊急事態対応訓練研修が行われ
るようにさらに努力を行うこと。

４月に各ユニットにおいて専門研修と緊急事態対応訓練研修を
徹底するように伝達するとともに、内部監査においてその状況
を確認した。

内部監査時に指摘された要改善点を確実に改善するように、該
当ユニットを適切に指導すること。

内部監査においては、未是正ユニットの固定化傾向が明らかに
なってきた。適切な指導が必要である。

６．教育研修の実施状況に対応して

実行委員から各部局・ユニットへの情報伝達がすみやかに行
われるように留意すること。NetFM 施設利用状況調査と各種
チェックシートについて、回答しやすさを確保するとともに、
事務作業負担を合理化する観点からさらに改良を加えること。

部局の事務組織の協力を得つつ情報伝達が確実に図られるよう
に努めているが、今後とも努力が必要である。2016 年度には
労安法に該当する機器の定期自主検査の実施記録シートを５年
分記載できる仕様に変更した。今後も NetFM 施設利用状況調
査と各種チェックシートについては改良が必要である。

７．要改善点の達成状況に対応して

８．学内外の関連する利害関係者からの要望に対応して

新規に制定された法規制について確実に対応できるように学内
での周知徹底に努めること。LED 照明・外灯の導入拡大を進
めるとともに、太陽光発電など再生可能エネルギー設備の導入
を進めること。環境・エネルギーマネジメントシステムの教育
上の効果を確認するため、アンケートの措置を継続すること。

環境法令・環境条例を第一法規株式会社の Web 版「エコブレ
イン環境条例ナビプレミアム」で各構成員が閲覧できる環境を
整備している。平成 27 年度工事実績において LED 照明を 1,292
台、LED 外灯２台導入を進めた。教育効果を確認するための
アンケートを継続して実施した。

９．周囲の状況の変化（法規制の制定・改訂、新技術の開発等）に対応して

千葉大学の環境エネルギーマネジメントシステムの安定的な運
用のため、環境ＩＳＯ学生委員会の学生を増やすために努力す
ること。また、大学の学生主体の環境・エネルギーマネジメン
トシステムについて、学内外の利害関係者や報道メディアに対
してさらに広報 PR を強化すること。

2016 年４月の入学式第２部で学生委員会の話をする機会を設
けたことにより、学生委員の新規加入が大幅に増加した。内部
監査や環境報告書、環境ＩＳＯ学生委員会の各種企画を報道機
関にプレスリリースすることで、広報 PR を強化している。ま
た、エコプロダクツ展等のエコイベントで環境ＩＳＯ学生委員
会がブースを展示するなど、対外的な広報が進展した。さらに、
国際会議での発表の機会も増えた。

10．全体を通じて
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2017 年７月３日、環境報告書の原案に対する外部の関係者との意見交換会が行われました。
ご参加いただいた方は（写真左から）千葉大学教育学部附属中学校ＰＴＡ会長の星野哲朗様、
千葉県環境生活部環境政策課政策室長の貫井浩様、公立大学法人首都大学東京 都市教養学部
の奥真美教授、千葉市立千葉高等学校２年生の水上翔平様と佐賀熙様の５名です。司会は千葉
大学環境管理責任者（教員系）の倉阪秀史で、環境ＩＳＯ学生委員会から環境報告書 2017 編
集長の鷺谷駿、副編集長の浅輪光、班員の森田航平が同席しました。

　　　千葉大学の環境・エネルギーマネジメントシステ

ムや環境活動に対するご意見をお願いします。

奥　：PDCAサイクルをしっかりまわしていて完成度が高く、更

なる改善を常に目指されているのが伝わってきました。これは学

生が主体になっていることが大きいと思いました。一方で、環境

意識アンケートを見ると、「いつも意識している」と「たまに意

識している」の値を足した結果が書かれていますが、「いつも」

と「たまに」の意識の差は大きいと思います（※１）。学生主体

で活動していますが、アンケートによると、学生全体ではまだ常

に環境を意識している人ばかりではないようですので、学生全体

が関わる余地はまだあるように思いました。

貫井：学生が主体となってシステムを運用していることで、

ISO認証も継続できているし、世界的にも評価されている。ま

た、環境マインドを持った学生が卒業後に社会に出て活躍して

いることを見ても、この仕組みはとても効率的で成功している

と感じました。

外部の方々との意見交換会

▲奥真美様 ▲貫井浩様 ▲星野哲郎様

星野：子どもを附属学校に預けている保護者の立場からする

と、学生の活動の中でも、より子どもたちとの関わりを増やし

ていくなど、附属学校の４校（幼稚園・小学校・中学校・特別

支援学校）を巻き込んだ活動の可能性があるのではないかと思

いました。

佐賀：千葉大学の中期計画（p.3）に沿ってよく活動されてい

ることから、学生や教員が一丸となって取り組んでいるといる

という印象を受けました。また、千葉大学から地域に向けて活

動が発展していることがよいと思いました。

水上：学生が先頭に立って活動しているということが一番大き

いと思いました。環境報告書においても環境が専門ではない学

生も含めて執筆に携わり、様々な視点から活動状況をまとめて

います。これは、専門知識のない人たちから見てもわかりやす

いと思いました。



74

　　　千葉大学環境報告書2017の原案に対する率直なご

感想・ご意見をお願いします。

水上：環境マップ（p.7-8）が視覚化されているので、学内で

どのような活動がされているのかわかりやすいと思いました。

また、内部監査の良好事例（p.59）にある紙の使用量を値段で

表す取り組みが新しいと思いました。一方で、用語集の存在

がわかりづらかったです。本文中からも用語集を参照しやす

くしたらよいと思います（※２）。また、年間スケジュール

（p.56）の「最高経営層からの見直し」は環境報告書内の言葉

と合わせて「学長によるフィードバック」とするべきだと思い

ました（※３）。

佐賀：図や写真、データ、アンケートなどが豊富にあって説得

力があると感じました。達成度評価一覧（p.60～）において、

目標が未達成の理由は書かれていましたが、それに対してどう

取り組んでいくのかという記述があると良いと思いました。ま

た、私も用語集が最後にあるので見づらいと思いました。

星野：私は附属小学校のPTA会長だった2010年にも、この意見

交換会に参加させていただきました。７年前の環境報告書は難

しすぎる印象がありましたが、今回はそのときよりも写真や図

が増えていて、興味を持って読むことができました。

貫井：達成度評価一覧（p.60）には「目的」は中長期、「目

標」は１年とありますが、本報告書における「目的」は中長期

の何年目にあたるのかがわかりませんでした。また、似たよう

な目的や目標が複数あってわかりづらかったです（※４）。そ

れから目次が5ページにあり、冒頭になかったのが見づらかっ

たです（※５）。

奥　：キャンパスごとに目的目標実施計画を設定しているよう

ですが、もう少し説明がほしいのと、キャンパス共通の部分と

別で設定するべき部分を整理した方が良いと思いました。（※

６）。さらに、環境・エネルギー方針（p.4）の4番目に「地域

の意見を反映させながら、地域社会に開かれた形で実施」とあ

りますが、地域からの意見にはどのようなものがあり、それら

にどう対応したのかといった記述があるとよいと思いました。

また、環境関連法規制の概要（p.65-66）にフロン排出抑制法

を入れるべきと思いました（※７）。外部からの苦情の有無に

ついては、もしあれば記載してほしいです。最後に、環境人材

をどれくらい輩出したかについて、学生の就職先などをp.46で

伝えられたらよいのではないかと思いました。

編集部より　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご指摘いただいた点に関して反映した箇所は下記の通りです。
その他のご指摘は次年度以降参考とさせていただきます。
※１：「いつも意識している」のみを記載するよう修正
※２：用語集に記載していることを示すアイコンを追加
※３：「学長によるフィードバック」に修正
※４：目的の設定年度を入れ、項目を見やすく修正
※５：目次を１ページ目に移動
※６：年度初めに設定した目的目標実施計画をWebサイトに掲

載して本誌からも誘導
※７：フロン排出抑制法を追記

　　　千葉大学の今後の活動への期待について教えてく

ださい。

水上：千葉大学の活動の中で培ったことや見つかった改善点な

どを附属学校や地域社会にフィードバックするとともに、環境

ISO学生委員会がNPO法人格を取得しているので（p.44）、学

内だけでなくより広い地域に活動を広げていってもらえればと

思いました。

佐賀：今回このような機会をいただき、千葉大学でのさまざま

な環境活動について知ることができ、自分自身が環境について

考える機会になりました。せっかくの活動なのでもっと対外的

にアピールしていってもらいたいと思います。

星野：附属学校４校をもっと巻き込んで、さらに地域に波及さ

せてもらえればと思います。そして、学生たちが大きい世界に

向けて活躍していってもらえれば、附属学校に通わさせていた

だいている保護者としては鼻が高い思いです。

貫井：千葉大学の学生主体の環境活動は、ISCN（p.6）など世

界的にも評価され、日本の中でもトップクラスに位置していま

す。高みを目指す一方で、地域や地元の企業と一緒になって行

う、地道な環境活動も続けていってほしいと思います。

奥　：持続可能な開発目標（SDGs）を意識して教育も研究も

進めていってもらいたいと思います。今後はSDGsを意識した

言葉が頻繁に環境報告書に出てくることを期待しています。そ

して、優秀な環境人材を育成して社会に輩出していくという面

で、他大学に範を示すような充実した活動をしてほしいと思い

ます。

▲佐賀熙様 ▲水上翔平様
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用語集

p.4,p.42-p.44, p.45, p.46, p.59, p.60
環境・エネルギーマネジメントシステム（EMS・EnMS）

p.7, p.18-p.20, p.60
環境関連科目

環境ＩＳＯ学生委員会　

p.68
環境会計

p.43, p.54-p.56, p.59, p.60, p.69
環境目的・環境目標・実施計画（目目実）

p.42, p.43, p.54, p.56, p.61-p.64, p.71
基礎研修	

p.4, p.32, p.61, p.65
グリーン購入

p.7, p.32, p.39, p.43, p.55
構内事業者	

ISO14001・ISO50001
p.1,p.3-p.5, p.10, p.42, p.43, p.46

OUTPUT
p.67, p.68

INPUT	
p.67, p.68

キャンパスマスタープラン
p.26, p.35

COGOO
p.7, p.33

コミュニティガーデン	
p.6, p.48,p.49, p.63

サステイナブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）
p.28

持続可能な開発目標（SDGs）
p.10,p.74

省エネリーダー（会議）
p.27, p.55, p.57, p.64, p.72

千葉大学化学物質管理システム（ククリス）
p.37,p.56,p.61

内部監査	
p.3, p.7, p.42, p.43, p.54, p.56-p.58

NetFM システム
p56, p.65, p.66, p.70, p.72

普遍教育	
p18,p19,  p.42

リ・リパック
p31, p.34, p.47, p.62

株式会社ヨコタ東北が製作するプラスチック素材の環境配慮型容器。熱圧着により表
面にフィルム加工がされており、使用後はフィルムを剥がすことで、洗浄せずに回収、
リサイクルができる→ p.31 参照

事業活動の結果、生産した商品やサービス、排出した化学物質、水、廃棄物などの物質

事業活動で使用する資材、ガス、重油、水、化学物質、紙、包装材などの物質量

国際標準化機構（International Organization for Standardization：ISO）が定めた
国際規格。ISO14001 は環境マネジメントに関する規格で、ISO50001 はエネルギー
マネジメントの規格

→ p.54 参照

「大気・水質・土地・天然資源・植物・動物・人およびそれらの相互関係を含む、組
織の活動を取り巻くものであり、組織内の者から地球規模の生態系にまで及ぶ」とい
う定義に関連した科目→ p.18 参照

環境保全のために要したコスト（環境保全コスト）とその活動の効果（環境保全効果）
を認識し客観的な数値を用いて定量的に測定する会計システム

→ p.54 参照

全ての構成員および準構成員に対して、主に千葉大学の環境・エネルギーマネジメン
トシステムや環境への取り組みについて周知するための研修。学生委員会と教職員が
チームを組んで実施する→ p.43 参照

学内の施設・環境の将来像を示す骨格であるとともに、今後の施設環境の整備や活用
に関する具体的目標を定める上で指針となるもの。2017 年度更新予定

製品やサービスを購入する際に製造段階での環境負荷の小さいものを優先的に選択す
ること

千葉大学生協協同組合（全キャンパス）、レストランコルザ、ショップ大和屋（以上
西千葉）など、千葉大学構内で事業を行っている業者→ p.39 参照

→ p.33 参照

地域住民が共同で企画・運営・維持管理する庭。千葉大学は松戸地区と西千葉地区に
おいて、学生と教職員が地域住民と交流しながら運営している。

国内のサステイナブルキャンパス構築の取り組みを推進し加速させ、持続可能な環境
配慮型社会の構築に貢献することを目的とし、大学間の情報共有を活性化するための
組織。2013 年に発足。

2015 年の国連総会で採択され、環境の持続可能性確保に重点を置いて検討された国
際目標のことで、持続可能な開発のための 17 のグローバル目標と 169 のターゲット
( 達成基準 ) からなる

→ p.55 参照

環境・エネルギーマネジメントシステムの運用状況を、監査基準を用いて組織的・実
証的・定期的・客観的な視点から内部組織によって評価すること→ p.57 参照

備品や化学物質を含むすべての部品、部屋などの使用状況を把握することを目的として
開発した千葉大学独自の情報管理システム→ p.65 参照

千葉大学内で開講されている英語、初修外国語、情報リテラシー、スポーツ・健康、教
養コア、教養展開科目で構成され、国際化・情報化した現代社会において、あらゆる学
習・研究活動の基盤として必要な基礎的で共通な技能と知識を習得するための科目

→ p.37 参照

→ p.42 参照
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環境報告ガイドライン（2012 年版）における項目 本報告書にかかる対象項目 項目ページ
環境報告の基本的事項
１．報告にあたっての基本的要件
　（１）対象組織の範囲・対象期間

もくじ 1　（２）対象範囲の補足率と対象期間の差異
　（３）報告方針
　（４）広告媒体の方針等 裏表紙 裏表紙
２．経営責任者の提言 学長からのメッセージ 5-6
３．環境報告の概要

　（１）環境配慮経営等の概要 大学概要、千葉大学環境マップ、運営・教育研究組織、
千葉大学の EMS・EnMS の概要 2、7-9、54-56

　（２）KPI の時系列一覧 エネルギー消費量、紙類購入量、廃棄物排出量、PRTR
法対象物質使用量 26、29、30、37

　（３）個別の環境課題に関する対応総括 環境目的・環境目標と達成度評価一覧 60-64
４．マテリアルバランス 物質収支（マテリアルバランス） 67

「環境マネジメント等の環境配慮経営に関する状況」を示す情報・指標
１．環境配慮の方針、ビジョン及び事業戦略等
　（１）環境配慮の方針 千葉大学中期計画、環境・エネルギー方針 3、4

　（２）重要な課題、ビジョン及び事業戦略等 千葉大学中期計画、学長からのメッセージ、達成度評
価一覧、学長によるフィードバック 3、5-6、60-64、69-72

２．組織体制及びガバナンスの状況

　（１）環境配慮経営の組織体制等 千葉大学の EMS・EnMS の概要、環境ＩＳＯ学生委員
会の仕組み、学生主体による EMS・EnMS の運用 54-56、42、43

　（２）環境リスクマネジメント体制 千葉大学の EMS・EnMS の概要 54-56
　（３）環境に関する規制等の遵守状況 環境関連法規制等の順守状況 65-66
３．ステークホルダーへの対応の状況
　（１）ステークホルダーへの対応 学生主体の取り組み、外部の方々との意見交換会 41-53、73-74
　（２）環境に関する社会貢献活動等 附属学校における環境教育、学生主体の取り組み 23-24、41-53
４．バリューチェーンにおける環境配慮等の取組状況

　（１）バリューチェーンにおける環境配慮の取組方針、戦略等 構内事業者の環境への取り組み、関連事業者へのイン
タビュー 39、40

　（２）グリーン購入・調達 循環型社会への取り組み 32
　（３）環境負荷低減に資する製品・サービス等 環境教育・研究、エコキャンパスへの取り組み 13-24、25-40
　（４）環境関連の新技術・研究開発 環境教育・研究への取り組み 13-17
　（５）環境に配慮した輸送 - -
　（６）環境に配慮した資源・不動産開発 / 投資等 環境会計 68
　（７）環境に配慮した廃棄物処理 / リサイクル 落ち葉・生ごみの有効活用、循環型社会への取り組み 25、29-34

「事業活動に伴う環境負荷及び環境配慮等の取組に関する状況」を表す情報・指標
１．資源・エネルギーの投入状況
　（１）総エネルギー投入量及びその低減対策 低炭素社会への取り組み、物質収支 26-28、67

　（２）総物質投入量及びその低減対策 循環型社会への取り組み、安心安全社会への取り組み、
物質収支 29-34、37、67

　（３）水資源投入量及びその低減対策 低炭素社会への取り組み、物質収支 26-28、67
２．資源等の循環的利用の状況（事業エリア内） 落ち葉・生ごみの有効活用、循環型社会への取り組み 25、29-34
３．生産物・環境負荷の産出・排出等の状況
　（１）総製品生産量又は総商品販売量等 - -
　（２）温室効果ガスの排出量及びその低減対策 低炭素社会への取り組み、物質収支 26-28、67
　（３）総排水量及びその低減対策 低炭素社会への取り組み、物質収支 26-28、67

　（４）大気汚染、生活環境に係る負荷量及びその低減対策 安心安全社会への取り組み、環境関連法規制等の順守
状況、物質収支 37-38、65-66、67

　（５）化学物質の排出量、移動量及び低減対策 安心安全社会への取り組み、環境関連法規制等の順守
状況、物質収支 37-38、65-66、67

　（６）廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量及びその低減対策 落ち葉・生ごみの有効活用、循環型社会への取り組み、
物質収支 25、29-34、67

　（７）有害物質等の漏出量及びその防止対策 安心安全社会への取り組み、環境関連法規制等の順守
状況 37-38、65-66

４．生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用の状況
環境教育・研究への取り組み、環境関連科目（一部抜粋）、
環境関連科目の内容紹介（一部）、落ち葉・生ごみの有
効活用、自然共生社会への取り組み、学生主体の取り
組み（一部）

13-17、19-20、25、35-
36、44、47-51

「環境配慮経営の経済・社会的側面に関する状況」を表す情報・指標
１．環境配慮経営の経済的側面に関する状況 　
　（１）事業者における経済的側面に関する状況 環境会計 68
　（２）社会における経済的側面に関する状況 環境会計 68

２．環境配慮経営の社会的側面に関する状況 安心安全社会への取り組み、内部監査の実施、環境関
連法規制等の順守状況 37-38、57-59、65-66

その他記載事項等

１．後発事象等 千葉大学 Future Earth、国内外の学術機関への情報発
信と交流、全国環境ＩＳＯ学生大会の開催 10-12、41

２．環境情報の第三者審査等 外部の方々との意見交換会 73-74

環境報告書ガイドライン対照表
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「千葉大学環境報告書 2017」をお読みいただきありがとう
ございます。千葉大学の環境報告書は今回で 13 冊目の発行と
なります。10 年を超える歴史がある中で、より良い環境報告
書となるよう、企画からデザインの細部に至るまで改善を重ね
てきました。特に今回の報告にあたっては、データの更なる視
覚化・記載情報の充実化を重点的に取り組みました。
　これら一連の業務を通じて、私たちが普段過ごしている大学
を環境の視点から客観的に知ることができただけでなく、たく
さんの学生・教職員とのやり取りの積み重ねを経て一つの冊子
を作り上げていくことの難しさや達成感を学ぶことができまし
た。本報告書が、地域社会や関係者の皆様・広く環境活動を行
う皆様とのコミュニケーションツールとして機能し、本学の環
境活動の普及と社会全体の環境活動の促進に貢献できることを
心より願っております。最後となりますが、本報告書の作成に
あたりご協力いただいた、環境ＩＳＯ事務局をはじめとする多
くの教職員の方々、環境ＩＳＯ学生委員会のメンバー、デザイ
ナーの方々、取材にご協力くださった皆様に深く感謝申し上げ
ます。

鷺谷駿 編集長（法政経学部３年）

編集後記
環境ＩＳＯ学生委員会　環境報告書 2017 編集部より

千葉大学の環境報告書は、環境ＩＳＯ学生委員会メンバーが執筆・取材・依頼
して作成した文章に、環境ＩＳＯ事務局・施設環境部が整理した環境・財務・規制
順守データを加え、各部局の意見を聴いた上で、環境ＩＳＯ企画委員会メンバーが
最終調整を行う形で作成されています。毎年、編集長をはじめとする学生委員会の
環境報告書編集部がさまざまな工夫を凝らした編集を行っています。
　また、7 月にデザイン前の環境報告書をもとに「外部の方々との意見交換会」を
開催しました。頂いたご意見を踏まえて、アンケートの集計方法や用語集の参照方
法を変更し、目的目標の達成度評価一覧の項目を修正するなど、内容の改善を図り
ました（p.73-74）。

倉阪秀史 社会科学研究院教授（環境管理責任者〈教員系〉）

千葉大学の環境管理責任者として、「環境報告書 2017」の作成にご協力いただ

いた皆様にお礼申し上げます。この度、本学の環境活動の特色でもある学生と教

職員との協働による持続性のある行動が、「サスティナブルキャンパス評価システ

ム」の、「運営」・「教育」・「研究」・「環境」及び「地域社会」の総合的な評価にお

いて、「ゴールド認定」を受けたことは、大変喜ばしいことです（詳細 p.28）。

これからも、エコキャンパスへの取組として様々な行動計画を継続的に実施す

るなど、より一層、環境負荷の少ない美しいキャンパスづくりに取り組んでまい

ります。

松下博行 施設環境部長（環境管理責任者〈事務系〉）

環境管理責任者より

▲上段左から） 佐々木圭、三浦菜摘、石塚郁海、森田航平、鷺谷駿、浅輪光
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表紙・裏表紙について

環境報告書 2017 編集部
浅輪光、新井春香、石塚郁海、鷺谷駿、佐々木圭、三浦菜摘、森田航平
環境ＩＳＯ企画委員会
秋田典子、上野武、内赤尊記、岡山咲子、小川友明、倉阪秀史、鈴木久雄、鈴木雅之、諏訪園靖、豊川斎赫、能川和浩、野田勝二、
林亨、日隈壮一郎、松下博行、丸尾達、宮尾眞智
環境ＩＳＯ事務局
荒木笙子、小原清香、二瓶麻衣、野田圭子、宮尾眞智

この環境報告書は本学教職員・学生をはじめとした沢山の方々のご協力により作成されました。

　「千葉大学環境報告書２０１７」では人と自然が調和した空
想の千葉大学をテーマに表紙を作成しました。千葉大学 4 キャ
ンパスと周辺地域をベースに様々な建物や人を描いたので実際
の千葉大学と比べながら見ていただければと思います。表紙だ
けでなく中身のほうも千葉大学周辺の地域の方に見てもらうこ
とを目標に、親しみを持って読んでもらえるようなデザインを
目指しました。

デザイナー：猪澤宏志、木山順正、籔静流、
山﨑美優斗、渡辺裕之（工学部４年）

デザイナー
猪澤宏志、木山順正、籔静流、山﨑美優斗、渡辺裕之（工学部４年）

取材・執筆等協力者（敬称略・五十音順）

教職員
朝井理香、阿部洋志、犬伏和之、上原知也、梅木清准、榎本秀雄、岡山咲子、倉阪秀史、佐藤之彦、鮫島隆行、鈴木規道、宋チョロン、
竹内望、竹内茉莉子、徳久剛史、中原秀登、西田直海、幡野雅彦、星永宏、松下博行、宮尾眞智、矢貝史樹、安岡善文、横田明美
西千葉・亥鼻地区環境ＩＳＯ学生委員会
浅輪光、新井春香、石尾朔歩、石塚郁海、上田幸秋、尾島匠、柿原啓人、岸谷和樹、釘本元気、近藤優衣、鷺谷駿、佐野春生、
上戸雅晶、須永美春、高橋穣太郎、竹田滉、中野和、西雄太郎、蓮見優花、長谷川峻介、長谷川雅人、林田裕紀、原紗和子、
桧森佑太朗、日隈壮一郎、菱田朋佳、牧野愛子、町口奈緒子、三浦菜摘、嶺康平、森田航平、山口逸平、吉川雄樹
松戸・柏の葉地区環境ＩＳＯ学生委員会
石野果歩、佐々木圭、千葉敦、廣瀬雅人、藤代杏澄、松井詩央里、松井敬亮、谷中稔侑、世継加奈
一般学生・院生
石川愛海、石口純輝、何智慧、木戸屋昌利、斎藤哲、佐渡広一、三宅由惟、毛利胡桃
その他
上野信広、NPO 法人環境ネット、沖野好規、奥真美、佐賀熙、佐藤万寿夫、西嶋恵美理、貫井浩、林功、樋口良治、廣部亘亮、
富士ゼロックス千葉株式会社、星野哲朗、水上翔平、向成央、和泉竜也

編集担当者
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この冊子を印刷・製本するときに使用する電力 277.33kWは、

グリーン電力（太陽光発電）で賄われています。

国立大学法人千葉大学
なお、グリーン電力証書の購入費用はれじぶー基金（p.32）から拠出されています。

千葉大学環境報告書は千葉大学ホームページで公開しています。
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TEL/FAX　043-290-3572　（土日祝日除く 9：00 ～ 17：00）
Mail　kankyo-iso@office.chiba-u.jp
ホームページ　http://kankyo-iso.chiba-u.jp/
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